
一
二
九

駒
澤
大
學
禪
硏
究
所
年
報
第
三
十
四
號
　
二
〇
二
二
年
十
二
月

は
じ
め
に

　

北
宋
中
期
に
活
動
し
た
臨
済
禅
者
で
あ
る
楊
岐
方
会
（
九
九
二
│
一
〇
四
九
）
の
系
統
を
世
に
臨
済
宗
楊
岐
派
と
称
し
て
お
り
、
同
門
の
黄
龍
慧
南
（
普
覚

禅
師
、
一
〇
〇
二
│
一
〇
六
九
）
を
派
祖
と
す
る
臨
済
宗
黄
龍
派
と
と
も
に
禅
宗
五
家
七
宗
の
一
角
を
占
め
て
い
る
。
北
宋
後
期
に
隆
盛
し
た
黄
龍
派
が
南
宋

初
期
に
至
っ
て
衰
退
に
向
か
う
と
、こ
れ
に
代
わ
っ
て
楊
岐
派
の
系
統
が
し
だ
い
に
勢
力
を
増
し
て
い
る
。
楊
岐
派
の
流
れ
は
楊
岐
方
会
か
ら
白
雲
守
端（
一

〇
二
五
│
一
〇
七
二
）
を
経
て
五
祖
法
演
（
東
山
、
？
│
一
一
〇
四
）
へ
と
継
承
さ
れ
、
法
演
に
至
っ
て
漸
く
大
き
く
隆
盛
へ
と
向
か
い
、
そ
の
後
の
中
国
禅
宗

の
主
流
と
し
て
後
代
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
。
五
祖
法
演
の
門
下
か
ら
は
太
平
慧
懃
（
仏
鑑
禅
師
、
一
〇
五
九
│
一
一
一
七
）
と
圜
悟
克
勤
（
仏
果
禅
師
・
圜
悟

禅
師
、
一
〇
六
三
│
一
一
三
五
）
と
龍
門
清
遠
（
仏
眼
禅
師
、
一
〇
六
七
│
一
一
二
〇
）
と
い
う
、
仏
鑑
・
仏
果
・
仏
眼
の
い
わ
ゆ
る
「
五
祖
門
下
の
三
仏
」
が
輩

出
し
て
お
り
、
ほ
か
に
開
福
道
寧
（
寧
道
者
、
一
〇
五
三
│
一
一
一
三
）
ら
が
化
導
を
敷
き
、
楊
岐
派
は
枝
分
か
れ
し
て
展
開
し
、
多
く
の
優
れ
た
人
材
を
世

に
打
出
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
楊
岐
派
の
中
で
も
後
代
に
大
門
派
と
し
て
受
け
継
が
れ
た
の
は
、
圜
悟
克
勤
の
信
認
を
得
た
第
一
人
者
で
あ
る
大
慧
宗
杲
（
妙
喜
、
大
慧
普
覚
禅
師
、

一
〇
八
九
│
一
一
六
三
）
に
始
ま
る
大
慧
派
と
、
同
じ
く
克
勤
の
法
を
嗣
い
だ
虎
丘
紹
隆
（
瞌
睡
虎
、
一
〇
七
七
│
一
一
三
六
）
に
始
ま
る
虎
丘
派
の
二
つ
の
流

れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
虎
丘
派
は
応
庵
曇
華
（
一
一
〇
三
―
一
一
六
三
）
か
ら
密
菴
咸
傑
（
一
一
一
八
―
一
一
八
六
）
へ
と
継
承
さ
れ
、
咸
傑
の
下
か
ら

松
源
崇
嶽
（
老
聵
翁
、
一
一
三
二
│
一
二
〇
二
）
を
派
祖
と
す
る
松
源
派
と
、
破
庵
祖
先
（
一
一
三
六
│
一
二
一
一
）
を
派
祖
と
す
る
破
庵
派
と
い
う
二
大
系
統

が
対
峙
し
、
鎌
倉
・
南
北
朝
期
の
日
本
禅
林
に
も
松
源
・
破
庵
両
派
の
禅
が
大
き
く
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
南
宋
代
に
お
け
る
楊
岐
派
の
主
な
流
れ

を
系
譜
で
示
す
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚

│
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
│

佐　

藤　

秀　

孝



一
三
〇

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

　
　
　
　
　
　開
福
道
寧…

（
中
略
）…

無
門
慧
開

　無
本
覚
心
　﹇
日
本
法
燈
派
へ
﹈

　
　
　
　
　
　仏
鑑
慧
懃
　﹇
仏
鑑
派
﹈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　松
源
崇
嶽
﹇
松
源
派
﹈…

蘭
渓
道
隆
・
大
休
正
念
・
無
象
静
照
・
南
浦
紹
明
ら

　五
祖
法
演

　圜
悟
克
勤

　虎
丘
紹
隆

　応
庵
曇
華

　密
庵
咸
傑

　曹
源
道
生
﹇
曹
源
派
﹈…

一
山
一
寧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
慧
宗
杲

　拙
庵
徳
光
　﹇
大
慧
派
﹈
　

　破
庵
祖
先
﹇
破
庵
派
﹈…

東
福
円
爾
・
兀
庵
普
寧
・
無
学
祖
元
ら

　
　
　
　
　
　仏
眼
清
遠
　﹇
仏
眼
派
﹈

　

い
ま
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
の
は
同
じ
く
楊
岐
派
の
圜
悟
克
勤
の
門
流
に
連
な
っ
て
い
る
が
、
大
慧
派
や
虎
丘
派
と
い
っ
た
本
流
と
は
別
の
系
統
に
当
た

る
高
原
祖
泉
（
高
源
と
も
、
？
│
一
二
二
九
）
と
い
う
禅
者
の
事
蹟
で
あ
り
、
こ
の
人
は
辛
う
じ
て
禅
宗
燈
史
上
に
そ
の
名
を
留
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
存
在

と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
祖
泉
は
同
じ
く
楊
岐
派
の
嘯
巌
文
蔚
（
生
没
年
未
詳
）
と
と
も
に
、
曹
洞
宗
真
歇
派
の
長
翁
如
浄
（
浄
長
、
一
一
六
二
│

一
二
二
七
）
の
語
録
で
あ
る
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
編
集
刊
行
に
大
き
く
寄
与
し
た
禅
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
如
浄
の
晩
年
お
よ
び
示
寂
し
た
直
後
の
事
跡

を
究
明
す
る
上
で
、
祖
泉
や
文
蔚
の
存
在
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
面
で
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

如
浄
は
曹
洞
宗
真
歇
派
に
属
す
る
禅
僧
で
あ
り
、
宏
智
派
を
含
め
て
南
宋
代
の
曹
洞
宗
の
主
要
系
譜
を
示
す
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

　芙
蓉
道
楷

　丹
霞
子
淳

　真
歇
清
了

　大
休
宗
珏

　足
庵
智
鑑

　長
翁
如
浄
﹇
真
歇
派
﹈…

永
平
道
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　宏
智
正
覚

　自
得
慧
暉

　明
極
慧
祚

　東
谷
妙
光
﹇
宏
智
派
﹈…

東
明
慧
日
・
東
陵
永
璵

　

明
州
（
浙
江
省
）
鄞
県
の
天
童
山
景
徳
禅
寺
に
住
持
し
た
如
浄
と
い
え
ば
、
い
う
ま
で
も
な
く
入
宋
求
法
し
た
日
本
の
永
平
道
元
（
仏
法
房
、
一
二
〇
〇
│

一
二
五
三
）
の
本
師
に
当
た
っ
て
い
る
。
帰
国
し
て
一
〇
余
年
を
経
て
道
元
が
山
城
（
京
都
府
）
洛
南
深
草
の
観
音
導
利
院
興
聖
宝
林
禅
寺
（
興
聖
寺
）
に
在
っ

た
頃
、
仁
治
三
年
（
南
宋
の
淳
祐
二
年
、
一
二
四
二
）
八
月
に
南
宋
江
南
禅
林
か
ら
如
浄
一
代
の
語
録
で
あ
る
宋
版
『
如
浄
和
尚
語
録
』
が
海
を
越
え
て
道
元

の
も
と
に
齎
さ
れ
て
い
る（

1
）。
す
で
に
如
浄
が
宝
慶
三
年
（
一
二
二
七
）
七
月
一
七
日
に
世
寿
六
六
歳
で
示
寂
し
て
よ
り
一
五
年
も
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
た
。

そ
ん
な
折
に
本
師
如
浄
の
こ
と
ば
が
鏤
め
ら
れ
た
宋
版
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
刊
本
が
届
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
道
元
に
と
っ
て
亡
き
本
師
如
浄
と
再
会
し

た
か
の
ご
と
き
深
い
感
慨
を
も
っ
て
受
け
取
ら
れ
て
い
る
。
門
鶴
本
『
道
元
和
尚
広
録
』
巻
一
「
開
闢
本
京
宇
治
郡
興
聖
禅
寺
語
録
」
に
は
、

天
童
和
尚
語
録
到
上
堂
。〈
繁
詞
不
レ
録
〉
師
乃
起
立
、
捧
レ
語
薫
レ
香
云
、
大
衆
、
箇
是
天
童
打
二

跳
一、
踏
二
翻
東
海
一
龍
魚
驚
、
龍
魚
驚
怕
不
レ
潜
レ
形
。
且
道
如
何
。

此
語
也
先
到
、
先
到
也
此
語
。
若
道
未
レ
道
、
要
且
清
浄
大
海
衆
証
明
。
良
久
云
、
海
神
知
レ
貴
也
知
レ
価
。
留
二
在
人
天
一
光
照
レ
夜
。
下
座
与
二
大
衆
一
三
拝
。（
大
久
保
・

道
元
全
集
下
・
二
六
頁
）



一
三
一

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

と
い
う
上
堂
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
流
布
本
『
永
平
広
録
』
巻
一
「
開
闢
初
住
本
京
宇
治
県
興
聖
寺
語
録
」
で
は
、

天
童
和
尚
語
録
到
上
堂
。〈
繁
詞
不
レ
録
〉
師
乃
起
立
、
捧
レ
語
薫
レ
香
云
、
箇
是
天
童
打
二

跳
一、
踏
二
翻
東
海
一
龍
魚
驚
。
清
浄
大
海
衆
、
如
何
証
明
。
良
久
云
、
海
神

知
レ
貴
也
知
レ
価
、
留
二
在
人
天
一
光
照
レ
夜
。
下
座
与
二
大
衆
一
三
拝
。（
曹
全
宗
源
下
・
五
八
ａ
）

と
あ
り
、
字
句
に
か
な
り
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。『
如
浄
和
尚
語
録
』
が
齎
さ
れ
た
と
き
道
元
は
丁
重
に
こ
れ
を
捧
げ
持
っ
て
薫
香
し
、
上
堂
を
終
え
た

後
に
は
大
衆
（
修
行
僧
ら
）
と
と
も
に
三
拝
し
て
い
る
。『
如
浄
和
尚
語
録
』
が
到
来
し
て
以
降
、道
元
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
諸
巻
や
『
道
元
和
尚
広
録
』（『
永

平
広
録
』
と
も
）
の
上
堂
な
ど
に
如
浄
の
こ
と
ば
を
頻
繁
に
引
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
道
元
の
深
い
思
索
に
よ
っ
て
拈
提
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
如
浄

の
語
録
を
受
け
取
っ
て
ま
も
な
く
、
道
元
は
住
み
慣
れ
た
洛
南
深
草
の
地
を
離
れ
て
越
前
（
福
井
県
）
吉
田
郡
志
比
荘
の
深
山
幽
谷
へ
と
分
け
入
り
、
越
前

の
地
頭
、
波
多
野
義
重
（
如
是
居
士
、
？
―
一
二
五
八
）
の
帰
依
を
得
て
吉
祥
山
永
平
寺
（
初
名
は
大
仏
寺
）
の
開
山
に
迎
え
ら
れ
て
い
る
。
宋
版
『
如
浄
和
尚

語
録
』
の
存
在
は
、
道
元
の
後
半
生
と
永
平
寺
を
考
え
る
上
で
も
き
わ
め
て
重
要
な
視
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

宋
版
『
如
浄
和
尚
語
録
』
は
如
浄
門
下
の
人
々
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
道
元
に
と
っ
て
編
者
の
幾
人
か
は
在
宋
中
に
道
交

を
結
ん
だ
親
し
い
知
己
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
た
と
え
ば
大
慧
派
の
雪
窓
祖
日
な
ど
は
無
際
了
派
の
法
嗣
で
あ
っ
た
が
、
了
派
の
示
寂
後
は
如
浄
に
も

随
侍
し
、
天
童
山
景
徳
寺
で
如
浄
が
な
し
た
上
堂
を
編
者
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
祖
日
は
在
宋
中
の
道
元
と
も
深
い
道
交
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。
そ
ん
な
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
編
集
刊
行
に
大
き
く
寄
与
し
、
跋
文
を
寄
せ
た
南
宋
の
臨
済
禅
者
こ
そ
、
本
論
文
に
取
り
上
げ
る
高
原
祖
泉

と
嘯
巌
文
蔚
な
の
で
あ
り
、
こ
の
両
者
の
名
な
い
し
存
在
は
早
く
か
ら
『
如
浄
和
尚
語
録
』
を
通
し
て
初
期
永
平
寺
僧
団
内
に
も
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
道
元
が
在
宋
中
に
こ
の
両
禅
者
を
直
に
知
っ
て
い
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
帰
国
当
時
に
五
山
第
二
位
の
杭
州
霊
隠
寺
に
住

持
し
て
い
た
祖
泉
の
存
在
は
、
道
元
も
遠
く
風
聞
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
両
者
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
事
跡
が
明

確
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、彼
ら
が
如
何
な
る
因
縁
で
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
編
集
刊
行
に
関
わ
り
、跋
文
を
寄
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
定
か
で
な
か
っ
た
。

　

本
稿
で
は
限
ら
れ
た
史
料
を
通
し
て
で
は
あ
る
が
、
そ
ん
な
高
原
祖
泉
と
い
う
禅
者
に
注
目
し
、
可
能
な
限
り
そ
の
足
跡
を
整
理
し
て
み
る
こ
と
に
し

た
い
。
ま
た
祖
泉
以
上
に
不
明
な
点
が
多
い
も
の
の
、
嘯
巌
文
蔚
と
い
う
禅
者
に
つ
い
て
も
併
せ
て
若
干
の
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚

　

高
原
祖
泉
と
い
え
ば
南
宋
中
期
に
楊
岐
派
の
退
庵
道
奇
（
奇
道
者
）
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
で
あ
り
、
密
印
安
民
か
ら
別
峰
宝
印
（
慈
辯
禅
師
、
一
一
〇
九
│



一
三
二

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

一
一
九
〇
）
と
つ
づ
く
流
れ
に
属
し
て
い
る
。
し
か
も
祖
泉
は
晩
年
に
杭
州
（
浙
江
省
）
銭
塘
県
の
北
山
景
徳
霊
隠
禅
寺
（
五
山
第
二
位
）
の
住
持
と
し
て
『
如

浄
和
尚
語
録
』
に
跋
文
を
寄
せ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
如
浄
門
下
の
人
々
の
依
頼
を
受
け
て
『
如
浄
和
尚
語
録
』
全
体
を
も
校
勘
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

そ
の
面
で
も
如
浄
と
は
因
縁
浅
か
ら
ぬ
も
の
が
存
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
祖
泉
そ
の
人
の
事
蹟
は
明
確
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
何
ら

考
察
の
対
象
に
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
一
方
、
嘯
巌
文
蔚
と
い
う
禅
者
は
楊
岐
派
の
息
庵
達
観
（
一
一
三
八
│
一
二
一
二
）
の
法
を
嗣
い
で
お
り
、
南
宋

初
期
の
蓬
庵
端
裕
（
仏
智
禅
師
、
大
悟
禅
師
、
一
〇
八
五
│
一
一
五
〇
）
か
ら
水
庵
師
一
（
一
一
〇
七
│
一
一
七
六
）
と
つ
づ
く
流
れ
に
属
し
て
い
る
。
文
蔚
は
越

州
（
浙
江
省
）
紹
興
府
山
陰
県
の
法
華
山
天
衣
禅
寺
に
住
持
し
、
霊
隠
寺
の
祖
泉
と
同
じ
く
『
如
浄
和
尚
語
録
』
に
跋
文
を
寄
せ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

文
蔚
の
事
蹟
は
祖
泉
以
上
に
不
明
な
点
が
多
く
、
な
ぜ
五
山
十
刹
で
も
な
い
越
州
天
衣
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
文
蔚
が
『
如
浄
和
尚
語
録
』
に
跋
文
を
寄
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
は
、
こ
れ
ま
で
一
つ
の
疑
点
と
さ
れ
て
い
た
。

　

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚
は
と
も
に
『
碧
巌
録
』
で
名
高
い
圜
悟
克
勤
よ
り
次
第
す
る
系
統
で
あ
っ
て
、
祖
泉
・
文
蔚
の
両
禅
者
を
と
も
に
禅
宗
系
譜
で

示
す
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

　
　圜
悟
克
勤

　密
印
安
民

　別
峰
宝
印

　退
庵
道
奇

　高
原
祖
泉

　
　
　
　
　
　
　蓬
庵
端
裕

　水
庵
師
一

　息
庵
達
観

　嘯
巌
文
蔚

　

こ
の
両
者
は
と
も
に
克
勤
の
系
統
を
師
資
相
承
し
て
お
り
、
南
宋
中
期
の
浙
江
禅
林
に
活
躍
し
た
臨
済
禅
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
文

蔚
が
住
持
す
る
以
前
に
祖
泉
も
同
じ
天
衣
寺
の
住
持
を
務
め
た
経
歴
が
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
か
つ
て
天
衣
寺
の
住
持
を
務
め
た
祖
泉
と
天
衣
寺
の

現
住
で
あ
っ
た
文
蔚
と
い
う
二
禅
者
が
そ
れ
ぞ
れ
『
如
浄
和
尚
語
録
』
に
跋
文
を
寄
せ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

越
州
の
天
衣
寺
と
い
え
ば
、
北
宋
中
期
に
雲
門
宗
の
天
衣
義
懐
（
振
宗
禅
師
、
九
九
三
│
一
〇
六
四
）
が
住
持
し
、
化
導
を
盛
ん
に
し
た
ゆ
か
り
の
禅
刹
と

し
て
知
ら
れ
る
。
義
懐
は
雲
門
宗
中
興
の
祖
と
仰
が
れ
た
雪
竇
重
顕
（
隠
之
、
明
覚
禅
師
、
九
五
〇
│
一
〇
五
二
）
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
で
あ
り
、
義
懐
が
拠

点
と
し
た
天
衣
寺
は
、
北
宋
中
期
に
お
け
る
雲
門
宗
の
隆
盛
を
象
徴
す
る
主
要
禅
刹
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
天
衣
義
懐
の
も
と
か
ら
は
慧
林

宗
本
（
法
空
、
大
本
、
円
照
禅
師
、
一
〇
二
〇
│
一
〇
九
九
）・
法
雲
法
秀
（
秀
鉄
面
、
大
秀
、
円
通
禅
師
、
一
〇
二
七
│
一
〇
九
〇
）・
長
蘆
応
夫
（
広
照
禅
師
）・
天

鉢
重
元
（
文
慧
禅
師
、
？
―
一
〇
六
三
）
な
ど
す
ぐ
れ
た
人
材
が
多
く
輩
出
し
て
お
り
、
南
宋
初
期
ま
で
つ
づ
く
雲
門
宗
の
隆
盛
は
ひ
と
え
に
明
州
雪
竇
山
の

重
顕
と
越
州
天
衣
寺
の
義
懐
が
絶
大
な
接
化
を
振
る
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
雲
門
宗
発
展
の
拠
点
寺
院
の
一
つ
で
あ
っ
た
天
衣
寺
も
、
や
が
て
南
宋
代
に
入
る
と
臨
済
宗
楊
岐
派
の
禅
者
に
よ
っ
て
維
持
継
承
さ
れ
る
よ
う
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に
な
っ
て
お
り
、
南
宋
中
期
に
至
っ
て
相
継
い
で
天
衣
寺
に
住
持
し
た
の
が
高
泉
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
の
両
禅
者
は
と
も
に
『
如
浄

和
尚
語
録
』
に
跋
文
を
寄
せ
て
お
り
、
そ
の
背
景
に
は
越
州
出
身
で
あ
る
如
浄
と
越
州
天
衣
寺
を
め
ぐ
る
興
味
深
い
因
縁
が
背
景
に
存
し
た
こ
と
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。
本
稿
で
は
『
如
浄
和
尚
語
録
』
に
跋
文
を
寄
せ
た
上
で
、
さ
ら
に
『
如
浄
和
尚
語
録
』
を
全
体
に
わ
た
っ
て
校
勘
し
た
と
い
う
事
実

を
踏
ま
え
、
祖
泉
と
い
う
禅
者
の
事
蹟
を
中
心
に
掘
り
起
こ
し
、
こ
の
人
の
動
向
と
隠
さ
れ
た
功
績
に
つ
い
て
、
文
蔚
の
活
動
を
併
せ
踏
ま
え
な
が
ら
逐

一
に
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
編
纂
刊
行
に
深
く
関
わ
っ
た
祖
泉
や
文
蔚
の
活
動
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
如
浄
を
研
究
す
る
上
で
一
助

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
以
下
、
順
次
に
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

如
浄
の
出
生
地
と
越
州
天
衣
寺

　

そ
こ
で
如
浄
が
越
州
す
な
わ
ち
現
今
の
浙
江
省
紹
興
市
の
出
身
で
あ
っ
た
因
縁
に
つ
い
て
、
は
じ
め
に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
入
宋
求
法
し
て

如
浄
の
法
を
受
け
継
い
で
帰
国
し
た
道
元
は
『
正
法
眼
蔵
』「
行
持
下
」
の
巻
で
、先
師
如
浄
の
出
身
地
に
関
し
て
「
先
師
天
童
和
尚
は
越
上
人
事
な
り
」（
曹

全
・
宗
源
上
・
一
〇
〇
ａ
）
と
書
き
残
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
道
元
の
法
孫
に
当
た
る
瑩
山
紹
瑾
（
仏
慈
禅
師
、
一
二
六
四
―
一
三
二
五
）
も
『
伝
光
録
』「
第
五

十
祖
天
童
浄
和
尚
」
の
章
で
「
師
者
越
上
人
事
也
、
諱
如
浄
」（
曹
全
・
宗
源
下
・
一
一
三
ｂ
）
と
記
し
て
お
り
、
流
布
本
『
洞
谷
記
』
の
「
洞
谷
伝
燈
院
五

老
悟
則
并
行
業
略
記
」
の
「
高
祖
大
宋
国
裏
明
州
天
童
三
十
一
代
和
尚
」
の
章
で
も
「
諱
如
浄
、
越
上
人
也
」（
曹
全
・
宗
源
下
・
五
一
三
ａ
）
と
同
様
に
記

し
て
い
る
。
ま
た
道
元
の
伝
記
を
ま
と
め
た
瑞
長
本
『
建
撕
記
』
に
お
い
て
も
、

和
尚
答
云
、
我
先
師
天
童
如
浄
古
仏
、
大
唐
越
州
ノ
人
事
ナ
ル
間
タ
、
越
之
名
ヲ
聞
モ
ナ
ツ
カ
シ
シ
、
我
所
望
也
、
則
チ
御
下
向
ア
ル
ヘ
シ
ト
御
返
事
ア
リ
。（
吉
田
道
興
・

道
元
伝
記
史
料
集
成
・
一
〇
六
頁
）

と
記
さ
れ
て
お
り
、
道
元
が
日
本
の
越
州
（
越
前
・
福
井
県
）
に
下
向
す
る
こ
と
を
快
諾
し
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
如
浄
が
中
国
（
大
唐
）
の
越
州
出
身
で

あ
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
っ
て
、
如
浄
が
越
州
す
な
わ
ち
紹
興
府
地
内
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
如
浄
が
越
州
紹
興
府
の
い
ず
れ
の
県
で
出
生
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　

越
州
と
は
往
古
よ
り
の
地
名
で
あ
り
、
杭
州
か
ら
東
に
向
か
っ
て
明
州
（
寧
波
）
に
到
る
中
間
に
位
置
す
る
州
で
あ
り
、
南
宋
初
期
の
紹
興
元
年
（
一
一

三
一
）
に
会
稽
・
山
陰
一
帯
を
治
め
る
こ
と
を
目
的
に
元
号
に
基
づ
い
て
紹
興
府
が
置
か
れ
て
い
る
。
南
宋
代
に
は
紹
興
府
、
元
代
に
は
紹
興
路
と
い
う
行

政
区
分
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
や
が
て
現
今
の
紹
興
市
へ
と
つ
づ
い
て
い
る
。
紹
興
と
い
え
ば
日
本
で
は
紹
興
酒
の
産
地
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
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ま
た
近
代
中
国
の
文
豪
と
し
て
名
高
い
魯
迅
（
本
名
は
周
樹
人
、字
は
豫
才
、一
八
八
一
―
一
九
三
六
）
の
生
家
が
あ
る
。
か
つ
て
越
州
紹
興
府
は
山
陰
県
・
嵊
県
・

会
稽
県
・
余
姚
県
・
蕭
山
県
・
新
昌
県
・
上
虞
県
・
諸
曁
県
の
各
県
に
分
か
れ
て
お
り
、
府
城
の
あ
る
中
心
地
が
山
陰
県
に
当
た
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に

現
今
、
余
姚
県
は
寧
波
市
に
属
す
る
余
姚
市
と
な
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
如
浄
が
越
州
出
身
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
た
上
で
注
目
す
べ
き
記
事
と
し
て
、
瑞
長
本
『
建
撕
記
』
に
、

御
母
、
和
尚
ヲ
孕
ミ
給
時
、
天
衣
ノ
山
神
、
之
ニ
児
ヲ
授
ク
ト
夢
ミ
給
ウ
也
。（
吉
田
・
道
元
伝
集
成
・
一
四
三
頁
）

と
い
う
興
味
深
い
逸
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
如
浄
の
出
生
に
ま
つ
わ
る
逸
話
で
あ
り
、
門
子
本
や
元
文
本
な
ど
古
写
本
『
建
撕
記
』
諸
本
に
も

同
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。
記
事
内
容
が
史
実
を
伝
え
た
逸
話
な
の
か
確
定
は
で
き
な
い
が
、
南
宋
か
ら
伝
え
ら
れ
た
何
ら
か
の
情
報
に
基
づ
く
伝
承
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
は
如
浄
を
身
籠
も
っ
た
と
き
如
浄
の
母
が
「
天
衣
」
の
山
神
が
児
を
授
け
て
く
れ
る
夢
を
見
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、

母
と
関
わ
る
「
天
衣
の
山
神
」
と
い
う
の
が
果
た
し
て
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
が
重
要
な
鍵
と
な
ろ
う
。

　

こ
の
点
、
江
戸
期
の
面
山
瑞
方
（
永
福
老
人
、
一
六
八
三
―
一
七
六
九
）
は
『
大
宋
国
慶
元
府
太
白
名
山
天
童
景
徳
禅
寺
第
三
十
代
堂
頭
長
翁
如
浄
祖
師
行

録
并
序
』（
以
下
は
『
如
浄
祖
師
行
録
』
と
略
称
）
で
、
こ
の
逸
話
を
紹
介
し
て
い
る
も
の
の
、

越
上
人
事
、
未
レ
考
二
族
姓
一。
其
母
夢
二
山
神
授
一レ
児
而
孕
矣
。
以
二
趙
宋
隆
興
元
年
癸
未
七
月
七
日
一
而
産
。（
曹
全
・
史
伝
下
・
二
ｂ
）

と
微
妙
に
そ
の
内
容
を
変
更
し
て
い
る（
2
）。
こ
こ
で
如
浄
を
「
越
上
の
人
事
」
と
し
、
族
姓
は
定
か
で
な
い
と
記
し
て
い
る
の
は
頷
け
る
が
、
問
題
は
つ
づ

く
文
が
「
其
の
母
、
山
神
が
児
を
授
く
る
を
夢
に
み
て
孕
む
」
と
な
っ
て
お
り
、
な
ぜ
か
「
天
衣
」
の
二
文
字
が
削
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か

も
俗
姓
は
未
詳
と
し
、幼
少
期
の
事
跡
も
ほ
と
ん
ど
不
明
と
な
っ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、な
ぜ
か
如
浄
の
生
年
月
日
に
つ
い
て
の
み
明
確
に
隆
興
元
年
（
一

一
六
三
）
七
月
七
日
で
あ
っ
た
と
明
記
し
、
唐
突
な
新
説
が
付
加
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
は
き
わ
め
て
不
可
解
と
い
っ
て
よ
い
。

　

面
山
瑞
方
は
果
た
し
て
如
何
な
る
史
料
あ
る
い
は
伝
承
に
基
づ
い
て
如
浄
が
隆
興
元
年
七
月
七
日
に
出
生
し
た
と
す
る
説
を
『
如
浄
祖
師
行
録
』
に
挿

入
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
由
縁
が
定
か
で
な
い
の
は
惜
し
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
以
上
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
本
題
か
ら
外

れ
る
の
で
、
い
ま
は
深
く
触
れ
な
い
で
お
き
た
い
。
い
ま
、
こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
は
、
古
写
本
『
建
撕
記
』
で
「
天
衣
の
山
神
」
と
あ
っ
た
記
述
に
対
し
、

『
如
浄
祖
師
行
録
』
に
な
る
と
単
に
「
山
神
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
面
山
瑞
方
と
し
て
は
お
そ
ら
く
「
天
衣
」
の
二
文
字
に
意
味
な
ど
な
く
、

不
要
な
も
の
で
あ
る
と
解
し
て
削
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
こ
の
古
写
本
『
建
撕
記
』
が
伝
え
る
「
天
衣
」
の
二
文
字
に

は
重
要
な
意
味
合
い
が
背
景
に
存
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
二
文
字
を
略
し
て
し
ま
う
と
、
こ
の
逸
話
の
持
つ
真
の
意
味
合
い
が
逆
に
不
明
瞭
と
な
っ
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て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
如
浄
出
生
に
ま
つ
わ
る
逸
話
は
、
他
の
禅
僧
の
塔
銘
や
行
状
な
ど
に
も
窺
え
る
よ
う
な
出
生
譚
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
際
立
っ
た
内
容
で
は
な
い

だ
ろ
う（

3
）。
問
題
な
の
は
古
写
本
『
建
撕
記
』
が
「
天
衣
」
の
二
文
字
を
付
け
て
い
る
こ
と
こ
そ
重
要
な
の
で
あ
っ
て
、
如
浄
出
生
の
背
景
を
窺
う
上
で
き

わ
め
て
興
味
深
い
意
味
合
い
が
含
ま
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
こ
に
い
う
「
天
衣
の
山
神
」
と
は
、
越
州
山
陰
県
に
存
し
た
法
華
山
天

衣
寺
の
山
神
（
護
伽
藍
神
）
を
指
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

越
州
の
法
華
山
天
衣
寺
に
関
し
て
は
、
南
宋
中
期
に
ま
と
め
ら
れ
た
越
州
の
地
誌
『
嘉
泰
会
稽
志
』
巻
九
「
山
〈
山
陰
県
〉」
に
、

法
華
山
、
在
二
県
西
南
二
十
五
里
一。
旧
経
云
、
義
煕
十
三
年
、
僧
曇
翼
誦
二
法
華
経
一、
感
二
普
賢
応
現
一。
因
置
レ
寺
、
今
為
二
天
衣
禅
院
一。
山
有
二
十
峰
一、
咸
平
中
、
裴
使

君
荘
、
各
命
以
名
。
一
法
華
、
二
衣
盂
、
三
積
翠
、
四
朝
陽
、
五
雲
門
、
六
倚
秦
、
七
天
女
、
八
猿
嘯
、
九
起
雲
、
十
月
嶺
。
山
下
二
渓
、
東
北
流
、
冬
夏
不
レ
竭
。
唐

李
邕
碑
云
、
其
峰
五
連
、
其
渓
双
帯
。
蓋
謂
レ
此
也
。
万
斉
融
碑
云
、
双
烏
所
二
以
示
一レ
兆
。
今
尚
翔
鳴
。
旧
経
云
、
山
有
二
双
烏
一、
雛
長
則
送
出
レ
之
。〈
旧
経
、
法
華

山
在
二
会
稽
県
南
四
十
里
一、
後
正
レ
之
〉。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
越
州
山
陰
県
西
南
二
五
里
に
存
す
る
法
華
山
と
、
こ
れ
を
取
り
巻
く
景
勝
・
史
蹟
な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
『
嘉
泰
会

稽
志
』
巻
七
「
寺
院
〈
山
陰
県
〉」
に
は
、
さ
ら
に
天
衣
寺
伽
藍
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
、

天
衣
寺
、
在
二
県
南
三
十
里
一。
晋
義
煕
十
三
年
、
高
僧
曇
翼
結
レ
菴
、
誦
二
法
華
経
一
多
二
霊
異
一、
内
史
孟
覬
、
請
置
二
法
華
寺
一。
至
レ
梁
、
恵
挙
禅
師
、
亦
隠
二
此
山
一、
武

帝
徴
レ
之
不
レ
至
。
有
下
翼
公
所
二
頂
戴
一
紫
檀
十
二
面
観
音
、
及
梁
昭
明
太
子
統
遺
二
挙
公
一
金
縷
木
蘭
袈
裟
・
銀
澡
瓶
・
紅
瑠
璃
鉢
上、
至
レ
今
具
在
。
又
有
二
金
銅
維
衛
仏

像
一、
本
西
域
阿
育
王
所
レ
鋳
、
浮
レ
海
而
至
。
梁
武
以
施
二
山
中
一、
儀
相
甚
偉
、
今
奉
二
於
西
序
一。
宣
和
初
、
詔
改
レ
僧
為
二
徳
士
一、
寺
院
為
二
宮
観
一。
銅
鐃
銅
像
、
期
以
二

十
日
一
尽
。
輸
官
俄
復
命
、
惟
輸
レ
鐃
而
銅
像
悉
獲
レ
存
。
故
維
衛
像
、
至
レ
今
厳
奉
焉
。
寺
有
二
十
峰
一、
堂
以
二
山
之
十
峰
一
為
二
堂
名
一。
山
下
又
有
二
双
澗
一、
故
曾
文
清
公

詩
云
、
布
韈
青
鞋
踏
欲
レ
無
、
看
レ
山
看
レ
水
未
レ
成
レ
疎
、
十
峰
双
澗
尤
奇
処
、
万
壑
千
巌
総
不
レ
加
。
淳
煕
七
年
、
詔
以
二
皇
子
魏
恵
憲
王
薨
一、
攢
二
於
山
中
一、
設
二
置
衛

守
一。
且
歳
時
加
二
恩
沢
一
有
レ
差
云
。

と
あ
り
、
東
晋
代
の
創
建
時
か
ら
南
宋
中
期
に
至
る
天
衣
寺
の
歴
史
的
変
遷
が
簡
略
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
天
衣
寺
は
越
州
山
陰
県
南
三
〇
里
に
存
す

る
と
さ
れ
、
法
華
山
の
位
置
が
山
陰
県
西
南
二
五
里
と
伝
え
て
い
る
の
と
微
妙
に
相
違
し
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
法
華
山
と
い
う
山
の
裾
野
の
一
角

に
天
衣
寺
伽
藍
が
建
立
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

東
晋
の
義
煕
一
三
年
（
四
一
七
）
に
高
僧
曇
翼
が
こ
の
地
に
草
庵
を
結
ん
で
『
法
華
経
』
を
読
誦
し
て
霊
異
が
多
く
、
こ
の
た
め
会
稽
太
守
で
あ
っ
た
内
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（
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史
の
孟
覬
が
堂
宇
を
建
立
し
て
法
華
寺
と
称
し
た
と
さ
れ
る
。
梁
代
に
は
恵
挙
と
い
う
僧
が
こ
の
山
に
隠
れ
、
梁
の
武
帝
こ
と
蕭
衍
（
字
は
叔
達
、
四
六
四

│
五
四
九
、
在
位
は
五
〇
二
│
五
四
九
）
が
召
し
て
も
赴
か
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
天
衣
寺
の
名
の
由
来
は
明
確
で
な
い
が
、
山
に
十
峰
が
あ
る
内
の
一

つ
が
天
女
峰
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
何
か
し
ら
民
間
信
仰
的
な
香
り
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
寺
に
は
曇
翼
が
賜
わ
っ
た
と
さ
れ
る
紫
檀
の

十
二
面
観
音
菩
薩
像
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
恵
挙
ゆ
か
り
の
品
々
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
ら
し
い
。
さ
ら
に
イ
ン
ド
の
阿
育
王
（
ア
シ
ョ
ー
カ
王
）
が
鋳
造

さ
せ
た
と
伝
承
さ
れ
る
金
銅
の
維
衛
仏
像
も
梁
の
武
帝
に
よ
っ
て
寺
に
奉
納
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る（

4
）。

　

天
衣
の
山
神
と
は
天
衣
寺
の
山
神
す
な
わ
ち
護
伽
藍
神
の
類
い
と
見
ら
れ
、
古
写
本
『
建
撕
記
』
で
は
如
浄
の
母
は
天
衣
寺
の
山
神
の
夢
を
見
て
懐
妊

し
た
と
い
う
逸
話
を
伝
え
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
伝
承
か
ら
す
れ
ば
、
如
浄
の
生
家
は
天
衣
寺
と
か
な
り
近
接
す
る
地
に
存
し
た
こ
と
を
暗
に
示
す

も
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
如
浄
の
母
親
な
い
し
生
家
は
天
衣
寺
を
通
し
て
仏
教
信
仰
を
深
め
て
い
た
と
も
解
さ
れ
よ
う
。
そ
の
た
め
『
如
浄
祖
師
行
録
』

が
「
天
衣
」
の
二
文
字
を
削
っ
た
の
で
は
折
角
の
伝
承
の
持
つ
意
味
合
い
が
全
く
活
か
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
が
私
の
見
解
で
あ
る
。

高
原
祖
泉
の
伝
記
記
事

　

そ
こ
で
ま
ず
高
原
祖
泉
に
関
す
る
禅
宗
燈
史
や
僧
伝
の
記
述
に
つ
い
て
、
一
通
り
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
祖
泉
に
は
特
定
の
語
録
な
ど
は
残

さ
れ
て
お
ら
ず
、
個
別
の
伝
記
史
料
の
類
い
も
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
明
代
初
期
の
『
続
伝
燈
録
』
巻
三
五
「
目
録
」
で
は
「
金
山
道
奇
禅
師
法
嗣
一
人
」

に
「
霊
隠
祖
泉
禅
師
〈
無
録
〉」（
大
正
蔵
五
一
・
七
〇
六
ｂ
）
と
し
て
祖
泉
の
名
の
み
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
つ
づ
く
同
じ
明
代
初
期
に
編
集
さ
れ
た
『
増
集

続
伝
燈
録
』
巻
二
で
は
「
金
山
退
庵
奇
禅
師
法
嗣
」
と
し
て
、

杭
州
霊
隠
高
原
祖
泉
禅
師
。
上
堂
、
挙
下
九
祖
伏
陀
密
多
尊
者
問
二
八
祖
仏
駄
難
提
尊
者
一、
父
母
非
二
我
親
一
話
上。
頌
曰
、
父
母
分
明
非
二
我
親
一、
祖
師
肝
胆
向
レ
人
傾
、

直
下
若
能
親
薦
得
、
優
曇
花
発
火
中
春
。
贈
三
黄
漢
嶺
開
二
接
待
一
偈
曰
、
路
繞
二
懸
崖
一
万
仞
頭
、
行
人
到
レ
此
一
場
愁
、
驀
然
得
二
箇
休
歇
処
一、
重
疊
関
山
信
レ
脚
遊
。（
卍

続
蔵
一
四
二
・
三
九
〇
ｂ
）

と
高
原
祖
泉
の
章
が
見
録
立
伝
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、そ
れ
も
わ
ず
か
一
上
堂
（
実
際
に
は
本
則
と
頌
古
の
類
い
）
と
一
偈
頌
を
載
せ
る
の
み
で
あ
っ

て
、
や
は
り
伝
記
的
な
記
載
な
ど
は
全
く
見
ら
れ
な
い（

5
）。
ま
た
『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
三
「
霊
隠
高
原
泉
禅
師
法
嗣
」
に
は
「
婺
州
宝
林
無
機
禅
師
」
の

章
（
卍
続
蔵
一
四
二
・
四
〇
〇
ｂ
）
を
載
せ
て
い
る
が
、
法
嗣
の
無
機
（
法
諱
は
未
詳
）
に
つ
い
て
も
や
は
り
二
上
堂
を
載
せ
る
の
み
で
、
祖
泉
と
の
関
わ
り
を

伝
え
る
よ
う
な
伝
記
的
な
記
事
は
何
も
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
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一
方
、禅
宗
の
宗
派
図
と
し
て
は
、破
庵
派
（
聖
一
派
祖
）
の
東
福
円
爾
（
辨
円
、聖
一
国
師
、一
二
〇
二
│
一
二
八
〇
）
が
日
本
に
将
来
し
た
南
宋
後
期
の
『
宗

派
図
』
に
は
「
別
峯
印
禅
師
」
の
法
嗣
と
し
て
「
如
菴
崇
禅
師
」「
自
聞
聡
禅
師
」「
退
菴
奇
禅
師
」
と
い
う
三
人
の
名
を
挙
げ
、
ま
た
「
退
菴
奇
禅
師
」

の
法
嗣
と
し
て
「
洪
山
辨
禅
師
」「
薦
福
円
禅
師
」「
高
原
泉
禅
師
」
と
い
う
三
人
の
名
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
の
後
の
宗
派
図
に
は
見
ら
れ
な
い
祖
泉
と
同

門
に
当
た
る
洪
山
□
辨
と
薦
福
□
円
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
日
本
の
南
北
朝
後
期
に
編
集
刊
行
さ
れ
た『
仏
祖
正
伝
宗
派
図
』で
は「
金

山
退
菴
道
奇
」
の
法
嗣
と
し
て
「
霊
隠
高
原
祖
泉
」
の
名
の
み
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、室
町
中
期
に
編
集
さ
れ
た
『
仏
祖
宗
派
図
』
で
は
「
金
山
退
菴
道
奇
」

の
法
嗣
と
し
て
「
高
源
□
泉
」
の
名
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
期
の
禅
宗
の
宗
派
図
と
し
て
は
『
正
誤
仏
祖
正
伝
宗
派
図
』
三
に
「
金
山
退
菴
道
奇
」
の
法
嗣
と
し
て
「
霊
隠
高
原
祖
泉
」
の
名
が
挙
げ
ら
れ
、

さ
ら
に
祖
泉
の
法
嗣
と
し
て
「
宝
林
無
機
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
掌
珠
宗
派
図
』
で
は
「
金
山
退
庵
道
奇
」
の
法
嗣
と
し
て
「
霊
隠
高
源
祖
泉
」
の

名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
伝
燈
歴
世
譜
』
巻
中
「
楊
岐
下
世
譜
」
に
は
「
鎮
江
金
山
退
菴
道
奇
」
の
法
嗣
と
し
て
「
杭
州
霊
隠
高
原
祖
泉
」
と
あ
り
、

祖
泉
の
法
嗣
と
し
て
「
婺
州
宝
林
□
□
無
幾
」
の
名
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
伝
記
的
な
記
載
と
し
て
は
南
宋
末
期
に
大
慧
派
の
枯
崖
円
悟
が
編
集
し
た
『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
上
「
高
原
泉
禅
師
」
の
項
に
、

高
原
泉
禅
師
、
令
聞
素
著
、
瑞
二
世
慶
元
梨
洲
一。
有
問
、
嚢
錐
已
露
、
至
宝
難
レ
蔵
、
四
衆
側
聆
、
願
聞
二
法
要
一。
曰
、
截
レ
舌
有
レ
分
。
問
、
恁
麼
則
一
句
超
二
今
古
一、

禅
徒
息
二
万
機
一。
曰
、
又
恁
麼
去
也
。
問
、
如
何
是
梨
洲
境
。
曰
、
猨
啼
二
古
木
一、
月
照
二
高
峰
一。
問
、
如
何
是
境
中
人
。
曰
、
匙
挑
不
レ
上
。
問
、
人
境
已
蒙
二
師
指
示
一、

向
上
宗
乗
事
若
何
。
曰
、
且
待
二
驢
年
一。
四
衆
拭
レ
目
傾
レ
耳
。（
卍
続
蔵
一
四
八
・
七
八
ａ
）

と
あ
り
、
祖
泉
が
明
州
慶
元
府
（
浙
江
省
）
鄞
県
の
四
明
山
中
に
存
し
た
梨
洲
禅
寺
に
住
持
し
た
こ
と
と
、
門
下
の
学
人
と
交
わ
し
た
五
つ
の
問
答
が
記
さ

れ
て
い
る
。
同
じ
く
『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
上
の
い
ま
一
方
の
「
高
原
泉
禅
師
」
の
項
に
も
、

高
原
泉
禅
師
、
住
二
梨
洲
一、
荒
陋
寂
寥
。
無
準
為
二
首
座
一、
荊
叟
為
二
維
那
一、
雙
杉
在
二
会
下
一。
原
夜
坐
挙
、
江
月
照
松
風
吹
、
永
夜
清
霄
何
所
為
。
荊
叟
曰
、
覷
著
氷
河

連
底
凍
。
雙
杉
曰
、
牽
来
好
与
二
頂
門
槌
一。
原
黙
然
。
壮
歳
時
已
得
二
奇
退
庵
許
与
一
矣
。（
卍
続
蔵
一
四
八
・
七
九
ａ
）

と
し
て
祖
泉
が
梨
洲
寺
で
な
し
た
活
動
が
記
さ
れ
、
梨
洲
寺
で
住
持
の
祖
泉
を
首
座
の
無
準
師
範
（
仏
鑑
禅
師
、
一
一
七
七
│
一
二
四
九
）
と
維
那
の
荊
叟
如

珏
（
仏
心
禅
師
、？
│
一
二
六
四
）
が
役
僧
と
し
て
補
佐
し
、雙
杉
中
元
が
修
行
僧
と
し
て
会
下
に
あ
っ
て
頭
角
を
現
し
て
い
た
動
向
な
ど
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
後
段
で
一
々
に
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

こ
の
よ
う
に
祖
泉
の
記
事
は
諸
文
献
に
断
片
的
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
も
諸
禅
者
の
語
録
や
詩
文
集
な
ど
に
も
記
さ
れ
て
い



一
三
八

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
記
事
を
総
括
的
に
考
察
す
る
こ
と
で
、
祖
泉
の
事
蹟
は
か
な
り
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。

嘯
巌
文
蔚
の
伝
記
記
事

　

つ
ぎ
に
い
ま
一
人
の
嘯
巌
文
蔚
に
関
す
る
伝
記
記
事
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
文
蔚
は
楊
岐
派
の
息
庵
達
観
（
一
一
三
八
│
一
二
一
二
）
の
法
を
嗣
い

だ
高
弟
で
あ
り
、
そ
の
師
承
は
圜
悟
克
勤
│
蓬
庵
端
裕
│
水
庵
師
一
│
息
庵
達
観
│
嘯
巌
文
蔚
と
次
第
し
て
い
る
。
師
匠
の
息
庵
達
観
に
つ
い
て
は
『
北

磵
文
集
』
巻
一
〇
「
塔
銘
」
に
「
天
童
山
息
菴
禅
師
塔
銘
」
が
存
し
て
お
り
、
若
干
煩
瑣
に
わ
た
る
が
、
塔
銘
の
全
文
を
載
せ
て
お
き
た
い
。

天
童
山
息
菴
禅
師
塔
銘
。

公
名
達
観
、
号
二
息
菴
一。
婺
之
義
烏
趙
氏
子
、
高
曾
皆
衣
冠
。
年
十
二
、
喜
二
仏
書
一、
勇
舎
二
世
俗
家
一。
父
母
成
二
其
志
一、
受
二
業
於
県
之
法
恵
寺
僧
正
覚
一。
欲
レ
超
二
大
方
一、

凡
鼎
望
二
利
養
一、
非
二
本
色
衲
子
住
処
一、
往
往
過
レ
門
輙
掉
頭
、
若
二
正
因
保
社
一。
窮
郷
遐
徼
、
越
二
嶺
海
一
犯
二
霜
露
一、

足
糗
糧
、
尋
訪
不
レ
憚
。遠
参
二
応
菴
於
天
童
一、

見
二
無
菴
於
道
場
一。
後
於
二
天
封
水
菴
室
中
一、
明
二
得
二
老
垂
手
処
一、
瓣
香
為
二
水
菴
一
有
自
也
。
水
菴
在
レ
閩
、
横
機
峻
峭
、
為
二
衲
子
一
関
一。
径
往
扣
レ
之
。
一
語
不
二

浪
下
一、
破
レ
的
而
後
反
。
用
覚
円
、
拠
二
育
王
席
端
一、
気
蓋
二
諸
方
一、
有
二
従
上
爪
牙
一、
宿
二
学
所
一レ
厳
。
公
分
二
板
首
一、
一
語
一
義
、
反
復
博
約
、
必
尽
二
底
蘊
一。
侃
侃
不

二
相
下
一、
堅
二
于
長
城
一。
従
容
仏
照
、
一
語
不
レ
契
、
即
去
至
二
龍
翔
一、
栢
堂
虚
二
第
一
座
一
以
俟
。
識
者
偉
二
栢
堂
知
一レ
人
。
開
二
法
厳
之
霊
岩
一、
閲
二
四
五
刹
一、
晩
自
二
金
山
一、

被
二
旨
霊
隠
一
坐
二
四
夏
一。
用
二
大
覚
故
事
一、
上
二
告
レ
老
之
請
一、
帰
二
天
童
一。
又
六
夏
而
蛻
、
嘉
定
五
年
七
月
二
十
七
日
也
。
臘
五
十
、
寿
七
十
五
。
龕
留
七
日
、
奉
二
全

身
一
塔
二
于
玲
瓏
岩
下
一。
得
二
其
伝
一
者
、
守
中
・
従
礼
。
度
九
十
七
人
、
永
澄
・
永
隆
猶
子
也
。
隆
先
逝
、
大
事
実
澄
当
レ
之
。
機
用
播
二
叢
林
一、
具
レ
眼
者
因
言
レ
得
レ
人
。

而
印
心
泮
然
、
一
言
而
忘
二
其
所
一レ
為
、
言
則
此
窣
覩
波
可
二
以
銘
一、
可
二
以
不
一レ
銘
。
銘
曰
、

仏
智
冢
嗣
、
円
悟
霊
機
、
後
之
跨
𥧄
、
水
菴
崛
奇
、
不
則
不
レ
足
レ
与
二
有
為
一。

水
菴
勝
幢
、
隻
手
可
レ
支
、
鼎
力
在
レ
腕
。
危
而
不
レ
持
、
不
則
不
レ
足
レ
与
二
無
為
一。

無
為
之
為
、
中
下
罔
レ
知
。
然
則
飰
レ
猫
之
𥁊
、
翻
レ
墨
之
衣
、
孰
重
孰
軽
、
孰
是
孰
非
。

　

こ
の
よ
う
に
明
州
鄞
県
の
天
童
山
景
徳
寺
に
住
持
し
て
活
躍
し
た
息
庵
達
観
の
活
動
の
さ
ま
が
大
慧
派
の
北
磵
居
簡
の
文
才
を
通
し
て
簡
略
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。
達
観
は
婺
州
（
浙
江
省
）
義
烏
県
の
趙
氏
の
出
身
で
あ
り
、
一
二
歳
で
県
内
の
法
恵
寺
の
僧
正
覚
の
も
と
仏
門
に
投
じ
て
い
る
。
世
寿
と
法

臘
の
逆
算
か
ら
二
五
歳
の
頃
に
具
足
戒
を
受
け
て
比
丘
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
諸
方
に
遍
参
し
て
明
州
鄞
県
の
天
童
山
景
徳
寺
で
虎
丘
派
の

応
庵
曇
華
に
参
じ
、
湖
州
烏
程
県
の
道
場
山
護
聖
寺
で
無
庵
法
全
に
相
見
し
た
後
、
台
州
天
封
の
水
庵
師
一
の
も
と
に
投
じ
て
法
を
嗣
い
で
い
る
。
達
観



一
三
九

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

が
開
堂
出
世
し
た
の
は
厳
州
（
浙
江
省
）
の
霊
岩
禅
寺
で
あ
り
、
さ
ら
に
数
ヶ
寺
の
住
持
を
務
め
て
か
ら
、
鎮
江
府
（
江
蘇
省
）
丹
徒
県
の
金
山
龍
游
禅
寺

の
住
持
で
あ
っ
た
と
き
に
勅
旨
を
受
け
て
杭
州
霊
隠
寺
に
遷
住
し
て
い
る
。
霊
隠
寺
で
化
導
す
る
こ
と
四
年
を
経
て
、
晩
年
に
天
童
山
に
遷
住
し
て
お
り
、

六
年
間
に
わ
た
っ
て
住
持
を
務
め
て
い
る
。
嘉
定
五
年
（
一
二
一
二
）
七
月
二
七
日
に
達
観
は
世
寿
七
五
歳
で
示
寂
し
て
お
り
、
全
身
が
天
童
山
の
玲
瓏
巌

下
に
葬
ら
れ
て
い
る（

6
）。

　
「
天
童
山
息
菴
禅
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
、
達
観
の
法
を
嗣
い
だ
門
人
と
し
て
守
中
と
従
礼
と
い
う
二
禅
者
の
名
が
記
さ
れ
、
ま
た
達
観
が
剃
髪
得
度
し
た

小
師
（
弟
子
の
こ
と
）
と
し
て
永
澄
・
永
隆
ら
九
七
人
が
存
し
、
永
隆
は
達
観
に
先
ん
じ
て
逝
去
し
た
も
の
ら
し
い
が
、
永
澄
が
健
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝

え
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
「
天
童
山
息
菴
禅
師
塔
銘
」
に
は
文
蔚
の
名
は
載
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
達
観
は
剃
度
の
弟
子
に
「
永
」
の
字
を
系
字
と
し
て
授

与
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
か
ら
、
文
蔚
は
達
観
が
剃
髪
得
度
し
た
子
飼
い
の
弟
子
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

一
方
、
明
代
初
期
の
『
続
伝
燈
録
』
巻
三
五
「
目
録
」
に
は
「
天
童
達
観
禅
師
法
嗣
四
人
」
と
し
て
、

虎
丘
善
済
禅
師
〈
一
人
見
録
〉・
華
蔵
善
浄
禅
師
・
天
衣
文
蔚
禅
師
・
柏
巌
凝
禅
師
〈
已
上
三
人
無
録
〉。

と
あ
り
、
法
嗣
四
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
無
録
の
三
人
の
中
で
文
蔚
の
名
は
二
番
目
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
づ
く
『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
二

に
は
「
天
童
息
庵
観
禅
師
法
嗣
」
と
し
て
「
蘇
州
虎
丘
㑃
堂
善
済
禅
師
」「
紹
興
天
衣
嘯
巌
文
薜
〈
蔚
〉
禅
師
」「
華
蔵
純
庵
善
浄
禅
師
」「
柏
巌
凝
禅
師
」

と
い
う
四
禅
者
の
章
が
見
録
さ
れ
て
お
り
、
同
巻
二
「
目
録
」
で
は
「
此
後
無
伝
」
と
し
て
「
断
崖
躬
禅
師
」「
万
寿
独
山
礼
禅
師
」「
復
川
源
禅
師
」「
無

芳
覚
禅
師
」
と
い
う
四
禅
者
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
㑃
堂
善
済
・
嘯
巌
文
蔚
・
純
庵
善
浄
・
柏
巌
□
凝
と
い
う
見
録
者
四
人
の
中
で
文
蔚
は
二
番
目

に
章
が
立
伝
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
二
「
紹
興
天
衣
嘯
巌
文
蔚
禅
師
」
の
章
も
、

紹
興
天
衣
嘯
巌
文
蔚
禅
師
。
上
堂
、
挙
雲
門
和
尚
示
レ
衆
云
、
人
人
尽
有
二
光
明
一
在
、
看
時
不
レ
見
暗
昏
昏
、
作
麼
生
是
諸
人
自
己
光
明
。
自
代
云
、
厨
庫
山
門
。
又
云
、

好
事
不
レ
如
レ
無
。
師
頌
曰
、
人
人
尽
有
二
光
明
一
在
、
看
時
不
レ
見
暗
昏
昏
、
踢
三
倒
山
門
与
二
厨
庫
一、
此
時
明
暗
自
然
分
。（
卍
続
蔵
一
四
二
・
三
九
〇
ａ
〜
ｂ
）

と
き
わ
め
て
簡
略
な
も
の
で
あ
り
、
わ
ず
か
に
「
雲
門
廚
庫
山
門
」
の
古
則
に
対
す
る
上
堂
（
実
際
は
頌
古
の
類
い
か
）
を
載
せ
る
の
み
で
、
伝
記
的
な
内
容

は
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い（

7
）。

　

東
福
円
爾
将
来
『
宗
派
図
』
で
は
「
息
菴
観
禅
師
」
の
法
嗣
と
し
て
「
淳
菴
浄
禅
師
」「
杖
錫
恭
禅
師
」「
開
先
礼
禅
師
」「
芙
蓉
済
禅
師
」
と
い
う
四
人

の
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
文
蔚
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
南
北
朝
後
期
の
『
仏
祖
正
伝
宗
派
図
』
に
は
「
天
童
息
菴
達
観
」
の
法
嗣
と
し
て
「
虎

丘
㑃
堂
善
済
」「
此
菴
□
可
」「
華
蔵
淳
菴
善
浄
」
と
い
う
三
禅
者
を
載
せ
る
の
み
で
、
や
は
り
文
蔚
の
名
は
存
し
な
い
。
室
町
中
期
の
『
仏
祖
宗
派
図
』



一
四
〇

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

に
至
っ
て
「
息
菴
□
観
」
の
法
嗣
に
「
㑃
堂
□
済
」「
天
衣
□
蔚
」「
純
菴
□
浄
」
の
三
人
を
挙
げ
て
お
り
、
よ
う
や
く
文
蔚
の
名
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

江
戸
期
の
宗
派
図
と
し
て
は
、『
掌
珠
宗
派
図
』
で
は
「
天
童
息
庵
達
観
」
の
法
嗣
と
し
て
「
虎
丘
㑃
堂
善
済
」「
天
衣
嘯
岩
文
蔚
」「
万
寿
独
山
□
礼
」「
華

蔵
純
庵
善
浄
」
と
あ
り
、
文
蔚
は
法
嗣
四
人
の
中
で
二
番
目
に
名
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。『
正
誤
仏
祖
正
伝
宗
派
図
』
三
の
楊
岐
派
の
箇
所
で
は
「
天
童
息

菴
達
観
」
の
法
嗣
と
し
て
左
か
ら
「
虎
丘
㑃
堂
善
済
」「
万
寿
独
山
□
礼
」「
此
菴
□
可
」「
玉
融
栢
岩
山
〈
林
氏
〉」「
育
王
断
崖
□
躬
」「
霊
隠
栢
巌
□
凝
」「
復

川
□
源
」「
天
衣
嘯
巌
文
蔚
」「
無
方
□
覚
」「
華
蔵
純
菴
善
浄
」
と
あ
り
、
一
〇
人
の
法
嗣
の
中
で
八
番
目
に
文
蔚
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。『
伝
燈
歴

世
譜
』
巻
中
「
楊
岐
下
世
譜
」
に
は
「
慶
元
天
童
息
庵
達
観
」
の
法
嗣
と
し
て
「
無
方
□
覚
」「
復
川
□
源
」「
此
菴
□
可
」「
育
王
断
崖
□
躬
」「
万
寿
独

山
□
礼
」「
霊
隠
柏
岩
□
凝
」「
紹
興
天
衣
嘯
岩
文
蔚
」「
平
江
虎
丘
㑃
堂
善
済
」「
華
蔵
淳
菴
善
浄
」
と
あ
り
、
九
人
の
名
を
伝
え
て
い
る
。

　
「
天
童
山
息
菴
禅
師
塔
銘
」
が
伝
え
る
法
嗣
二
人
の
中
で
、
守
中
の
事
跡
は
禅
宗
燈
史
や
宗
派
図
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
従
礼
に
つ
い
て
は
『
増

集
続
伝
燈
録
』
や
宗
派
図
が
「
独
山
□
礼
」
と
記
し
て
い
る
禅
者
が
こ
れ
に
当
た
る
と
見
ら
れ
、
こ
の
人
は
独
山
従
礼
と
連
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

従
礼
に
関
し
て
は
「
開
先
礼
禅
師
」
や
「
万
寿
独
山
礼
」
と
あ
る
か
ら
、廬
山
の
開
先
禅
寺
や
蘇
州
の
万
寿
報
恩
光
孝
禅
寺
に
住
持
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
嘯
巌
文
蔚
に
関
し
て
は
、
そ
の
事
跡
が
ほ
と
ん
ど
辿
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
わ
ず
か
に
越
州
（
紹
興
府
）
の
天
衣
寺
に
住
持
し
た
消
息

し
か
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
以
下
、
本
稿
で
は
高
原
祖
泉
の
動
向
を
中
心
に
考
察
を
進
め
、
状
況
に
応
じ
て
嘯
巌
文
蔚
の
事
跡
を
加
味
し
て
い

く
こ
と
に
し
た
い
。

高
原
祖
泉
の
法
諱
・
道
号

　

こ
の
人
は
法
諱
を
祖
泉
と
い
い
、
道
号
を
高
原
と
称
し
て
お
り
、
一
に
高
原
を
高
源
と
記
し
て
い
る
史
料
も
存
し
て
い
る
。
道
号
の
高
原
ま
た
は
高
源

と
法
諱
の
祖
泉
の
関
係
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
高
原
か
ら
湧
き
出
る
清
ら
か
な
泉
に
基
づ
い
て
い
る
。
大
慧
派
の
北
磵
居
簡
（
敬
叟
、
一
一
六
四
│
一
二
四
六
）

は
祖
泉
と
同
時
代
を
生
き
た
禅
者
で
あ
る
が
、『
北
磵
文
集
』
巻
六
「
銘
」
に
は
「
泉
禅
師
高
原
銘
」
と
題
し
て
、

或
謂
、
水
出
二
高
原
一
曰
二
高
原
一、
則
万
斛
泉
源
、
不
レ
択
レ
地
而
出
、
又
何
謂
也
。
或
曰
、
高
原
陸
地
、
不
レ
生
二
蓮
花
一。
此
弾
偏
撃
二
小
之
辯
一、
皆
非
二
吾
之
所
レ
謂
道
一。

為
レ
之
銘
。
銘
曰
、

峻
極
兮
層
稜
、
巋
不
レ
可
レ
登
、
吾
非
二
雲
巓
一。
逈
閴
兮

、
杳
不
レ
可
レ
瞰
、
吾
非
二
九
淵
一。
雖
レ
然
、
彼
習
夫
崇
深
。
曷
嘗
舎
レ
旃
兮
不
レ
扳
不
レ
援
。
弦
直
兮
砥
平
、

哀
レ
今
兮
匪
二
中
而
辺
一、
正
因
兮
急
難
、
思
二
鶺
鴒
兮
在
一レ
原
。



一
四
一

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

と
い
う
道
号
銘
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
「
泉
禅
師
高
原
銘
」
は
潼
川
（
四
川
省
）
通
泉
の
出
身
で
あ
っ
た
居
簡
が
同
じ
四
川
出
身
の
蜀
僧
で
あ
っ
た
祖
泉
の

た
め
に
付
与
し
た
道
号
銘
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
祖
泉
が
参
学
期
に
同
参
で
あ
っ
た
か
若
干
な
が
ら
先
輩
格
で
あ
っ
た
居
簡
に
対
し
て
道
号
銘
を
依
頼
し
、

こ
れ
に
応
じ
て
居
簡
が
祖
泉
の
た
め
に
書
き
残
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
高
原
と
い
う
の
は
特
定
の
出
身
地
の
地
名
に
基
づ
く
と
い
う
よ
り
、
広
く
蜀
地
の

高
原
を
意
味
す
る
も
の
と
見
ら
れ
、
祖
泉
と
い
う
法
諱
に
因
ん
で
自
ら
名
乗
っ
た
か
、
参
学
し
た
師
匠
な
ど
か
ら
付
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
破
庵
派
の
無
準
師
範
（
円
照
、
仏
鑑
禅
師
、
一
一
七
七
│
一
二
四
九
）
も
『
仏
鑑
禅
師
語
録
』
巻
五
「
偈
頌
」
に
「
高
原
」
と
題
し
て
、

仏
祖
仰
望
不
レ
及
処
、
暗
通
二
一
線
一
幾
何
深
。
冰
厳
雪
冷
無
二
人
会
一、
空
瀉
二
断
崖
一
千
万
尋
。（
卍
続
蔵
一
二
一
・
四
七
四
ｂ
）

と
い
う
偈
頌
（
道
号
頌
）
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
偈
頌
が
祖
泉
に
呈
し
た
作
で
あ
っ
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い
が
、
祖
泉
と
交
友
が
深
か
っ
た
師
範
が
こ
の

道
号
頌
を
道
友
で
年
長
と
見
ら
れ
る
祖
泉
に
付
与
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
祖
泉
の
孤
高
な
一
面
を
讃
嘆
し
て
い
て
興
味
深
く
、
祖
泉
が
高
原
を
自
ら
の
道
号

と
し
て
用
い
た
意
図
も
窺
わ
れ
よ
う
。
南
宋
初
期
に
は
楊
岐
派
の
仏
眼
派
に
高
庵
善
悟
（
一
〇
七
四
│
一
一
三
二
）
と
い
う
禅
者
が
お
り
、
南
宋
末
期
に
は
破

庵
派
に
高
峰
原
妙
（
普
明
広
済
禅
師
、
一
二
三
八
│
一
二
九
五
）
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
祖
泉
と
同
じ
く
「
高
」
の
字
を
道
号
に
用
い
て
い
る
が
、
中
国
禅
林

で
は
用
例
と
し
て
は
比
較
的
に
少
な
い
。
日
本
の
中
世
禅
林
で
も
仏
光
派
の
高
峰
顕
日
（
仏
国
応
供
広
済
国
師
、
一
二
四
一
│
一
三
一
六
）
や
法
燈
派
の
高
山
慈

照
（
広
済
禅
師
、
一
二
六
六
│
一
三
四
三
）
な
ど
が
道
号
に
「
高
」
を
用
い
て
い
る
。

高
原
祖
泉
の
郷
関

　

祖
泉
の
出
身
地
や
俗
姓
に
関
し
て
は
『
増
集
続
伝
燈
録
』
に
何
ら
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
中
「
建
康
府
保
寧
即
庵
覚
禅
師
」
の
項
に
、

蜀
諸
老
如
二
高
源
・
即
庵
・
石
田
・
無
準
一、
道
価
皆
為
二
一
時
之
重
一、
猗
歟
盛
哉
。（
卍
続
蔵
一
四
八
・
八
三
ｂ
）

と
い
う
記
載
が
存
し
て
お
り
、
蜀
（
四
川
省
）
の
出
身
で
あ
る
諸
老
の
一
人
に
「
高
源
」
と
し
て
高
原
祖
泉
の
名
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
破
庵
派
の

即
庵
慈
覚
に
関
す
る
項
で
あ
り
、
慈
覚
は
同
門
の
石
田
法
薫
（
一
一
七
一
│
一
二
四
五
）
や
無
準
師
範
と
と
も
に
虎
丘
派
（
破
庵
派
祖
）
の
破
庵
祖
先
の
法
を

嗣
い
だ
高
弟
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
こ
に
慈
覚
・
法
薫
・
師
範
と
並
ん
で
祖
泉
も
蜀
地
の
出
身
者
と
し
て
道
価
が
当
代
に
高
か
っ
た
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
蜀
学
が
盛
ん
で
あ
っ
た
さ
ま
を
伝
え
て
い
る
。
当
時
、
多
く
の
蜀
僧
が
江
浙
の
地
に
進
出
し
て
大
刹
の
住
持
と
な
り
、
多
大
の
接
化
を
な
し
て
活

躍
し
て
い
た
こ
と
も
判
明
す
る
。
先
に
述
べ
た
大
慧
派
の
北
磵
居
簡
も
同
じ
く
蜀
僧
で
あ
っ
て
、
潼
川
（
四
川
省
）
の
王
氏
の
出
身
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る（
8
）。

　

即
庵
慈
覚
は
単
に
蜀
僧
と
さ
れ
る
の
み
で
具
体
的
な
出
身
地
や
俗
姓
な
ど
は
定
か
で
な
い
が
、
石
田
法
薫
は
眉
州
（
四
川
省
）
眉
山
県
の
彭
氏
の
出
身
で



一
四
二

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

あ
り
、
無
準
師
範
も
剣
州
（
四
川
省
）
梓
潼
県
の
雍
氏
の
出
身
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
祖
泉
は
同
じ
蜀
僧
で
あ
る
松
源
派
の
石
渓
心
月
（
仏
海
禅
師
、
一
一

七
七
│
一
二
五
六
）
と
も
道
交
を
結
ん
で
お
り
、
心
月
も
眉
州
（
四
川
省
）
青
神
県
の
王
氏
の
出
身
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
期
に
は
同
じ
蜀
の
地
を
郷
関
と
す
る

蜀
僧
ら
が
浙
江
の
諸
寺
に
集
い
、
同
郷
意
識
が
き
わ
め
て
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
て
興
味
深
い
。

　

祖
泉
が
具
体
的
に
蜀
地
の
い
ず
れ
に
出
生
し
、
俗
姓
が
何
で
あ
っ
た
の
か
、
如
何
な
る
因
縁
で
出
家
し
た
の
か
な
ど
、
諸
般
の
状
況
に
つ
い
て
は
定
か

で
な
い
。
た
だ
、
状
況
か
ら
し
て
法
薫
や
師
範
と
同
世
代
で
あ
っ
た
か
、
若
干
な
が
ら
先
輩
格
で
あ
っ
た
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
お
よ
そ
祖
泉
は
乾

道
年
間
（
一
一
六
五
│
一
一
七
三
）
の
頃
に
出
生
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
祖
泉
は
成
都
（
四
川
省
）
の
寺
院
な
ど
で
出
家
得
度
し
、
戒
壇

で
具
足
戒
を
受
け
て
後
、
蜀
地
を
離
れ
て
三
峡
を
下
り
、
行
脚
し
て
遥
か
江
浙
の
地
へ
と
赴
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

四
川
の
高
地
か
ら
東
の
か
た
浙
江
に
下
っ
た
祖
泉
と
し
て
は
、
蜀
の
高
原
か
ら
流
れ
下
っ
た
清
ら
か
な
泉
を
仏
祖
の
法
統
の
流
れ
に
譬
え
た
発
想
が
深

か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
そ
の
た
め
高
原
を
道
号
と
し
て
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
祖
泉
が
如
何
な
る
遍
参
学
道
を
な
し
た
の
か
は
明
確
で
な
い
が
、
お

そ
ら
く
江
浙
の
諸
山
に
お
い
て
著
名
な
禅
匠
の
も
と
に
参
学
し
た
後
、
や
が
て
本
師
と
な
る
楊
岐
派
の
退
庵
道
奇
（
奇
道
者
）
の
も
と
に
投
ず
る
因
縁
に
恵

ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

祖
泉
が
鎮
江
府
金
山
の
退
庵
道
奇
に
参
じ
て
法
を
嗣
ぐ

　

蜀
地
を
離
れ
た
祖
泉
が
如
何
な
る
遍
参
歴
遊
を
な
し
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
や
が
て
祖
泉
は
長
江
下
流
域
に
赴
き
、
鎮
江
府
（
江
蘇
省
）
丹
徒
県
の

金
山
龍
游
禅
寺
に
到
っ
て
楊
岐
派
の
退
庵
道
奇
に
参
学
し
て
お
り
、
つ
い
に
印
可
を
得
て
法
を
嗣
い
で
い
る
。
祖
泉
の
本
師
に
当
た
る
退
庵
道
奇
に
つ
い

て
は
『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
一
「
鎮
江
金
山
退
庵
道
奇
禅
師
」
の
章
が
存
し
て
い
る
が
、
若
干
の
問
答
と
上
堂
を
載
せ
る
の
み
で
伝
記
的
な
記
載
は
何
ら

見
ら
れ
な
い
。
わ
ず
か
に
幸
い
な
の
は
『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
上
「
退
庵
奇
禅
師
」
の
項
に
、

退
庵
奇
禅
師
、
預
二
印
別
峰
室
于
径
山
一。
別
峰
纔
望
二
見
其
来
一、
失
喜
下
レ
床
接
レ
之
、
不
二
復
為
レ
衆
挙
話
一。
退
庵
恐
レ
妨
レ
衆
、
後
惟
未
レ
至
。
住
二
金
山
一、
普
説
云
、（
中

略
）
別
峰
三
十
餘
年
坐
二
曲
彔
床
一、
只
得
二
退
庵
一
一
麟
足
矣
。（
卍
続
蔵
一
四
八
・
七
六
ａ
〜
ｃ
）

と
い
う
簡
略
な
記
載
が
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
道
奇
は
出
身
地
や
俗
姓
お
よ
び
参
学
の
過
程
な
ど
は
定
か
で
な
い
が
、
杭
州
（
浙
江
省
）
餘
杭
県
の

径
山
興
聖
万
寿
禅
寺
（
か
つ
て
能
仁
禅
院
）
に
赴
い
て
楊
岐
派
の
別
峰
宝
印
（
恒
寂
・
禅
恵
、
慈
辯
禅
師
、
一
一
〇
九
│
一
一
九
〇
）
の
室
に
投
じ
て
お
り
、
宝
印

は
道
奇
を
一
見
し
て
そ
の
器
量
を
認
め
た
と
さ
れ
る
。
道
奇
の
師
匠
で
あ
る
別
峰
宝
印
と
い
う
禅
者
は
嘉
州
大
像
（
楽
山
大
仏
）
で
有
名
な
嘉
州
（
四
川
省
）



一
四
三

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

の
李
氏
の
出
身
で
あ
り
、法
嗣
で
あ
る
祖
泉
も
蜀
地
の
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、お
そ
ら
く
道
奇
も
同
様
に
蜀
僧
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

道
奇
は
仏
道
修
行
に
対
し
て
き
わ
め
て
一
途
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
諸
方
の
叢
林
で
は
「
奇
道
者
」
の
異
名
を
も
っ
て
知
ら
れ
た
も
の
ら
し
い（

9
）。
枯
崖
円

悟
は
「
別
峰
、
三
十
余
年
、
曲
彔
床
に
坐
し
、
只
だ
退
庵
を
得
て
一
麟
足
れ
り
」
と
評
し
て
お
り
、
宝
印
が
門
下
に
道
奇
を
得
た
こ
と
を
あ
た
か
も
六
祖

下
の
青
原
行
思
（
弘
済
大
師
、？
│
七
四
〇
）
が
門
下
に
石
頭
希
遷
（
無
際
大
師
、七
〇
〇
│
七
九
〇
）
ひ
と
り
を
得
た
こ
と
に
比
し
て
い
る）

10
（

。
ま
た
『
叢
林
盛
事
』

巻
上
「
開
善
謙
」
の
項
に
、

開
善
謙
、
頌
二
心
不
是
仏
智
不
是
道
一
云
、
太
平
時
節
歳
豊
登
、
旅
不
レ
賷
レ
粮
戸
不
レ
扃
、
官
路
無
レ
人
夜
無
レ
月
、
唱
歌
帰
去
恰
三
更
。
妙
喜
最
喜
レ
之
。
金
山
奇
道
者
、

別
峰
印
之
嗣
、
亦
甞
以
下
遅
日
江
山
麗
、
春
風
華
艸
香
、
泥
融
飛
二
燕
子
一、
沙
暖
睡
中
鴛
鴦
上、
頌
レ
之
。
亦
不
レ
易
レ
得
。
時
以
為
二
超
師
之
作
一
也
。（
卍
続
蔵
一
四
八
・
三

七
ｂ
）

と
い
う
記
事
も
存
し
て
お
り
、建
寧
府
（
福
建
省
）
の
開
善
禅
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
大
慧
下
の
密
庵
道
謙
が
金
山
の
道
奇
と
交
流
が
存
し
、当
時
、道
奇
は
「
超

師
の
作
」
あ
り
と
称
え
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
道
謙
が
「
心
は
是
れ
仏
な
ら
ず
、
智
は
是
れ
道
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
語
句
を
頌
し
て
、

太
平
の
時
節
、
歳
は
豊
登
な
り
。
旅
に
粮
を
賷
ら
さ
ず
、
戸
は
扃
さ
ず
。
官
路
に
人
無
く
、
夜
に
月
無
し
。
唱
歌
し
て
帰
去
す
、
恰
か
も
三
更
な
り
。

と
詠
じ
た
際
、
師
匠
の
大
慧
宗
杲
（
妙
喜
）
は
最
も
こ
れ
を
賞
賛
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
道
謙
の
偈
頌
に
対
し
て
後
に
金
山
に
住
し
た
奇
道
者
す
な
わ
ち
道

奇
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
偈
頌
を
添
え
て
い
る
。

遅
日
、
江
山
は
麗
か
に
、
春
風
に
て
華
艸
は
香
し
。
泥
は
融
け
て
燕
子
飛
び
、
沙
は
暖
か
に
し
て
鴛
鴦
睡
る
。

　

こ
の
道
奇
の
偈
頌
は
超
師
の
作
と
評
さ
れ
た
と
い
う
か
ら
、
お
そ
ら
く
道
奇
は
参
学
期
に
開
善
寺
の
道
謙
の
も
と
に
投
じ
て
参
学
し
た
経
験
が
存
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
道
奇
は
動
植
物
が
生
命
を
謳
歌
し
て
い
る
春
の
風
光
を
も
っ
て
「
心
不
是
仏
」
の
道
理
を
表
現
し
て
い
る
。

　

ま
た
『
続
古
尊
宿
語
要
』
第
六
輯
に
は
『
金
山
退
菴
奇
禅
師
語
』（
卍
続
蔵
一
一
九
・
七
六
ｃ
〜
八
〇
ａ
）
と
し
て
道
奇
の
語
録
の
抜
粋
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

上
堂
・
小
参
・
普
説
・
頌
古
・
賛
祖
師
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
上
堂
や
小
参
の
配
列
か
ら
し
て
、
道
奇
が
鎮
江
府
（
潤
州
）
丹
徒
県
京
口
の
圌
山
東
霞
禅
寺

や
同
じ
丹
徒
県
の
焦
山
普
済
禅
寺
さ
ら
に
金
山
龍
游
禅
寺
に
歴
住
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
ほ
ぼ
鎮
江
府
丹
徒
県
内
の
禅
刹
に
化
導
を
敷
い
て
い
る
。

と
く
に
道
奇
が
拠
点
と
し
て
い
た
禅
刹
は
鎮
江
府
の
金
山
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
祖
泉
が
道
奇
に
参
学
し
て
坐
禅
辦
道
に
努
め
て
印
可
証
明
を
得
た
の
も

金
山
で
な
さ
れ
た
消
息
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。『
破
菴
和
尚
語
録
』
巻
末
に
載
る
宗
性
編
「
行
状
」
に
よ
れ
ば
、
虎
丘
派
（
破
庵
派
祖
）
の
破
庵
祖
先
が
金

山
に
到
っ
て
道
奇
の
も
と
で
首
座
（
第
一
座
）
を
勤
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
る）

11
（

。
お
そ
ら
く
祖
泉
が
最
初
に
破
庵
下
の
即
庵
慈
覚
・
石
田
法
薫
・
無
準
師
範
ら



一
四
四

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

と
知
り
合
っ
た
の
も
金
山
の
道
奇
の
も
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、無
文
道
璨
が
撰
し
た
「
径
山
無
準
禅
師
行
状
」
に
よ
れ
ば
、師
範
は
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）

に
金
山
の
道
奇
の
も
と
に
投
じ
て
親
し
く
問
答
を
交
わ
し
て
い
る）

12
（

。

　

道
奇
に
は
『
退
菴
和
尚
語
録
』
と
い
っ
た
表
題
の
語
録
が
編
纂
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
、『
金
山
退
菴
奇
禅
師
語
』
は
こ
れ
を
抜
粋
し
て
『
続
開
古

尊
宿
語
要
』
に
収
録
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
情
況
的
に
『
退
菴
和
尚
語
録
』
の
編
集
刊
行
に
は
法
嗣
の
祖
泉
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像

す
る
に
難
く
な
い
。『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
上
「
高
原
泉
禅
師
」
の
項
に
「
壮
歳
時
、
已
得
二
奇
退
庵
許
与
一
矣
」（
卍
続
蔵
一
四
八
・
七
九
ａ
）
と
あ
る
か
ら
、

祖
泉
は
壮
歳
す
な
わ
ち
三
〇
歳
頃
に
道
奇
の
も
と
で
印
可
証
明
を
得
た
も
の
ら
し
い
。
こ
の
点
、
祖
泉
が
如
何
な
る
機
縁
で
道
奇
か
ら
印
可
を
得
た
の
か
、

何
も
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
の
は
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

　

道
奇
の
法
を
嗣
い
だ
門
人
に
関
し
て
は
、『
増
集
続
伝
燈
録
』
や
日
本
の
宗
派
図
な
ど
で
は
祖
泉
た
だ
一
人
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
道
奇
が

生
涯
か
け
て
育
成
し
た
高
弟
が
祖
泉
の
み
で
あ
っ
た
か
の
ご
と
き
印
象
を
受
け
る
が
、円
爾
将
来
『
宗
派
図
』
に
の
み
「
退
菴
奇
禅
師
」
の
法
嗣
と
し
て
「
高

原
泉
禅
師
」
と
と
も
に
「
洪
山
辨
禅
師
」「
薦
福
円
禅
師
」
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
祖
泉
の
ほ
か
に
も
道
奇
の
法
嗣
と
し
て
洪
山
□
辨
と
薦
福
□
円
と
い

う
二
禅
者
が
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
薦
福
□
円
が
住
持
し
た
薦
福
と
は
饒
州
（
江
西
省
）
鄱
陽
県
の
東
湖
薦
福
禅
寺
を
指
す
も
の
と
見
ら
れ

る
が
、
洪
山
□
辨
が
住
持
し
た
洪
山
と
は
随
州
（
湖
北
省
）
随
県
の
大
洪
山
保
寿
禅
院
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

祖
泉
が
金
山
の
道
奇
の
も
と
で
印
可
を
得
て
後
、
さ
ら
に
何
れ
に
遍
参
歴
遊
し
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
蜀
僧
の
一
人
と
し
て
江
浙
の
大

刹
で
首
座
な
ど
主
要
な
頭
首
の
職
位
を
歴
任
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
江
浙
の
大
刹
に
掛
錫
し
て
修
行
し
て
い
た
当
時
、
祖
泉
は
諸
禅
刹
で
浙

僧
で
あ
る
如
浄
や
蜀
僧
で
あ
る
石
田
法
薫
・
無
準
師
範
ら
と
親
し
く
知
り
合
う
機
会
に
恵
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

台
州
恵
因
寺
の
妙
峰
之
善
を
推
挙
す
る

　

さ
ら
に
い
ま
だ
出
世
す
る
以
前
と
見
ら
れ
る
が
、
祖
泉
が
大
慧
派
の
妙
峰
之
善
（
老
劉
、
一
一
五
二
│
一
二
三
五
）
と
関
わ
り
を
持
っ
た
消
息
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
。『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
上
「
妙
峰
善
禅
師
住
二
台
州
恵
因
一
」
の
項
に
、

妙
峯
善
禅
師
住
二
台
州
恵
因
一。
開
爐
示
レ
衆
云
、
翠
雲
随
レ
例
也
開
レ
爐
、
撥
二
尽
寒
灰
一
火
也
無
。
竪
二
起
払
子
一
云
、
拈
二
起
死
柴
頭
上
底
一。
吹
云
、
不
レ
知
誰
是
赤
鬚
胡
。

高
原
聞
レ
之
、
薦
二
於
青
山
鄭
公
一。
公
云
、
見
説
他
住
二
壊
人
院
子
一。
原
云
、
仏
法
也
要
二
人
撑
拄
一
在
。
後
居
二
臨
安
永
教
一、
公
果
付
下
二
省
劄
一、
請
住
二
小
瑞
岩
一。
再

見
二
仏
照
於
育
王
一、
以
二
風
旙
語
一、
直
二
箭
鋒
機
一。
仏
照
贈
レ
之
以
レ
偈
云
、
今
日
為
レ
君
通
二
一
線
一、
斬
丁
截
鉄
起
二
吾
宗
一。
妙
峰
劉
氏
、
晩
年
叢
林
以
二
老
劉
一
呼
レ
之
。（
卍
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高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

続
蔵
一
四
八
・
七
五
ｄ
）

と
記
さ
れ
て
お
り
、
祖
泉
が
大
慧
派
の
妙
峰
之
善
と
も
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
妙
峰
之
善
は
彭
城
（
四
川
省
）
の
劉
氏
出
身
の
蜀
僧
で

あ
り
、
大
慧
派
の
拙
庵
徳
光
（
仏
照
禅
師
）
の
法
を
嗣
い
で
い
る
。
之
善
が
台
州
（
浙
江
省
）
の
恵
因
禅
寺
に
開
堂
出
世
し
た
と
き
に
「
開
爐
上
堂
」
で
、

開
爐
に
衆
に
示
し
て
云
く
、「
翠
雲
、
例
に
随
っ
て
也
た
爐
を
開
く
、
寒
灰
を
撥
尽
す
る
に
火
も
也
た
無
し
」
と
。
払
子
を
竪
起
し
て
云
く
、「
死
柴
頭
上
に
拈
起
す
る
底
」

と
。
吹
い
て
云
く
、「
知
ら
ず
、
誰
か
是
れ
赤
鬚
胡
な
る
」
と
。

と
語
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
上
堂
示
衆
を
聞
い
て
い
た
祖
泉
は
青
山
鄭
公
す
な
わ
ち
後
に
丞
相
と
な
っ
た
鄭
清
之
（
字
は
文
叔
・
徳
源
、
号
は
安
晩
、
一
一
七

六
│
一
二
五
一
）
に
之
善
の
こ
と
を
推
薦
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
当
時
、
祖
泉
は
鄭
清
之
と
関
わ
る
因
縁
が
存
し
た
こ
と
に
な
り
、
状
況
的
に
は
鄭
清
之

が
台
州
府
主
で
あ
っ
た
と
き
で
あ
ろ
う
か
。
祖
泉
の
進
言
に
鄭
清
之
は
「
見
説
ら
く
、
他
は
人
の
院
子
を
住
壊
す
と
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

祖
泉
は
「
仏
法
も
也
た
人
の
撑
拄
せ
ん
こ
と
を
要
す
」
と
答
え
た
と
さ
れ
る
。
後
に
之
善
が
杭
州
臨
安
府
内
の
永
教
寺
に
居
し
て
い
た
と
き
、
鄭
清
之
は

省
劄
を
下
し
て
之
善
を
台
州
黄
巌
県
の
瑞
巌
浄
土
禅
院
の
住
持
に
拝
請
し
て
い
る）

13
（

。
台
州
瑞
巌
寺
は
一
に
小
瑞
巌
と
か
小
翠
巌
と
呼
称
さ
れ
る
名
刹
で
あ

り
、
後
に
祖
泉
自
身
も
ま
た
こ
の
寺
に
住
持
す
る
因
縁
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
之
善
は
さ
ら
に
明
州
鄞
県
の
阿
育
王
山
広
利
禅
寺
に
赴
い
て
再
び

大
慧
派
の
拙
庵
徳
光
に
相
見
し
、
晩
年
の
徳
光
よ
り
そ
の
禅
機
を
証
明
さ
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。
祖
泉
が
之
善
や
鄭
清
之
と
関
わ
り
を
持
っ
た
の
は
開
堂

出
世
す
る
以
前
の
こ
と
、い
ま
だ
修
行
時
代
の
時
期
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う）

14
（

。
ち
な
み
に
鄭
清
之
は
之
善
が
示
寂
し
て
後
は
楊
岐
派
の
無
門
慧
開（
仏
眼
禅
師
、

一
一
八
三
│
一
二
六
〇
）
に
参
禅
し
、
親
し
く
慧
開
の
禅
風
を
受
け
て
い
る）

15
（

。

四
明
山
の
梨
洲
寺
に
開
堂
出
世
す
る

　

そ
の
後
、
祖
泉
は
明
州
鄞
県
の
四
明
山
中
に
存
し
た
梨
洲
禅
寺
と
い
う
禅
刹
に
開
堂
出
世
す
る
因
縁
に
恵
ま
れ
て
い
る
。『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
上
「
高

原
泉
禅
師
」
の
項
に
よ
れ
ば
、

高
原
泉
禅
師
、
住
二
梨
洲
一、
荒
陋
寂
寥
。
無
準
為
二
首
座
一、
荊
叟
為
二
維
那
一、
雙
杉
在
二
会
下
一。
原
夜
坐
挙
、
江
月
照
松
風
吹
、
永
夜
清
霄
何
所
為
。
荊
叟
曰
、
覷
著
氷
河

連
底
凍
。
雙
杉
曰
、
牽
来
好
与
二
頂
門
槌
一。
原
黙
然
。
壮
歳
時
已
得
二
奇
退
庵
許
与
一
矣
。（
卍
続
蔵
一
四
八
・
七
九
ａ
）

と
し
て
梨
洲
寺
に
お
け
る
祖
泉
の
活
動
の
さ
ま
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
南
宋
末
元
初
の
文
人
で
あ
る
戴
表
元
（
字
は
帥
初
・
曾
伯
、
号
は
剡
源
、
一
二
四
四
―
一

三
一
〇
）
は
『
剡
源
戴
先
生
文
集
』
巻
一
九
「
題
二
雪
竇
行
紀
後
一
」
に
、



一
四
六

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

四
明
洞
天
之
麓
、
有
二
三
僧
刹
一。
其
陰
為
二
梨
洲
・
杖
錫
一、
而
其
陽
為
二
雪
竇
一。
比
二
二
刹
一
稍
寛
敞
、
又
近
二
於
人
境
一、
遊
覧
之
所
レ
易
。（
中
略
）
而
梨
洲
・
杖
錫
、
儼

然
如
レ
在
二
目
前
一。

と
記
し
て
梨
洲
寺
に
つ
い
て
簡
略
に
説
明
し
て
い
る
。
杖
錫
と
は
明
州
鄞
県
西
南
一
二
〇
里
に
存
し
た
杖
錫
山
（
一
に
仗
錫
山
）
延
勝
禅
院
の
こ
と
で
あ
り
、

雪
竇
は
い
う
ま
で
も
な
く
明
州
奉
化
県
の
雪
竇
山
資
聖
禅
寺
の
こ
と
で
あ
る
。「
題
二
雪
竇
行
紀
後
一
」
に
よ
れ
ば
、
梨
洲
寺
は
杖
錫
寺
と
と
も
に
四
明
山
の

山
陰
に
存
し
、
山
陽
の
明
州
奉
化
県
に
位
置
す
る
雪
竇
山
資
聖
禅
寺
と
と
も
に
四
明
山
洞
天
の
山
麓
に
あ
っ
て
三
僧
刹
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け

梨
洲
寺
と
杖
錫
寺
の
両
寺
は
鄞
県
で
も
奉
化
県
と
の
県
境
に
位
置
し
、
人
境
を
絶
し
た
よ
う
な
山
間
に
建
立
さ
れ
て
い
た
も
の
ら
し
い
。『
四
明
山
志
』
巻

一
「
名
勝
」
の
「
梨
洲
山
」
の
項
に
は
、

梨
洲
山
、
晋
孫
興
公
与
二
兄
承
公
一
同
遊
二
於
此
一、
得
二
梨
数
枚
一。
人
跡
杳
然
、
疑
為
二
仙
真
所
一レ
遺
、
故
名
二
其
地
一
曰
二
梨
洲
一。
興
公
天
台
賦
曰
、
渉
レ
海
則
有
二
方
丈
蓬

莱
一、
登
レ
陸
則
有
二
天
台
四
明
一、
皆
玄
聖
之
所
二
遊
化
一、
霊
仙
之
所
二
窟
宅
一
也
。
是
蓋
身
逢
二
玄
怪
一
非
二
虚
言
一
也
。
杜
光
庭
福
地
記
曰
、
四
明
山
在
二
梨
洲
一、
魏
道
微
上

升
処
為
二
第
五
十
九
福
地
一
也
。
四
明
既
在
二
第
九
洞
天
之
数
一、
而
又
列
二
福
地
一
者
、
此
専
指
二
梨
洲
一
為
レ
言
也
。
十
道
四
蕃
志
曰
、
劉
綱
与
二
夫
人
一
升
二
仙
処
一、
故
有
二

指
樊
樹
一
在
二
梨
洲
一
者
、
事
遠
難
レ
稽
、
豈
当
時
大
蘭
之
称
、
可
三
以
統
二
羣
山
一
乎
。
山
麓
有
レ
碑
云
、
周
回
八
百
里
、
二
百
八
十
峰
、
峰
峰
相
次
、
中
頂
五
峰
、
状
如
二

蓮
花
一
近
二
星
斗
一。
亦
不
レ
知
何
人
所
レ
刻
。
石
窓
之
水
、
出
二
於
梨
洲
一、
其
草
木
多
レ
異
、
有
二
胡
桃
天
蓼
一。
有
レ
坡
曰
二
響
石
坪
一。

と
あ
り
、
同
じ
く
『
四
明
山
志
』
巻
二
「
伽
藍
」
の
「
梨
洲
寺
」
の
項
に
も
、

梨
洲
寺
。
剡
源
戴
表
元
曰
、
四
明
洞
天
之
麓
、
有
二
三
僧
刹
一。
其
陽
為
二
雪
竇
一、
其
陰
為
二
仗
錫
・
梨
洲
一。
梨
洲
寺
、
咸
通
十
一
年
、
僧
曇
遠
建
。
今
廃
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
梨
洲
寺
は
四
明
山
の
洞
天
の
麓
に
あ
っ
て
人
跡
を
絶
し
た
地
に
存
し
た
と
さ
れ
、
南
の
陽
に
雪
竇
山
資
聖
寺
が
あ
り
、
北
の
陰
に
仗

錫
寺
と
梨
洲
寺
が
あ
っ
て
、
こ
の
三
ヵ
寺
は
「
四
明
洞
天
の
三
僧
刹
」
と
称
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
ら
し
い
。
梨
洲
寺
は
唐
末
の
咸
通
一
一
年
（
八
七
〇
）
に

僧
曇
遠
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る）

16
（

。

　

こ
の
と
き
梨
洲
寺
に
住
持
し
た
祖
泉
を
補
佐
す
べ
く
集
っ
た
諸
禅
者
と
し
て
、
破
庵
派
の
無
準
師
範
が
首
座
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
と
も

に
、
楊
岐
派
の
荊
叟
如
珏
（
仏
心
禅
師
、
？
│
一
二
六
四
）
が
維
那
を
務
め
、
虎
丘
派
の
雙
杉
中
元
が
修
行
僧
の
一
人
と
し
て
会
下
に
在
っ
た
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。
如
珏
は
圜
悟
克
勤
よ
り
此
庵
景
元
│
或
庵
師
体
│
癡
鈍
智
穎
│
荊
叟
如
珏
と
嗣
承
し
、
楊
岐
派
の
癡
鈍
智
穎
の
法
を
嗣
い
で
い
る）

17
（

。
一
方
の
雙
杉

中
元
は
虎
丘
派
の
禅
者
で
、
虎
丘
紹
隆
│
応
庵
曇
華
│
密
庵
咸
傑
│
萬
庵
致
柔
│
雙
杉
中
元
と
嗣
承
し
、
密
庵
下
の
萬
庵
致
柔
の
法
を
嗣
い
で
い
る）

18
（

。『
枯

崖
和
尚
漫
録
』
に
よ
れ
ば
、
夜
坐
の
と
き
に
祖
泉
が
「
江
月
照
ら
し
松
風
吹
く
、
永
夜
の
清
霄
、
何
の
所
為
ぞ
」
と
説
示
す
る
と
、
こ
れ
に
応
じ
て
如
珏



一
四
七

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

は
「
覷
著
す
れ
ば
氷
河
は
連
底
に
凍
る
」
と
答
え
、
中
元
も
「
牽
き
来
た
り
て
好
し
、
頂
門
の
槌
を
与
う
る
に
」
と
答
え
た
と
さ
れ
、
祖
泉
は
両
者
の
答

え
に
黙
っ
て
頷
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

大
慧
派
の
無
文
道
璨
（
柳
塘
、
一
二
一
四
│
一
二
七
一
）
の
詩
文
集
で
あ
る
『
無
文
印
』
巻
四
「
行
状
」
に
載
る
「
径
山
無
準
禅
師
行
状
」
に
の
み
、
破
庵

派
の
無
準
師
範
が
梨
洲
寺
の
祖
泉
と
関
わ
っ
た
事
蹟
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

破
庵
退
二
穹
窿
一、
帰
二
径
山
一。
師
往
省
候
。
破
庵
遷
寂
、
付
二
密
庵
法
衣
頂
相
一。
師
不
レ
受
、
惟
領
二
円
悟
墨
跡
及
密
庵
法
語
一。
既
挙
レ
喪
、
遂
訪
二
旧
友
巌
雲
巣
于
穹
窿
一、

与
首
レ
衆
。
雲
巣
遷
二
瑞
光
一、
復
居
二
板
首
一。
無
レ
何
、
泉
高
原
有
二
四
明
梨
洲
命
一、
高
原
謂
レ
人
曰
、
範
首
座
肯
往
、
吾
当
二
一
行
一。
不
レ
然
、
雖
二
兜
率
内
院
一
不
レ
往
也
。

師
遂
与
倶
。
四
明
諸
山
、
以
二
仗
錫
一
爲
二
高
絶
一。
而
梨
洲
距
二
仗
錫
一、
又
二
十
里
、
寺
在
二
絶
頂
一、
高
寒
荒
落
、
非
二
人
所
一レ
居
。
師
婆
二
娑
其
上
一。
三
年
如
二
一
日
一、
麻
麦

粟
豆
、
僅
給
二
日
食
一、
而
未
三
嘗
有
二
飢
色
一。
既
而
以
二
台
鴈
未
一レ
到
、
拉
二
月
石
渓
一
同
游
至
二
瑞
巌
一。
時
雲
巣
領
二
住
持
事
一、
留
分
座
。（
卍
続
蔵
一
二
一・
四
八
四
ｂ
〜
ｃ
）

と
い
う
記
載
が
存
し
て
い
る
。
晩
年
、
径
山
で
西
堂
に
居
し
て
い
た
破
庵
祖
先
が
嘉
定
四
年
（
一
二
一
一
）
に
示
寂
し
た
後
、
師
範
は
蘇
州
（
江
蘇
省
）
呉
門

の
穹
窿
山
福
臻
禅
院
に
赴
き
、
旧
友
で
あ
る
松
源
下
の
雲
巣
道
巌
（
巌
猷
）
の
も
と
で
首
座
を
勤
め
て
お
り
、
そ
の
後
ま
も
な
く
祖
泉
が
明
州
鄞
県
の
四
明

山
の
絶
頂
に
あ
る
梨
洲
禅
寺
に
開
堂
出
世
し
た
際
に
も
、
や
は
り
師
範
は
祖
泉
の
も
と
を
訪
れ
て
三
年
間
に
わ
た
っ
て
首
座
を
勤
め
た
と
さ
れ
る
。
こ
の

点
は
『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
中
「
建
康
府
保
寧
即
庵
覚
禅
師
」
の
項
に
も
、

建
康
府
保
寧
即
庵
覚
禅
師
、
甞
与
二
無
準
一
同
参
二
破
庵
一。
後
因
二
無
準
山
居
一、
寄
以
レ
偈
云
、
吸
二
松
風
一
飽
二
山
色
一、
浩
養
未
レ
妨
清
徹
レ
骨
、
夢
覚
千
嵓
杳
靄
分
、
興
来

一
笑
乾
坤
窄
。
霽
霞
凝
雪
翠
滴
滴
、
泉
瀉
二
断
崖
一
声
瀝
瀝
、
故
人
斯
楽
我
何
知
、
遐
跂
白
雲
抱
二
幽
石
一。
送
三
高
源
住
二
梨
洲
一
云
、
小
玉
声
中
認
二
得
些
一、
至
レ
今
両
眼

尚
眯
麻
、
阿
師
不
レ
雪
二
郷
人
耻
一、
鼎
鼎
教
三
誰
辨
二
正
邪
一。
蜀
諸
老
如
二
高
源
・
即
庵
・
石
田
・
無
準
一、
道
価
皆
為
二
一
時
之
重
一、
猗
歟
盛
哉
。（
卍
続
蔵
一
四
八
・
八
三
ｂ
）

と
あ
り
、
法
薫
や
師
範
と
同
門
に
当
た
る
破
庵
派
の
即
庵
慈
覚
が
詠
じ
た
「
無
準
山
居
」
に
寄
せ
た
偈
頌
と
「
送
三
高
源
住
二
梨
洲
一
」
と
い
う
偈
頌
が
載
せ

ら
れ
て
い
る）

19
（

。
慈
覚
が
詠
じ
た
「
送
三
高
源
住
二
梨
洲
一
」
の
偈
頌
を
書
き
下
せ
ば
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
な
ろ
う
。

高
源
の
梨
洲
に
住
す
る
を
送
る
に
云
く
、

小
玉
声
中
、
些
を
認
得
す
る
も
、
今
に
至
る
ま
で
両
眼
は
尚
お
眯
麻
す
。
阿
師
が
雪
が
ず
ん
ば
郷
人
の
耻
な
り
。
鼎
鼎
に
誰
を
し
て
か
正
邪
を
辨
ぜ
し
め
ん
。

　

こ
の
偈
頌
は
祖
泉
が
梨
洲
寺
に
住
持
す
る
の
に
際
し
て
慈
覚
が
餞
別
に
送
っ
た
作
で
あ
り
、
郷
人
と
は
慈
覚
が
祖
泉
や
石
田
法
薫
・
無
準
師
範
ら
と
同

じ
蜀
僧
で
あ
っ
た
こ
と
に
依
る
か
ら
、
こ
の
偈
頌
に
よ
っ
て
も
祖
泉
が
蜀
地
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
小
玉
声
中
」
と
は
「
頻
呼
二
小
玉
一
元

無
レ
事
」
の
語
句
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
窓
の
外
に
い
る
相
手
に
対
し
て
自
身
の
存
在
を
知
ら
せ
る
た
め
に
用
も
な
い
の
に
「
小
玉
」
と
雇
い
人
の
名



一
四
八

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

を
呼
ぶ
故
事
を
い
う
。
こ
こ
で
は
こ
と
ば
の
裏
に
あ
る
真
意
、
文
字
の
奥
に
あ
る
禅
の
深
い
境
地
を
真
に
会
得
す
る
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る）

20
（

。

　

同
じ
く
『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
上
「
高
原
泉
禅
師
」
の
項
に
は
、

高
原
泉
禅
師
、
令
聞
素
著
、
瑞
二
世
慶
元
梨
洲
一。
有
問
、
嚢
錐
已
露
、
至
宝
難
レ
蔵
。
四
衆
側
聆
、
願
聞
二
法
要
一。
曰
、
截
レ
舌
有
レ
分
。
問
、
恁
麼
則
一
句
超
二
今
古
一、

禅
徒
息
二
万
機
一。
曰
、
又
恁
麼
去
也
。
問
、
如
何
是
梨
洲
境
。
曰
、
猨
啼
二
古
木
一、
月
照
二
高
峰
一。
問
、
如
何
是
境
中
人
。
曰
、
匙
挑
不
レ
上
。
問
、
人
境
已
蒙
二
師
指
示
一、

向
上
宗
乗
事
若
何
。
曰
、
且
待
二
驢
年
一。
四
衆
拭
レ
目
傾
レ
耳
。（
卍
続
蔵
一
四
八
・
七
八
ａ
）

と
い
う
記
事
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
祖
泉
が
梨
洲
寺
で
如
何
な
る
学
人
接
化
を
な
し
て
い
た
か
を
知
る
上
で
貴
重
で
あ
り
、
書
き
下
し
て
見
る
な

ら
ば
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
な
ろ
う
。

高
原
泉
禅
師
、
令
聞
は
素
よ
り
著
れ
、
慶
元
の
梨
洲
に
瑞
世
す
。
問
う
も
の
有
り
、「
嚢
錐
已
に
露
わ
れ
、
至
宝
は
蔵
し
難
し
。
四
衆
は
側
か
に
聆
く
、
願
わ
く
は
法
要

を
聞
か
ん
」
と
。
曰
く
、「
截
舌
に
分
有
り
」
と
。
問
う
、「
恁
麼
な
ら
ば
則
ち
一
句
は
今
古
を
超
え
、禅
徒
は
万
機
を
息
む
」
と
。
曰
く
、「
又
た
恁
麼
に
し
去
る
や
」
と
。

問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
梨
洲
の
境
」
と
。
曰
く
、「
猨
は
古
木
に
啼
き
、
月
は
高
峰
を
照
ら
す
」
と
。
問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
境
中
の
人
」
と
。
曰
く
、「
匙
挑

し
上
げ
え
ず
」
と
。
問
う
、「
人
境
已
に
師
の
指
示
を
蒙
る
、
向
上
宗
乗
の
事
は
若
何
ん
」
と
。
曰
く
、「
且
ら
く
驢
年
を
待
て
」
と
。
四
衆
、
目
を
拭
い
耳
を
傾
く
。

　

令
聞
と
は
令
名
す
な
わ
ち
良
い
評
判
の
こ
と
、
祖
泉
が
世
間
の
好
評
価
を
受
け
て
梨
洲
寺
に
出
世
し
た
こ
と
を
い
う
。
つ
づ
い
て
祖
泉
が
学
人
と
交
わ

し
た
五
つ
の
問
答
が
記
さ
れ
て
お
り
、
瑞
世
開
堂
し
た
祖
泉
が
山
間
の
梨
洲
寺
で
真
摯
に
学
人
と
対
峙
し
て
い
た
さ
ま
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
祖
泉

が
梨
洲
寺
で
行
な
っ
た
消
息
が
い
く
つ
か
知
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
祖
泉
は
梨
洲
寺
で
化
導
を
敷
い
た
期
間
が
い
く
ぶ
ん
長
く
、
多
く
の
禅
者
が
祖
泉
を
助

化
す
べ
く
梨
洲
寺
に
参
集
し
て
い
た
状
況
が
窺
え
て
微
笑
ま
し
い）

21
（

。
梨
洲
寺
に
集
っ
た
修
行
僧
た
ち
は
祖
泉
が
問
い
掛
け
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
答
え
る

か
目
を
拭
い
耳
を
傾
け
て
聞
き
入
っ
た
と
さ
れ
る
。

蘇
州
高
峰
寺
に
開
堂
し
た
石
田
法
薫
を
助
化
す
る

　

つ
い
で
、
石
田
法
薫
が
蘇
州
の
高
峰
禅
寺
に
出
世
開
堂
す
る
こ
と
と
な
り
、
先
と
は
逆
に
法
薫
の
晋
山
住
持
に
際
し
、
祖
泉
は
古
く
か
ら
の
道
友
ら
と

と
も
に
高
峰
寺
に
赴
い
て
法
薫
の
化
導
を
助
化
し
て
い
る
。『
物
初
賸
語
』
巻
二
四
「
石
田
禅
師
行
状
」
や
『
石
田
和
尚
語
録
』
巻
末
「
行
状
」
に
よ
れ
ば
、

俄
出
二
世
蘇
之
高
峯
一、
瓣
香
為
二
破
菴
一
拈
出
。
高
峯
蕞
爾
刹
、
労
苦
戢
縮
、
以
レ
身
率
レ
之
。
未
二
三
年
一
為
改
レ
観
。
次
遷
二
楓
橋
一、
衆
縄
縄
然
。
有
レ
輩
行
二
高
徳
一、
高

原
泉
・
無
準
範
・
即
庵
覚
・
石
渓
月
五
六
人
、
相
伴
而
住
。（
卍
続
蔵
一
二
二
・
三
九
ｂ
）



一
四
九

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
『
石
田
和
尚
語
録
』
巻
一
の
冒
頭
に
て
松
源
派
の
石
渓
心
月
が
序
文
を
寄
せ
て
、

高
峯
小
寺
、
石
田
最
初
説
法
所
也
。
有
二
単
丁
一
昼
乞
二
村
落
之
風
一。
開
爐
日
、
欲
下
聚
二
泥
人
一
聴
上レ
法
、
泥
人
亦
不
レ
可
レ
得
。
時
高
源
・
無
准
・
即
菴
・
中
嵒
照
、
与
レ

余
偕
至
。（
卍
続
蔵
一
二
二
・
一
ａ
）

と
書
き
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
間
の
事
情
を
別
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
中
「
石
田
薫
禅
師
」
の
項
に
も
、

石
田
薫
禅
師
、
眉
山
彭
氏
。
嘉
定
間
、
出
二
世
高
峰
一、
屋
老
僧
残
。
先
レ
是
高
原
・
無
準
・
即
庵
・
中
嵓
・
石
渓
諸
老
、
徐
之
然
後
請
レ
住
。
開
爐
上
堂
云
、
高
峰
門
戸

如
二
灰
冷
一、
多
謝
諸
公
有
二
歳
寒
一、
些
子
死
柴
頭
上
火
、
大
家
着
レ
力
試
吹
看
。
石
田
住
二
呉
門
高
峰
一、
寥
寞
荒
寒
、
過
下
於
法
昌
在
二
分
寧
一
時
上。
開
爐
高
原
宿
徳
咸
集
又

差
、
勝
下
以
二
一
力
一
撾
レ
皷
、
為
二
十
八
泥
人
一
説
法
上
也
。（
卍
続
蔵
一
四
八
・
八
四
ａ
）

と
同
様
の
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
法
薫
が
蘇
州
の
高
峰
寺
に
開
堂
出
世
し
た
際
、
一
〇
月
一
日
の
開
爐
に
会
わ
せ
て
道
旧
の
高
原
祖
泉
・
無
準
師
範
・

即
庵
慈
覚
・
中
巌
□
照
・
石
渓
心
月
ら
が
助
化
の
た
め
に
法
薫
の
も
と
に
参
集
し
て
お
り
、
彼
ら
は
み
な
蜀
地
出
身
の
禅
者
（
蜀
僧
）
た
ち
で
あ
っ
た
と
さ

れ
る）
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。
こ
の
と
き
法
薫
は
本
師
の
破
庵
祖
先
の
た
め
に
嗣
承
香
を
焚
い
て
破
庵
派
の
禅
者
と
し
て
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
十
八
泥
人
の
為

め
に
説
法
す
」
と
あ
る
泥
人
と
は
泥
人
形
の
意
で
あ
る
が
、
塑
像
の
十
八
羅
漢
像
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
三
「
杭
州
霊
隠

石
田
法
薫
禅
師
」
の
章
に
も
、

久
之
出
二
世
蘇
之
高
峰
一、
次
遷
二
楓
橋
普
明
一。
行
輩
有
二
高
原
泉
・
無
相
範
・
即
庵
覚
・
石
渓
月
一、
相
依
而
住
。（
卍
続
蔵
一
四
二
・
三
九
四
ｂ
）

と
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
松
源
下
の
無
相
□
範
の
名
が
存
す
る
の
は
お
そ
ら
く
無
準
師
範
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
石
田
法
薫
は
嘉
定
七
年
（
一
二
一
四
）

閏
九
月
に
蘇
州
呉
県
（
呉
門
）
西
南
の
胥
山
高
峯
禅
院
に
入
院
開
堂
し
、嘉
定
八
年
（
一
二
一
五
）
正
月
に
は
中
唐
の
張
継
（
字
は
懿
孫
、張
祠
部
、？
―
七
七
九
？
）

が
詠
じ
た
「
楓
橋
夜
泊
」
の
詩
で
有
名
な
蘇
州
呉
県
の
楓
橋
普
明
禅
寺
（
寒
山
寺
）
に
遷
住
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
時
期
の
祖
泉
の
動
向
が
知
ら
れ
る）
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。
た

だ
し
、
こ
の
中
で
「
中
嵓
」
と
あ
る
禅
者
に
つ
い
て
は
事
跡
が
定
か
で
な
い
。『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
中
「
中
巌
寂
禅
師
」（
卍
続
蔵
一
四
八
・
八
三
ｃ
）
の
項

に
載
る
中
巌
□
寂
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
『
石
田
和
尚
語
録
』
の
序
文
に
あ
る
中
巌
□
照
と
い
う
禅
者
の
こ
と
な
の
か
。
中
巌
寂
と
中

巌
照
に
関
し
て
は
如
何
な
る
禅
者
の
法
嗣
で
あ
っ
た
の
か
、
と
も
に
嗣
承
関
係
な
ど
辿
れ
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る）
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（

。
こ
の
よ
う
に
祖
泉
は
法
薫
を
助
化
す

べ
く
蘇
州
呉
県
西
南
の
高
峰
禅
院
に
赴
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
の
祖
泉
の
立
場
が
梨
洲
寺
の
現
住
の
ま
ま
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
住

持
職
を
退
い
て
い
た
の
か
も
定
か
で
な
い
。



一
五
〇

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

越
州
山
陰
県
の
天
衣
禅
寺
に
遷
住
す
る

　

そ
の
後
、
祖
泉
は
越
州
（
浙
江
省
）
の
天
衣
寺
す
な
わ
ち
越
州
紹
興
府
山
陰
県
の
法
華
山
天
衣
禅
寺
に
遷
住
し
て
い
る
状
況
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点

は
『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
や
『
増
集
続
伝
燈
録
』
に
何
も
記
載
が
な
く
、
大
慧
派
の
物
初
大
観
（
一
二
〇
一
│
一
二
六
八
）
の
詩
文
集
で
あ
る
『
物
初
賸
語
』
巻

二
四
「
行
状
」
の
「
西
巌
禅
師
行
状
」（『
西
巌
和
尚
語
録
』
巻
末
「
行
状
」
も
同
文
）
に
、

乃
束
レ
包
出
二
三
峡
一、
由
二
湖
湘
一
而
至
二
江
浙
一、
見
二
浙
翁
琰
於
径
山
一。
聞
二
天
衣
高
源
泉
孤
硬
径
直
一、
往
依
レ
之
。
同
枯
寂
甘
如
レ
飴
。（
卍
続
蔵
一
二
二
・
一
八
五
ｃ
）

と
い
う
記
事
が
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
や
が
て
無
準
師
範
の
法
を
嗣
ぐ
こ
と
に
な
る
破
庵
派
の
西
巌
了
慧
（
一
一
九
八
│
一
二
六
二
）
が
越
州
の
天

衣
寺
に
祖
泉
を
訪
ね
て
参
学
し
て
い
る
。
了
慧
が
参
学
期
に
な
し
た
動
向
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
祖
泉
が
天
衣
寺
に
住
持
し
て
い
た
事
実
や
そ
の
時
期
も

窺
う
こ
と
が
で
き
る
。『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
四
「
四
明
天
童
西
巌
了
慧
禅
師
」
の
章
に
も
、

属
令
南
詢
、
乃
参
二
浙
翁
琰
於
径
山
一。
聞
二
高
源
泉
為
人
径
直
一、
心
慕
レ
之
。（
卍
続
蔵
一
四
二
・
四
〇
六
ａ
）

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
祖
泉
の
住
持
地
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
了
慧
が
祖
泉
（
高
源
）
に
参
学
せ
ん
と
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
了
慧
は
蓬
州
（
四
川
省
）

蓬
池
の
羅
氏
出
身
の
蜀
僧
で
あ
り
、
出
家
受
具
し
た
後
、
南
詢
し
て
浙
江
に
到
り
、
最
初
に
杭
州
餘
杭
県
の
径
山
興
聖
万
寿
寺
に
上
っ
て
大
慧
派
の
浙
翁

如
琰
（
仏
心
禅
師
、
一
一
五
一
│
一
二
二
五
）
に
参
じ
て
い
る
。
如
琰
が
杭
州
の
径
山
に
住
持
し
た
の
は
嘉
定
一
一
年
（
一
二
一
八
）
の
こ
と
で
あ
り
、
了
慧
は

そ
の
頃
に
如
琰
に
参
学
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
同
じ
蜀
僧
の
祖
泉
が
為
人
接
化
に
径
直
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
聞
き
、
了
慧
は
祖
泉
を
慕
う
よ
う

に
な
っ
た
も
の
ら
し
い
。
そ
ん
な
折
り
に
祖
泉
が
越
州
山
陰
県
の
法
華
山
天
衣
禅
寺
に
遷
住
し
た
こ
と
を
知
り
、
了
慧
は
天
衣
寺
に
到
っ
て
祖
泉
の
も
と

に
投
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
西
巌
禅
師
行
状
」
に
よ
っ
て
祖
泉
が
天
衣
寺
に
住
持
し
た
事
実
が
判
明
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　

す
で
に
触
れ
た
ご
と
く
天
衣
寺
に
は
北
宋
代
に
雲
門
宗
の
雪
竇
重
顕
の
高
弟
で
あ
る
天
衣
義
懐
（
振
宗
大
師
、
九
九
三
│
一
〇
六
四
）
が
止
住
し
て
宗
風
を

挙
揚
し
た
こ
と
で
名
高
く
、
北
宋
代
を
代
表
す
る
禅
刹
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う）
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。
南
宋
初
期
に
は
雲
門
宗
の
天
衣
如
哲
（
？
│
一
一
六
〇
）
や
曹
洞

宗
の
天
衣
法
聡
な
ど
が
住
持
し
て
お
り）

26
（

、
南
宋
後
期
に
祖
泉
が
天
衣
寺
に
化
導
を
敷
き
、
さ
ら
に
祖
泉
の
後
席
を
継
い
て
天
衣
寺
に
住
持
し
た
の
が
嘯
巌

文
蔚
で
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
後
に
触
れ
た
い
。



一
五
一

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

台
州
黄
巌
県
の
瑞
巌
浄
土
禅
院
に
遷
住
す
る

　

そ
の
後
、
祖
泉
は
台
州
（
浙
江
省
）
黄
巌
県
の
瑞
巌
浄
土
禅
院
（
台
州
瑞
巌
寺
）
に
入
寺
す
る
因
縁
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
台
州
の
瑞
巌
寺
と
い
え
ば
、
か
つ

て
如
浄
が
住
持
し
た
禅
刹
と
し
て
知
ら
れ
、『
如
浄
和
尚
語
録
』
に
も
「
台
州
瑞
岩
禅
寺
語
録
」（
大
正
蔵
四
八
・
一
二
三
ａ
〜
ｃ
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
台

州
黄
巌
県
の
瑞
巌
寺
は
唐
末
五
代
に
青
原
下
の
瑞
巌
師
彦
（
空
照
禅
師
）
が
示
し
た
「
瑞
巌
主
人
公
」
の
公
案
ゆ
か
り
の
禅
刹
と
し
て
名
高
い
。
瑞
巌
寺
に

は
祖
泉
に
先
立
っ
て
大
慧
派
の
浙
翁
如
琰
や
曹
洞
宗
の
長
翁
如
浄
が
住
持
し
て
お
り
、
さ
ら
に
入
宋
し
た
道
元
が
大
慧
派
の
盤
山
思
卓
（
卓
老
）
に
参
じ
た

台
州
小
翠
巌
と
は
こ
の
台
州
瑞
巌
寺
の
別
称
と
見
ら
れ
て
い
る）
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。
お
そ
ら
く
道
元
が
思
卓
に
参
学
し
て
ま
も
な
い
頃
に
、
瑞
巌
寺
で
は
住
持
が
思
卓
か
ら

祖
泉
へ
と
交
代
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
祖
泉
が
台
州
瑞
巌
寺
に
住
持
し
た
こ
と
を
伝
え
る
の
は
『
物
初
賸
語
』
巻
二
四
「
行
状
」
の
「
西
巌
禅
師
行
状
」

や
『
西
巌
和
尚
語
録
』
巻
下
「
行
状
」
で
あ
り
、

泉
遷
二
台
之
瑞
巌
一、
令
二
師
与
倶
一。
泉
問
、
山
河
大
地
、
是
有
是
無
。
擬
レ
開
レ
口
即
喝
出
。
以
レ
偈
呈
、
即
曰
、
没
交
渉
。
偶
侍
次
、
令
レ
書
二
龍
門
三
自
省
・
白
楊
示
衆

語
一。
泉
閲
レ
之
笑
曰
、
写
レ
字
与
レ
做
二
言
句
一
儘
得
、
争
二
奈
没
交
渉
一
何
。
師
憤
悱
莫
レ
伸
。
泉
云
、
吾
方
便
婁
矣
、
汝
自
不
レ
顧
、
蓋
縁
法
不
レ
在
レ
此
、
其
見
二
雪
竇
一
乎
。

時
主
二
竇
席
一
者
、
仏
鑑
無
準
範
也
。（
卍
続
蔵
一
二
二
・
一
八
五
ｃ
）

と
い
う
機
縁
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
四
「
四
明
天
童
西
巌
了
慧
禅
師
」
の
章
に
も
、

適
原
赴
二
台
之
瑞
巌
一。
師
与
倶
往
。
一
日
原
問
、
山
河
大
地
、
是
有
是
無
。
師
擬
レ
開
レ
口
。
原
即
喝
出
。
師
復
以
レ
偈
呈
。
原
曰
、
没
交
渉
。
師
一
日
偶
書
二
白
楊
示
レ
衆

語
一。
原
閲
レ
之
笑
曰
、
写
レ
字
与
レ
作
二
言
句
一
儘
得
、
争
二
奈
没
交
渉
一
何
。
師
憤
悱
莫
レ
伸
。
原
曰
、
吾
方
便
屢
矣
、
汝
自
不
レ
顧
、
盖
縁
不
レ
在
レ
此
、
其
往
見
二
雪
竇
一
乎
。

時
無
準
主
二
雪
竇
一。
師
造
二
席
下
一、
自
陳
二
来
歴
一。（
卍
続
蔵
一
四
二
・
四
〇
六
ａ
〜
ｂ
）

と
ほ
ぼ
「
西
巌
禅
師
行
状
」
と
同
内
容
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。「
西
巌
禅
師
行
状
」
の
問
答
を
書
き
下
せ
ば
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
ご
と
く
な
ろ
う
。

泉
、
台
の
瑞
巌
に
遷
り
、
師
を
し
て
与
倶
に
往
か
し
む
。
泉
問
う
、「
山
河
大
地
は
是
れ
有
る
か
是
れ
無
き
か
」
と
。
口
を
開
か
ん
と
擬
る
に
、
即
ち
喝
し
て
出
だ
す
。

偈
を
以
て
呈
す
る
に
、
即
ち
曰
く
、「
没
交
渉
」
と
。
偶
た
ま
侍
す
る
次
い
で
、「
龍
門
三
自
省
」「
白
楊
示
衆
語
」
を
書
せ
し
む
。
泉
、
之
れ
を
閲
し
て
笑
い
て
曰
く
、「
字

を
写
す
と
言
句
を
做
す
と
儘
く
得
る
も
、
没
交
渉
な
る
を
争
奈
何
せ
ん
。
師
、
憤
悱
し
て
伸
ぶ
る
莫
し
。
泉
云
く
、「
吾
が
方
便
、
婁
し
ば
な
る
に
、
汝
自
ら
顧
み
ず
、

蓋
し
縁
法
は
此
れ
に
在
ら
ず
、
其
れ
雪
竇
に
見
え
ん
か
」
と
。
時
に
竇
の
席
を
主
る
者
、
仏
鑑
無
準
範
な
り
。

　

祖
泉
は
越
州
の
天
衣
寺
か
ら
台
州
黄
巌
の
瑞
巌
寺
に
赴
く
際
に
、
会
下
に
在
っ
た
了
慧
を
共
に
瑞
巌
寺
へ
と
随
侍
さ
せ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
状
況



一
五
二

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

的
に
祖
泉
は
天
衣
寺
か
ら
即
座
に
台
州
瑞
巌
寺
へ
と
赴
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
西
巌
禅
師
行
状
」
に
よ
れ
ば
、
瑞
巌
寺
で
祖
泉
は
了
慧
と
交
し
た
問
答
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
龍
門
と
は
五
祖
門
下
の
三
仏
の
ひ
と
り
、
楊
岐
派
（
仏
眼
派
祖
）
の
龍
門
清
遠
（
仏
眼
禅
師
、
一
〇
六
七
―
一
一
二
〇
）
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
「
龍
門
三
自
省
」
と
は
『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
巻
二
（
上
之
下
）
に
、

仏
眼
三
自
省
。

是
身
寿
命
、
如
二
駒
過
一レ
隙
。
何
暇
閑
情
、
妄
為
二
雑
事
一。
既
隆
二
釈
種
一、
須
レ
紹
二
門
風
一。
諦
二
審
先
宗
一、
是
何
標
格
。

道
業
未
レ
辦
、
去
レ
聖
時
遙
。
善
友
師
教
、
誠
不
レ
可
レ
捨
。
自
生
二
勉
励
一、
念
レ
報
二
仏
恩
一。
惟
己
自
知
、
大
心
莫
レ
退
。

報
縁
虚
幻
、
豈
可
二
強
為
一。
浮
世
幾
何
、
随
二
家
豊
倹
一。
苦
楽
逆
順
、
道
在
二
其
中
一。
動
静
寒
温
、
自
愧
自
悔
。（
卍
続
蔵
一
一
六
・
四
六
八
ａ
）

仏
眼
の
三
つ
の
自
省
。

是
の
身
の
寿
命
は
、
駒
の
隙
を
過
ぎ
る
が
如
し
。
何
の
暇
閑
の
情
あ
り
て
か
、
妄
り
に
雑
事
を
為
さ
ん
。
既
に
釈
種
に
隆
る
、
須
ら
く
門
風
を
紹
ぐ
べ
し
。
先
宗
を
諦

審
す
、
是
れ
何
の
標
格
ぞ
。

道
業
未
だ
辦
ぜ
ず
、
聖
を
去
り
て
時
遙
か
な
り
。
善
き
友
と
師
の
教
え
、
誠
に
捨
つ
べ
か
ら
ず
。
自
ら
勉
励
を
生
じ
、
仏
恩
に
報
い
ん
こ
と
を
念
ず
。
惟
だ
己
れ
自
ら

知
り
、
大
心
、
退
く
こ
と
莫
か
れ
。

報
縁
は
虚
幻
な
り
、
豈
に
強
い
て
為
す
べ
け
ん
や
。
浮
世
は
幾
何
ぞ
、
家
の
豊
倹
に
随
う
。
苦
楽
・
逆
順
、
道
は
其
の
中
に
在
り
。
動
静
・
寒
温
、
自
ら
愧
じ
自
ら
悔
ゆ
。

と
し
て
載
る
「
仏
眼
三
自
省
」
の
こ
と
で
あ
り
、『
緇
門
警
訓
』
巻
二
に
も
「〈
龍
門
仏
眼
禅
師
〉
三
自
省
察
」（
大
正
蔵
四
八
・
一
〇
四
八
ｂ
）
と
し
て
載
せ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
白
楊
示
衆
」
と
は
『
嘉
泰
普
燈
録
』
巻
一
六
「
撫
州
白
楊
法
順
禅
師
」
の
章
に
、

示
レ
衆
。
染
縁
易
レ
就
、
道
業
難
レ
成
。
不
レ
了
二
目
前
一、
万
縁
差
別
。
只
見
境
風
浩
浩
、
凋
二
残
功
徳
之
林
一、
心
火
炎
夕
、
焼
二
尽
菩
提
之
樹
一。
道
念
若
同
二
情
念
一
成
仏
多

時
、
為
レ
衆
一
似
レ
為
レ
身
。
彼
此
事
辨
、
不
レ
見
二
他
非
己
是
一、
自
然
上
敬
下
恭
。
仏
法
日
日
現
前
、
煩
悩
時
時
解
脱
。（
卍
続
蔵
一
三
七
・
一
二
三
ｄ
〜
一
二
四
ａ
）

衆
に
示
し
て
い
う
、「
染
縁
は
就
き
易
く
、
道
業
は
成
し
難
し
。
目
前
を
了
ぜ
ざ
れ
ば
、
万
縁
差
別
す
。
只
だ
見
る
、
境
風
は
浩
浩
と
し
て
功
徳
の
林
を
凋
残
し
、
心
火

は
炎
夕
し
て
菩
提
の
樹
を
焼
き
尽
く
す
こ
と
を
。
道
念
、
若
し
情
念
に
同
じ
て
、
成
仏
多
き
時
に
は
、
衆
の
為
め
に
す
る
こ
と
一
に
身
の
為
め
に
す
る
に
似
た
り
。
彼

此
の
事
辨
ず
れ
ば
、
他
は
非
に
し
て
己
は
是
な
る
を
見
ず
、
自
然
に
上
も
敬
い
下
も
恭
し
く
す
。
仏
法
は
日
日
に
現
前
し
、
煩
悩
は
時
時
に
解
脱
せ
ん
」
と
。

と
し
て
載
る
仏
眼
派
の
白
楊
法
順
（
一
〇
七
六
―
一
一
三
九
）
が
語
る
「
示
衆
」
の
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
法
順
は
仏
眼
清
遠
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
で

あ
り
、
南
宋
初
期
に
撫
州
（
江
西
省
）
臨
川
県
の
白
楊
山
仙
林
禅
寺
に
住
持
し
て
い
る
。「
仏
眼
三
自
省
」
と
「
白
楊
示
衆
」
は
い
ず
れ
も
仏
道
修
行
に
お



一
五
三

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

け
る
自
省
を
述
べ
て
お
り
、
祖
泉
と
し
て
は
了
慧
に
更
な
る
精
進
を
促
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
と
き
祖
泉
は
了
慧
に
対
し
て
瑞
巌
寺
を
離
れ
て
明
州

奉
化
県
の
雪
竇
山
資
聖
禅
寺
に
赴
い
て
無
準
師
範
に
参
学
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

　

祖
泉
と
同
時
代
を
生
き
た
大
慧
派
の
率
庵
梵
琮
の
語
録
で
あ
る
『
雲
居
率
菴
和
尚
語
録
』「
謌
偈
」
に
、

寄
三
台
州
瑞
巌
高
原
禅
師
住
二
霊
隠
一。

水
出
在
二
高
原
一、
源
深
到
二
冷
泉
一、
飲
者
禿
二
却
舌
一、
嗅
者
鼻
孔
穿
。
口
鼻
両
倶
喪
、
妙
用
絶
二
正
偏
一、
側
レ
耳
与
レ
招
レ
手
、
聴
二
猿
同
呼
一レ
猿
。
藤
蘿
影
裡
石
磊
磊
、
双

澗
合
レ
流
波
漣
漣
。
南
来
北
来
脚
下
過
、
欲
レ
知
二
冷
暖
一
待
二
驢
年
一。（
卍
続
蔵
一
二
一
・
六
四
ａ
）

と
い
う
偈
頌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
祖
泉
が
台
州
黄
巌
県
の
瑞
巌
浄
土
禅
院
に
住
持
し
て
い
た
こ
と
が
こ
の
偈
頌
で
も
確
か
め
ら
れ
る
。
台
州
瑞
巌

寺
は
お
そ
ら
く
台
州
小
翠
巌
の
こ
と
で
あ
り
、
日
本
僧
道
元
が
在
宋
中
に
参
学
し
た
大
慧
派
の
盤
山
思
卓
（
卓
老
）
が
住
持
し
て
い
た
禅
刹
で
あ
る
か
ら
、

祖
泉
は
思
卓
の
後
席
を
継
い
で
台
州
瑞
巌
寺
に
住
持
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、祖
泉
が
瑞
巌
寺
に
住
持
し
て
い
た
期
間
は
嘉
定
一
七
年（
一

二
二
四
）
か
ら
宝
慶
三
年
（
一
二
二
七
）
の
頃
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

一
方
、
了
慧
は
祖
泉
の
勧
め
を
受
け
て
明
州
奉
化
県
の
雪
竇
山
資
聖
禅
寺
へ
と
赴
き
、
や
が
て
本
師
と
仰
ぐ
無
準
師
範
に
参
学
す
る
こ
と
に
な
る
。
師

範
は
宝
慶
三
年
の
春
か
ら
夏
の
頃
に
雪
竇
山
か
ら
明
州
鄞
県
の
阿
育
王
山
広
利
禅
寺
に
遷
住
し
て
い
る
か
ら
、
了
慧
は
そ
れ
以
前
に
雪
竇
山
の
師
範
の
も

と
を
訪
ね
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。『
石
刻
史
料
新
編
』
第
三
輯
第
八
巻
に
所
収
さ
れ
る
『
鄞
県
志
』
巻
五
九
「
金
石
上
」
に
「
天
童
寺
別
山
智
禅
師
塔
銘
、

在
二
天
童
中
峯
庵
一
」
と
し
て
「
慶
元
府
太
古
名
山
天
童
景
徳
禅
寺
第
四
十
代
別
山
智
禅
師
塔
銘
」
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
同
じ
く
無
準
下
の
別
山
祖
智
（
智

天
王
、
一
二
〇
〇
│
一
二
六
〇
）
が
参
学
期
に
な
し
た
動
静
と
し
て
、

十
九
歳
、
往
二
成
都
昭
覚
一、
依
二
㑃
牛
全
一、
始
学
二
出
世
法
一。
後
出
レ
峡
抵
二
公
安
一、
聞
三
僧
誦
二
六
巌
語
一
喜
レ
之
、
径
往
二
蘇
之
穹
窿
一
謁
レ
巌
。
巌
著
二
之
堂
中
一。
因
閲
下

華
厳
法
界
品
善
財
見
二
弥
勒
楼
閣
一
因
縁
、
入
已
還
閉
之
語
上、
恍
然
如
二
夢
而
覚
一、
如
二
酔
而
醒
一。
遂
頌
二
霊
雲
見
桃
花
機
縁
一
云
、
万
緑
叢
中
紅
一
点
、
幾
人
歓
喜
幾
人
嗔
。

巌
頷
レ
之
。
随
レ
衆
二
年
、
往
見
二
浙
翁
琰
・
無
際
派
・
高
源
泉
・
淳
庵
浄
・
妙
峯
善
一、
皆
有
二
頭
角
之
誉
一。
最
後
見
二
無
準
範
於
雪
竇
一。

と
い
う
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
祖
智
は
一
九
歳
の
と
き
嘉
定
一
一
年
（
一
二
一
八
）
に
成
都
（
四
川
省
）
の
昭
覚
禅
寺
に
て
始
め
て
仏
法
を
学
び
、
そ
の

後
、
三
峡
を
下
っ
て
蘇
州
呉
県
西
南
の
穹
窿
山
福
臻
禅
院
に
到
っ
て
楊
岐
派
の
殺
六
巌
□
輝
に
謁
し
て
お
り）
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、
二
年
を
経
て
再
び
諸
方
行
脚
に
出
て
浙
翁

如
琰
・
無
際
了
派
・
高
原
祖
泉
・
淳
庵
善
浄
・
妙
峰
之
善
ら
に
参
学
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
中
で
如
琰
と
了
派
と
之
善
は
大
慧
派
の
拙
庵
徳
光
の
法
嗣
で

あ
り
、
善
浄
は
楊
岐
派
の
息
庵
達
観
の
法
嗣
で
あ
り
、
嘯
巌
文
蔚
と
は
同
門
に
当
た
っ
て
い
る
。
時
期
こ
そ
明
確
で
な
い
が
、
祖
智
は
こ
う
し
た
諸
禅
者



一
五
四

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

に
参
じ
た
後
に
了
慧
と
同
じ
よ
う
に
雪
竇
山
の
無
準
師
範
の
も
と
に
投
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
祖
智
が
祖
泉
に
参
学
し
た
の
も
台
州
瑞
巌
寺
で

あ
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
『
癡
絶
和
尚
語
録
』
巻
下
「
径
山
癡
絶
和
尚
法
語
」
の
「
示
二
恵
済
蔵
主
一
」
に
、

此
去
二
天
台
一、
瑞
嵒
有
二
大
導
師
一、
名
曰
二
高
原
一、
達
二
法
源
底
一、
善
説
二
法
要
一。
到
レ
彼
炷
香
作
礼
、
而
問
曰
、
如
何
是
達
磨
未
レ
来
事
。
此
老
必
為
説
破
。
却
款
款
来
二

鍾
山
一、
請
二
木
上
座
一、
為
レ
汝
証
明
。（
卍
続
蔵
一
二
一
・
二
七
六
ｄ
）

と
い
う
記
事
が
残
さ
れ
て
い
る
。
曹
源
派
の
癡
絶
道
冲
（
玉
山
、
一
一
六
九
│
一
二
五
〇
）
が
鍾
山
す
な
わ
ち
建
康
府
（
南
京
）
上
元
県
の
蒋
山
太
平
興
国
禅

寺
に
住
持
し
て
い
た
折
、
門
下
に
在
っ
た
蔵
主
恵
済
に
対
し
、
台
州
瑞
巌
寺
に
住
持
し
て
い
た
祖
泉
を
大
導
師
と
し
て
紹
介
し
て
お
り
、
祖
泉
に
「
達
磨

未
レ
来
二
東
土
一
」
の
真
意
を
問
う
よ
う
に
指
示
し
て
い
る）
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。
恵
済
が
実
際
に
瑞
巌
寺
の
祖
泉
の
も
と
に
参
学
し
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い
が
、
道
冲
が
日
頃

か
ら
祖
泉
を
高
く
評
価
し
て
い
た
さ
ま
が
窺
え
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

杭
州
銭
塘
県
の
北
山
景
徳
霊
隠
禅
寺
に
陞
住
す
る

　

台
州
瑞
巌
寺
に
化
導
を
敷
い
て
い
た
祖
泉
は
さ
ら
に
杭
州
銭
塘
県
の
北
山
景
徳
霊
隠
禅
寺
に
陞
住
す
る
因
縁
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
霊
隠
寺
は
杭
州
銭
塘

県
西
北
の
霊
隠
山
（
武
林
山
）
に
存
す
る
北
山
景
徳
霊
隠
禅
寺
の
こ
と
で
あ
り
、
古
く
イ
ン
ド
僧
慧
理
が
訳
経
に
従
事
し
た
地
と
さ
れ
る
。
五
代
に
呉
越
王

が
五
百
羅
漢
を
安
置
し
て
法
眼
宗
の
永
明
延
寿
（
智
覚
禅
師
、
九
〇
四
│
九
七
五
）
を
拝
請
し
て
堂
宇
を
整
え
、
北
宋
代
に
景
徳
霊
隠
禅
寺
と
称
す
る
。
南
宋

代
に
は
楊
岐
派
の
瞎
堂
慧
遠
（
仏
海
禅
師
、
一
一
〇
三
│
一
一
七
六
）
や
虎
丘
派
の
松
源
崇
嶽
（
老
聵
翁
、
一
一
三
二
│
一
二
〇
二
）
な
ど
が
住
持
し
て
お
り
、
や

が
て
禅
宗
五
山
の
第
二
位
に
列
し
て
い
る
。
寺
志
と
し
て
光
緒
一
四
年
（
一
八
八
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
霊
隠
寺
志
』
八
巻
が
存
す
る
。『
扶
桑
五
山
記
』
一

「
霊
隠
住
持
位
次
」
に
よ
れ
ば
、

廿
九
、
仏
行
大
禅
師
。
三
十
、
枯
禅
鏡
禅
師
。
卅
一
、
高
原
泉
禅
師
。
卅
二
、
咲
翁
堪
禅
師
。
卅
三
、
妙
峰
善
禅
師
。
卅
四
、
石
田
薫
禅
師
。（
玉
村
本
・
二
六
頁
）

と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
祖
泉
の
前
後
に
霊
隠
寺
に
住
持
し
た
禅
者
と
し
て
「
枯
禅
鏡
禅
師
」
と
「
咲
翁
堪
禅
師
」
の
名
が
知
ら
れ
る
。
第
三
〇
世
の
枯
禅

鏡
禅
師
と
は
虎
丘
派
の
枯
禅
自
鏡
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
祖
泉
は
自
鏡
の
後
席
を
継
い
で
霊
隠
寺
の
第
三
一
世
と
し
て
入
院
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
れ
よ
り
先
、大
慧
派
の
少
林
妙
崧
（
仏
行
禅
師
、？
│
一
二
三
二
）
が
霊
隠
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
と
き
、妙
崧
と
同
門
に
当
た
る
浙
翁
如
琰
が
宝
慶
元
年
（
一

二
二
五
）
七
月
一
七
日
に
世
寿
七
五
歳
で
示
寂
し
て
お
り
、
妙
崧
が
如
琰
の
後
席
を
継
い
で
径
山
に
勅
住
す
る
と
、
自
鏡
が
福
州
（
福
建
省
）
閩
県
の
鼓
山
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湧
泉
禅
寺
か
ら
霊
隠
寺
へ
と
入
寺
し
て
い
る
。
自
鏡
は
天
童
山
の
如
浄
の
後
席
を
継
い
で
宝
慶
三
年
（
一
二
二
七
）
の
秋
か
ら
冬
の
頃
に
は
天
童
山
に
入
院

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
祖
泉
が
霊
隠
寺
に
住
持
し
た
の
も
宝
慶
三
年
の
冬
頃
か
紹
定
元
年
（
一
二
二
八
）
の
春
頃
に
当
た
ろ
う
。

　

す
で
に
触
れ
た
ご
と
く
大
慧
派
の
率
庵
梵
琮
は
『
雲
居
率
菴
和
尚
語
録
』「
謌
偈
」
に
「
寄
三
台
州
瑞
巌
高
原
禅
師
住
二
霊
隠
一
」
と
い
う
偈
頌
を
残
し
て

い
る
が
、
そ
の
詩
文
集
で
あ
る
『
率
菴
外
集
』
に
も
「
寄
二
霊
隠
泉
老
一
」
と
題
す
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
偈
頌
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

寄
二
霊
隠
泉
老
一。

白
髪
元
無
レ
種
、
青
春
喜
快
哉
。
而
今
居
二
輦
寺
一、
元
不
レ
離
二
天
台
一。
明
月
鎖
二
松
径
一、
枯
藤
絆
二
石
臺
一。
冷
泉
如
レ
是
住
、
飛
去
又
飛
来
。

　

こ
の
偈
頌
は
梵
琮
が
霊
隠
寺
の
祖
泉
に
寄
せ
た
偈
頌
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
修
行
時
代
を
共
に
し
た
で
あ
ろ
う
青
春
の
日
々
と
老
齢
に
達
し
て
白
髪
と
な
っ

た
姿
を
対
比
さ
せ
て
お
り
、
台
州
の
瑞
巌
寺
か
ら
国
都
（
輦
下
）
の
霊
隠
寺
に
や
っ
て
来
た
こ
と
、
松
並
木
に
鎖
さ
れ
た
明
月
、
石
段
の
枯
藤
な
ど
自
然
の

風
光
に
恵
ま
れ
た
霊
隠
寺
（
冷
泉
）
の
あ
り
よ
う
、
霊
隠
寺
山
中
の
飛
来
峰
の
こ
と
な
ど
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
祖
泉
が
遷
住
し
て
去
っ
た
台
州
瑞
巌
寺
で
は
、
ま
も
な
く
大
慧
派
の
無
量
宗
寿
が
新
た
な
住
持
に
拝
請
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
も
と
で
楊
岐
派
の

無
門
慧
開
（
仏
眼
禅
師
、
一
一
八
三
│
一
二
六
〇
）
が
首
座
と
し
て
『
無
門
関
』
を
提
唱
し
て
い
る
こ
と
は
名
高
い）
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示
寂
と
後
事

　

祖
泉
が
紹
定
元
年
（
一
二
二
八
）
一
〇
月
に
『
如
浄
和
尚
語
録
』
に
跋
文
を
寄
せ
、
さ
ら
に
紹
定
二
年
（
一
二
二
九
）
六
月
に
祖
泉
の
校
勘
を
経
た
『
如
浄

和
尚
語
録
』
が
開
版
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
段
で
別
箇
に
詳
し
く
取
り
上
げ
た
い
。
こ
の
事
業
に
深
く
関
わ
っ
た
祖
泉
は
そ
の
直
後

ま
も
な
く
遷
化
の
と
き
を
迎
え
て
い
る
。
無
準
師
範
の
『
仏
鑑
禅
師
語
録
』
巻
一
「
住
慶
元
府
阿
育
王
山
広
利
禅
寺
語
録
」
に
、

霊
隠
高
原
和
尚
訃
音
至
上
堂
。
来
無
レ
所
レ
従
、
南
高
峯
北
高
峯
。
去
無
レ
所
レ
至
、
東
澗
水
西
澗
水
。
幻
泡
忽
滅
、
証
三
得
烏
亀
成
二
白
鱉
一。
清
風
未
レ
已
、
須
レ
信
二
高
原

元
不
一レ
死
。
既
不
レ
死
、
且
道
、
在
二
什
麼
処
一。
拈
二
起
拄
杖
一
云
、
見
麼
見
麼
。
卓
一
下
云
、
認
著
依
前
不
二
相
似
一。（
卍
続
蔵
一
二
一
・
四
三
七
ｃ
）

と
い
う
上
堂
が
存
す
る
。
こ
れ
は
『
仏
鑑
禅
師
語
録
』
の
上
堂
語
の
配
列
か
ら
し
て
、
紹
定
二
年
の
二
月
の
上
堂
と
六
月
九
日
の
「
破
庵
和
尚
忌
辰
拈
香
」

の
間
に
存
し
て
い
る
か
ら
、
祖
泉
は
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
刊
行
を
待
つ
こ
と
な
く
霊
隠
寺
現
住
と
し
て
紹
定
二
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
頃
に
示
寂

し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う）
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一
方
、
大
慧
派
の
北
磵
居
簡
も
『
北
磵
和
尚
語
録
』「
常
州
顕
慶
禅
寺
語
録
」
に
、

高
原
和
尚
訃
至
上
堂
。
二
月
十
一
、
人
従
二
北
山
一
来
、
報
二
高
原
死
一
也
。
似
二
者
般
僧
一、
只
患
多
不
レ
患
少
。
唖
。
更
覓
二
一
箇
一、
如
二
星
中
月
砂
裏
金
一、
簸
レ
土
揚
レ
塵
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無
レ
処
レ
尋
。（
卍
続
蔵
一
二
一
・
七
〇
ｂ
）

と
い
う
上
堂
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
は
祖
泉
の
訃
報
に
接
し
た
際
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
二
月
一
一
日
に
祖
泉
が
示
寂
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る

の
か
、
二
月
一
一
日
に
北
山
景
徳
霊
隠
寺
か
ら
祖
泉
の
訃
報
が
居
簡
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
の
か
が
明
確
で
な
い
。
た
だ
、
状
況
か
ら
し
て
祖
泉
は
紹
定

二
年
二
月
に
遷
化
し
、
訃
報
が
阿
育
王
山
の
師
範
や
常
州
（
江
蘇
省
）
顕
慶
寺
の
居
簡
の
も
と
に
同
時
期
に
届
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵
『
禅
林
諸
祖
弔
霊
語
薮
』
巻
七
「
挙
哀
」
に
は
、

為
二
高
原
和
尚
一。　
　

石
田
薫
。

来
無
レ
所
レ
従
、
百
川
曲
折
尽
朝
レ
東
。
去
無
レ
所
レ
至
、
胡
蝶
夢
中
家
万
里
。
幻
泡
忽
滅
、
金
剛
脳
後
抽
二
生
鉄
一。
清
風
未
レ
已
、
鷓
鴣
啼
在
二
深
花
裡
一。
高
原
無
レ
端
閉
レ
目
、

昨
夜
帯
累
、
南
山
用
レ
刀
剜
レ
空
。
諸
人
若
也
不
レ
会
、
只
得
二
換
レ
手
槌
一レ
胸
。

と
い
う
挙
哀
の
法
語
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
破
庵
派
の
石
田
法
薫
が
亡
き
祖
泉
の
た
め
に
な
し
た
挙
哀
の
拈
香
法
語
で
あ
る
が
、『
石
田
和
尚
語
録
』

に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
法
薫
は
如
浄
の
後
席
を
継
い
で
宝
慶
元
年
に
杭
州
銭
塘
県
の
南
屏
山
浄
慈
報
恩
光
孝
禅
寺
の
住
持
を
勤
め
て
お
り
、
当
時
は

西
湖
を
挟
ん
で
霊
隠
寺
の
祖
泉
と
対
峙
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

師
範
の
上
堂
や
法
薫
の
挙
哀
の
法
語
に
よ
る
と
、祖
泉
の
遺
偈
は
「
来
無
レ
所
レ
従
、去
無
レ
所
レ
至
、幻
泡
忽
滅
、清
風
未
レ
已
」
と
い
う
四
言
四
句
で
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
し
、
貴
重
な
消
息
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
祖
泉
の
遺
偈
を
書
き
下
せ
ば
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
な
ろ
う
。

来
た
る
に
従
う
所
無
く
、
去
る
に
至
る
所
無
し
、
幻
泡
は
忽
ち
滅
し
、
清
風
は
未
だ
已
ま
ず
。

　

し
た
が
っ
て
、
師
範
も
法
薫
も
祖
泉
の
遺
偈
が
届
け
ら
れ
た
際
、
そ
の
四
言
四
句
の
遺
偈
に
対
し
て
一
句
ご
と
に
著
語
を
付
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

師
範
の
著
語
の
部
分
の
み
を
書
き
下
せ
ば
、

南
高
峯
と
北
高
峯
、
東
澗
水
と
西
澗
水
。
烏
亀
が
白
鱉
と
成
る
を
証
得
せ
ば
、
須
ら
く
高
原
の
元
よ
り
死
せ
ざ
る
を
信
ず
べ
し
。

と
な
り
、
師
範
は
こ
の
と
き
明
州
鄞
県
の
阿
育
王
山
広
利
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
法
薫
の
著
語
の
部
分
の
み
を
書
き
下
せ
ば
、

百
川
は
曲
折
し
て
尽
く
東
に
朝
す
、
胡
蝶
夢
中
、
家
は
万
里
な
り
。
金
剛
脳
後
、
生
鉄
を
抽
ん
じ
、
鷓
鴣
は
啼
い
て
深
花
裡
に
在
り
。

と
な
ろ
う
。
法
薫
は
挙
哀
の
拈
香
法
語
に
て
「
南
山
」
と
自
称
し
て
い
る
か
ら
、
明
確
に
杭
州
の
南
屏
山
浄
慈
寺
の
住
持
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、

近
隣
の
北
山
景
徳
霊
隠
禅
寺
で
祖
泉
が
示
寂
し
た
際
、
逸
早
く
訃
報
が
浄
慈
寺
の
法
薫
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
大
慧
派
の
物
初
大
観
は
『
物
初
賸
語
』
巻
二
四
「
笑
翁
禅
師
行
状
」
に
お
い
て
、
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紹
定
己
丑
、
命
レ
師
開
山
。
洎
レ
抵
二
行
都
一、
有
レ
詔
主
二
霊
隠
一。
師
擬
二
表
遜
一、
王
勉
レ
之
曰
、
霊
隠
国
刹
、
大
慈
家
刹
耳
、
盍
先
レ
国
而
後
レ
家
乎
、
奚
遜
為
。
居
レ
之
三
年
、

去
二
積
固
之
弊
一、
興
二
悠
久
之
利
一。
霊
隠
為
改
レ
観
、
始
践
二
大
慈
開
山
之
約
一。

と
伝
え
て
お
り
、
同
じ
く
大
慧
派
の
無
文
道
璨
（
道
燦
、
一
二
一
四
│
一
二
七
一
）
も
『
無
文
印
』
巻
四
「
行
状
」
の
「
育
王
笑
翁
禅
師
行
状
」
に
お
い
て
、

三
年
、
衛
王
使
来
、
請
レ
開
二
山
大
慈
一。
至
二
京
師
一、
高
原
泉
散
二
席
霊
隠
一、
詔
領
二
住
持
事
一。
霊
隠
雖
レ
擅
二
山
川
之
勝
一、
而
逼
二
近
屠
沽
一、
貽
二
媿
林
壑
一。

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
祖
泉
が
霊
隠
寺
で
示
寂
し
て
席
を
散
じ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

三
年
に
し
て
衛
王
、
使
い
し
来
た
り
て
、
大
慈
に
開
山
た
ら
ん
こ
と
を
請
う
。
京
師
に
至
る
に
、
高
原
泉
、
席
を
霊
隠
に
散
じ
、
詔
あ
り
て
住
持
の
事
を
領
す
。

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
祖
泉
の
示
寂
が
紹
定
二
年
で
あ
っ
た
事
実
が
確
か
め
ら
れ
る
。
祖
泉
が
霊
隠
寺
で
示
寂
し
た
際
に
、
大
慧
派
の
笑
翁
妙
堪
が

詔
を
受
け
て
住
持
職
を
継
承
し
て
い
る）
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こ
の
と
き
妙
堪
は
史
彌
遠
（
衛
王
）
の
請
で
明
州
鄞
県
の
大
慈
山
教
忠
報
国
禅
寺
（
明
州
大
慈
寺
）
に
開
山
と
し
て

入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
杭
州
臨
安
府
（
京
師
）
に
到
っ
た
際
に
祖
泉
の
示
寂
に
遭
遇
し
、
詔
勅
に
よ
っ
て
史
家
の
家
刹
（
菩
提
寺
）
で
あ
る
大

慈
寺
よ
り
国
刹
で
あ
る
霊
隠
寺
を
優
先
し
て
住
持
を
務
め
、
三
年
を
経
て
霊
隠
寺
を
退
い
て
明
州
大
慈
寺
の
開
山
と
な
っ
た
と
さ
れ
る）
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さ
ら
に
無
準
下
の
環
渓
惟
一
（
一
二
〇
二
―
一
二
八
一
）
は
『
環
渓
和
尚
語
録
』
巻
下
「
題
跋
」
に
、

為
二
龍
維
那
一、
跋
二
高
原
和
尚
煆
髪
頌
一。

珠
回
玉
転
、
錯
落
二
金
盤
一。
高
原
和
尚
、
示
レ
人
之
舎
利
也
。
龍
維
那
、
既
能
宝
レ
之
。
幸
毋
下
以
二
豌
豆
魚
目
一
混
上レ
之
、
乃
善
。（
卍
続
蔵
一
二
二
・
七
六
ｃ
〜
ｄ
）

と
い
う
跋
文
を
残
し
て
い
る
。
龍
維
那
が
如
何
な
る
禅
者
な
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
久
し
く
祖
泉
の
煆
髪
な
い
し
煆
髪
頌
を
宝
物
と
し
て
所
持
し
て
い

た
と
さ
れ
る
か
ら
、
祖
泉
の
法
嗣
か
剃
度
の
小
師
で
あ
っ
た
も
の
ら
し
く
、
後
に
環
渓
惟
一
の
も
と
を
訪
れ
て
跋
文
を
請
う
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
惟
一

は
資
州
（
四
川
省
）
盤
石
県
墨
池
の
賈
氏
の
出
身
で
あ
る
か
ら
、
祖
泉
や
無
準
師
範
ら
と
同
じ
蜀
僧
で
あ
り
、
こ
の
と
き
龍
維
那
の
た
め
に
「
高
原
和
尚
煆

髪
頌
」
に
跋
文
を
寄
せ
て
い
る
。
煆
髪
と
は
剃
髪
し
た
頭
髪
を
焼
く
こ
と
で
あ
り
、「
高
原
和
尚
煆
髪
頌
」
と
は
祖
泉
が
生
前
に
詠
じ
た
偈
頌
で
、
頭
髪
を

焼
い
て
舎
利
を
得
た
意
で
あ
ろ
う
。

高
原
祖
泉
の
こ
と
ば

　

つ
ぎ
に
高
原
祖
泉
が
述
べ
た
上
堂
語
そ
の
他
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
は
じ
め
に
『
増
集
続
伝
燈
録
』
に
載
る
祖
泉
の
こ
と
ば
を
書
き
下
し
て
み
る
な

ら
ば
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
な
ろ
う
。
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⑴ 

上
堂
。
九
祖
伏
陀
密
多
尊
者
、
八
祖
仏
駄
難
提
尊
者
に
問
う
、「
父
母
は
我
が
親
に
非
ず
」
と
い
う
話
を
挙
し
、
頌
し
て
曰
く
、「
父
母
は
分
明
に
我
が
親
に
非
ず
、

祖
師
の
肝
胆
、
人
に
向
っ
て
傾
く
。
直
下
に
若
し
能
く
親
し
く
薦
得
せ
ば
、
優
曇
花
発
す
、
火
中
の
春
」
と
。

⑵ 
黄
漢
嶺
に
接
待
を
開
く
に
贈
る
偈
に
曰
く
、「
路
は
懸
崖
を
繞
る
万
仞
頭
、
行
人
は
此
に
到
り
て
一
場
の
愁
い
あ
り
。
驀
然
と
し
て
箇
の
休
歇
の
処
を
得
ば
、
重
疊
の

関
山
、
脚
に
信
せ
て
遊
ぶ
」
と
。

　

こ
の
よ
う
に
『
増
集
続
伝
燈
録
』
に
は
祖
泉
の
こ
と
ば
と
し
て
は
わ
ず
か
に
一
上
堂
と
一
偈
頌
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
上
堂
の
ほ

う
は
も
と
も
と
頌
古
の
類
い
を
上
堂
の
か
た
ち
に
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
黄
漢
嶺
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
が
、
祖
泉
が
住
持
し
た
禅
刹
の
い
ず

れ
か
に
存
し
た
嶺
の
名
称
と
見
ら
れ
る
。

　

一
方
、『
禅
林
諸
祖
弔
霊
語
薮
』
巻
一
「
秉
炬
」
に
は
「
高
原
泉
〈
九
章
〉」
と
し
て
、
祖
泉
が
詠
じ
た
九
首
の
秉
炬
法
語
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

為
二
照
堂
主
一。

春
山
青
春
水
碧
、
桃
花
紅
李
花
白
。
転
二
得
身
一
来
照
体
立
、
破
屋
従
教
野
火
焼
、
横
レ
身
異
類
無
二
蹤
迹
一。

為
二
郁
堂
主
一。

以
二
火
把
一
打
二
円
相
一
云
、
只
者
明
珠
一
顆
、
天
地
豈
能
包
裹
。
郁
山
主
、
一
見
踏
二
断
渓
橋
一。
郁
堂
主
、
一
得
烈
二
破
関
鎖
一。
雖
レ
然
、
摠
是
錯
認
二
橘
皮
一
作
レ
火
。

為
二
慧
堂
主
一。

仏
法
無
二
人
説
一、
雖
レ
慧
不
レ
能
レ
了
。
某
人
、
還
了
得
麼
。
若
也
了
得
、
更
無
三
一
法
過
二
於
涅
槃
一。
脱
或
未
レ
然
、
且
聴
火
焔
為
レ
汝
説
著
。
竪
二
起
火
把
一
云
、
灼
然
一

処
光
明
燦
爛
。

為
二
小
師
允
堂
主
一。

堂
中
主
謾
風
顛
、
生
死
莫
レ
逃
二
乎
数
一、
師
資
莫
レ
忘
二
乎
縁
一。
某
人
、
汝
心
允
可
、
吾
意
亦
然
。
只
恐
汝
頑
焼
不
レ
著
。
蝦
蟆
叫
在
二
別
人
田
一。

為
二
昇
堂
主
一。

挙
レ
火
云
、
如
二
日
昇
一レ
東
、
如
二
月
明
一レ
夜
。
構
二
得
涅
槃
堂
中
一、
失
二
却
涅
槃
堂
下
一。
雖
二
然
如
一レ
是
。
擲
二
下
火
一
云
、
更
看
飛
星
撒
レ
火
去
也
。

為
二
煕
堂
主
一。

炎
炎
酷
暑
、
何
似
二
春
日
煕
煕
一。
者
裏
商
量
得
去
、
猶
是
涅
槃
堂
死
句
。
如
何
是
活
句
。
烟
滅
灰
飛
、
火
裏
紅
蓮
綻
二
一
枝
一。

為
二
璣
堂
主
一。
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堂
中
主
諾
、
者
裏
領
略
得
去
、
死
生
如
二
明
鏡
之
廓
然
一、
去
住
若
二
円
璣
之
歴
落
一。
二
倶
颺
下
、
別
有
二
一
著
一、
作
麼
生
。
打
二
円
相
一
云
、
火
裏
神
亀
空
索
索
。

為
二
選
塔
主
一。

塔
中
主
誰
委
悉
。
眼
卓
朔
鼻
修
直
。
相
共
行
不
二
相
識
一、
謾
道
今
年
七
十
七
。
以
レ
火
打
二
円
相
一
云
、
還
見
麼
。
根
選
二
円
通
一
為
二
第
一
一。

為
二
開
閣
主
一。

楼
閣
門
開
、
不
レ
労
二
弾
指
一。
瑞
気
騰
レ
空
、
清
風
匝
地
。
以
レ
火
打
二
円
相
一
云
、
我
見
二
燈
明
仏
一、
本
光
瑞
如
レ
此
。

　

い
ず
れ
も
祖
泉
が
諸
寺
院
に
住
持
し
て
い
た
際
に
示
寂
し
た
堂
主
・
小
師
（
剃
度
門
人
）・
塔
主
・
閣
主
ら
に
対
し
て
引
導
の
秉
炬
を
な
し
た
も
の
で
あ
り
、

貴
重
な
祖
泉
の
こ
と
ば
を
伝
え
て
い
る
。
同
じ
く
『
禅
林
諸
祖
弔
霊
語
薮
』
巻
七
「
挙
哀
」
に
は
、

為
二
如
菴
和
尚
一。　
　

高
原
泉
。

大
海
乾
枯
、
虚
空
粉
砕
。
如
菴
老
人
、
東
倒
西
擂
。
狸
奴
白
牯
皆
驚
、
三
世
諸
仏
不
レ
会
。
若
又
於
レ
斯
見
得
、
大
家
拍
レ
手
呵
呵
咲
。
其
或
未
レ
然
、
槌
レ
胸
依
レ
旧
哭
二

蒼
天
一。

と
い
う
祖
泉
が
な
し
た
挙
哀
の
法
語
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
如
庵
和
尚
と
は
明
州
鄞
県
の
阿
育
王
山
広
利
禅
寺
に
住
持
し
た
楊
岐
派
の
如
庵
恵
崇
の
こ
と

で
あ
り
、
恵
崇
は
別
峰
宝
印
の
法
を
嗣
い
で
お
り
、
祖
泉
の
本
師
退
庵
道
奇
と
同
門
に
当
た
る
か
ら
、
祖
泉
に
と
っ
て
法
叔
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
阿
育

王
山
で
恵
崇
が
示
寂
し
た
訃
報
を
伝
え
受
け
、
祖
泉
は
法
叔
の
恵
崇
の
た
め
に
阿
育
王
山
に
到
っ
て
挙
哀
の
法
語
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う）

34
（

。
ち
な
み
に

恵
崇
の
後
席
を
継
い
で
阿
育
王
山
で
住
持
し
た
の
が
虎
丘
派
の
晦
巌
大
光
で
あ
り
、
阿
育
王
山
の
大
光
の
も
と
に
は
入
宋
し
た
道
元
が
参
学
し
て
い
る）

35
（

。

恵
崇
が
示
寂
し
た
の
が
何
時
な
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
状
況
的
に
は
祖
泉
が
越
州
の
天
衣
寺
か
台
州
の
瑞
巌
寺
に
住
持
し
て
い
た
頃
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
同
じ
く
『
禅
林
諸
祖
弔
霊
語
薮
』
巻
九
「
入
塔
」
に
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
入
塔
法
語
三
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

為
二
高
麗
講
主
一。　
　

高
原
泉
〈
三
章
〉

執
二
教
一
字
一
仏
生
レ
寃
、
離
レ
教
別
求
乃
魔
説
。
不
レ
即
不
レ
離
見
得
親
、
鍋
子
元
来
是
生
鉄
。
円
寂
某
人
、
人
天
眼
目
、
法
門
棟
梁
、
鼓
二
教
海
之
波
瀾
一、
粲
二
義
天
之

星
象
一。
能
事
云
畢
、撒
レ
手
便
行
。
八
十
年
標
月
指
、更
不
二
重
拈
一、五
千
巻
敲
門
瓦
、一
時
颺
下
。
跳
二
出
紅
爐
火
聚
一、自
然
戛
玉
鏗
金
。
正
恁
麼
時
、鈔
解
レ
疏
疏
解
レ
経
、

即
不
レ
問
。
且
道
、
経
解
二
甚
処
一。
良
久
云
、
瑠
璃
殿
上
無
二
知
識
一、
鶴
唳
鶯
啼
説
最
親
。

為
二
来
座
主
一。

従
上
来
事
、
無
レ
不
二
現
成
一、
一
時
毛
病
発
、
作
二
山
前
鵲
噪
鴉
鳴
一。
如
二
山
之
重
一、
若
二
羽
之
軽
一。
祥
風
吹
二
塔
戸
一、
嗅
骨
価
連
城
。
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為
二
禅
客
一。

問
在
二
答
処
一、
答
在
二
問
処
一。
失
二
却
話
頭
一、
以
レ
何
為
レ
拠
。
遊
二
巌
叢
一
兮
従
レ
汝
棲
、
切
忌
寒
猿
深
夜
啼
。

　

入
塔
の
法
語
と
は
亡
僧
の
遺
骨
を
墓
塔
に
納
め
る
際
に
唱
え
る
法
語
で
あ
る
。
最
初
の
入
塔
は
高
麗
国
（
朝
鮮
半
島
）
か
ら
到
っ
た
講
主
の
こ
と
か
も
知

れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
杭
州
銭
塘
県
に
存
し
た
恵
因
講
寺
（
俗
称
は
高
麗
寺
）
の
講
主
が
世
寿
八
〇
歳
ほ
ど
で
示
寂
し
た
際
に
な
し
た
入
塔
法
語
と
見
ら
れ

る）
36
（

。
つ
ぎ
は
□
来
と
い
う
座
主
の
入
塔
に
際
し
て
な
し
た
法
語
で
あ
り
、
三
番
目
は
修
行
半
ば
で
示
寂
し
た
一
介
の
禅
客
を
入
塔
し
た
際
に
な
し
た
法
語

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
入
塔
法
語
は
お
そ
ら
く
祖
泉
が
杭
州
銭
塘
県
の
霊
隠
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
と
き
に
執
り
行
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

宋
代
禅
僧
の
頌
古
を
集
め
た
『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
の
「
増
収
」
ま
た
は
「
続
収
」
の
箇
所
に
は
高
原
祖
泉
が
詠
じ
た
頌
古
が
若
干
な
が
ら
収
め
ら

れ
て
い
る
。『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻
六
「
西
天
初
祖
摩
訶
迦
葉
尊
者
」
の
項
の
「
続
収
」
部
分
に
は
、

迦
葉
因
阿
難
問
、
世
尊
伝
二
金
襴
一
外
、
別
伝
二
何
物
一。
迦
葉
召
二
阿
難
一。
難
応
諾
。
迦
葉
曰
、
倒
二
却
門
前
刹
竿
一
著
。

翡
翠
羽
毛
、
麒
麟
頭
角
。
弟
応
兄
呼
、
振
二
動
海
嶽
一。
路
遠
夜
長
休
レ
把
レ
火
、
倒
二
却
門
前
刹
竿
一
著
。　

高
原
泉
。（
卍
続
蔵
一
一
五
・
三
一
ｃ
）

と
い
う
「
迦
葉
倒
却
刹
竿
」
の
古
則
に
対
す
る
祖
泉
の
頌
古
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
巻
六
「
九
祖
伏
駄
蜜
多
尊
者
」
の
項
の
「
増
収
」
部
分
に
は
、

九
祖
伏
駄
蜜
多
尊
者
問
二
八
祖
佛
駄
難
提
一、
父
母
非
二
我
親
一、
誰
是
最
親
者
、
諸
仏
非
二
我
道
一、
誰
是
最
道
者
。
八
祖
以
レ
偈
答
。
汝
言
与
レ
心
親
、
父
母
非
レ
可
レ
比
。
汝

行
与
レ
道
合
、
諸
仏
心
即
是
。
外
求
二
有
相
仏
一、
与
レ
汝
不
二
相
似
一。
欲
レ
識
二
汝
本
心
一、
非
レ
合
亦
非
レ
離
。

父
母
分
明
非
二
我
親
一、
祖
師
肝
胆
向
レ
人
傾
。
直
下
若
能
親
薦
得
、
優
曇
華
発
火
中
春
。　

高
原
泉
。（
卍
続
蔵
一
一
五
・
三
一
ｄ
）

と
い
う
祖
泉
の
頌
古
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
頌
古
は
『
増
集
続
伝
燈
録
』
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻
一
五
「
潭
州
潙

山
霊
祐
禅
師
」
の
項
の
「
続
収
」
部
分
に
は
、

潭
州
潙
山
霊
祐
禅
師
〈
嗣
二
百
丈
一
〉
一
日
侍
立
。
百
丈
問
、
誰
。
師
曰
、
霊
祐
。
丈
曰
、
汝
撥
二
爐
中
一
有
レ
火
否
。
師
撥
曰
、
無
レ
火
。
丈
躬
起
深
撥
二
得
少
火
一、
挙
以

示
レ
之
曰
、
此
不
二
是
火
一。
師
発
悟
礼
謝
、
陳
二
其
所
解
一。
丈
曰
、
此
乃
暫
時
岐
路
耳
。
経
曰
、
欲
レ
見
二
仏
性
一、
当
レ
観
二
時
節
因
縁
一。
時
節
既
至
、
如
二
迷
忽
悟
一、
如
二

忘
忽
憶
一。
方
省
二
己
物
一、
不
二
従
レ
他
得
一。
故
祖
師
云
、
悟
了
同
二
未
悟
一、
無
レ
心
亦
無
レ
法
。
只
是
無
二
虚
妄
一、
凡
聖
等
心
。
本
来
心
法
、
元
自
備
足
。
汝
今
既
爾
、
善
自

護
持
。

拈
二
起
枯
柴
一
吹
両
吹
、
応
レ
時
星
焰
亘
レ
天
飛
。
可
レ
憐
癡
坐
囲
レ
爐
底
、
面
面
相
看
総
不
レ
知
。　

高
原
泉
。（
卍
続
蔵
一
一
五
・
八
八
ｄ
）

と
い
う
百
丈
懐
海
（
大
智
禅
師
、
七
四
九
―
八
一
四
）
と
潙
山
霊
祐
（
大
円
禅
師
、
七
七
一
―
八
五
三
）
に
因
む
「
百
丈
撥
火
」
の
古
則
に
対
す
る
頌
古
が
収
め
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ら
れ
て
い
る
。『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻
三
一
「
台
州
瑞
巌
師
彦
禅
師
」
の
項
に
は
、

台
州
瑞
巌
師
彦
禅
師
〈
嗣
二
巌
頭
一
〉。
師
尋
居
二
丹
丘
瑞
巌
一、
坐
二
磐
石
一、
終
日
如
レ
愚
。
每
日
喚
二
主
人
公
一、
復
応
諾
。
乃
曰
、
惺
惺
著
、
他
後
莫
レ
受
二
人
謾
一。

不
レ
施
二
棒
喝
一、
喚
二
主
人
公
一。
鵞
王
択
レ
乳
、
鴨
類
不
レ
同
。　

高
原
泉
。（
卍
続
蔵
一
一
五
・
一
九
三
ｄ
）

と
い
う
青
原
下
の
瑞
巌
師
彦
（
空
照
禅
師
）
に
因
む
「
瑞
巌
主
人
公
」
の
古
則
に
対
す
る
頌
古
が
残
さ
れ
て
い
る
。
師
彦
ゆ
か
り
の
古
刹
で
あ
る
台
州
瑞
巌

寺
に
住
持
し
た
祖
泉
に
と
っ
て
特
別
な
思
い
が
存
す
る
作
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻
三
五
「
益
州
青
城
香
林
院
澄
遠
禅
師
」
の

項
の
「
続
収
」
部
分
に
、

香
林
因
僧
問
、
如
何
是
衲
衣
下
事
。
師
曰
、
臘
月
火
焼
レ
山
。

臘
月
火
焼
レ
山
、
天
寛
与
二
地
寛
一。
常
啼
二
菩
薩
苦
一、
満
市
鬻
二
心
肝
一。　

高
原
泉
。（
卍
続
蔵
一
一
五
・
二
二
五
ｂ
）

と
い
う
雲
門
宗
の
香
林
澄
遠
（
九
〇
八
―
九
八
七
）
に
因
む
「
香
林
衲
衣
下
事
」
に
対
す
る
頌
古
が
存
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』

に
は
数
こ
そ
少
な
い
が
、
祖
泉
が
詠
じ
た
貴
重
な
頌
古
が
数
則
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
元
代
に
建
康
（
南
京
）
保
寧
禅
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
松
源
派
の
古
林
清
茂
（
金
剛
幢
、
扶
宗
普
覚
仏
性
禅
師
、
一
二
六
二
│
一
三
二
九
）
が
続
集
し
た
『
宗

門
統
要
続
集
』
巻
一
六
「
杭
州
龍
冊
寺
道
怤
禅
師
〈
即
鏡
清
也
〉」
の
章
に
、

師
在
二
雪
峯
一
因
普
請
次
、
峯
挙
、
潙
山
云
、
見
レ
色
便
見
レ
心
、
還
有
レ
過
也
無
。
師
云
、
古
人
為
二
什
麼
事
一。
峯
云
、
雖
二
然
如
一レ
此
、
我
要
二
共
レ
你
商
量
一。
師
云
、
若

与
麼
、
不
レ
如
二
某
甲
钁
レ
地
去
一。

〔
続
〕
霊
隠
泉
云
、
雪
峯
探
レ
竿
在
レ
手
、
影
草
随
レ
身
。
若
不
二
是
鏡
清
普
請
一、
幾
乎
狼
籍
。

と
い
う
拈
古
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
青
原
下
の
雪
峰
義
存
（
真
覚
大
師
、
八
二
二
―
九
〇
八
）
と
法
嗣
の
鏡
清
道
怤
（
順
徳
大
師
、
八
六
四
―
九
三
七
）
が
普
請

作
務
に
因
ん
で
な
し
た
問
答
に
対
し
て
霊
隠
□
泉
と
い
う
禅
者
が
古
則
の
拈
評
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
霊
隠
泉
と
は
霊
隠
寺
に
住
持
し
た
祖
泉
の
こ
と
を

指
し
て
い
る
と
目
さ
れ
る）
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。

　

さ
ら
に
日
本
の
南
北
朝
期
に
夢
窓
派
の
義
堂
周
信
（
空
華
道
人
、一
三
二
五
―
一
三
八
八
）
が
編
集
し
た
『
新
撰
貞
和
分
類
古
今
尊
宿
偈
頌
集
』
巻
上
「
知
事
」

に
「
高
原
泉
〈
宋
人
嗣
二
退
菴
一
〉」
の
作
と
し
て
、

謝
二
監
収
一。　

高
原
泉
〈
宋
人
嗣
二
退
菴
一
〉。

定
起
横
レ
身
報
二
不
平
一、
幸
逢
二
南
畝
已
西
成
一。
刈
レ
禾
鎌
子
如
能
用
、
何
必
吹
毛
耀
二
七
星
一。（
日
仏
全
八
八
・
三
〇
ｃ
）



一
六
二

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

と
い
う
偈
頌
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
同
じ
義
堂
周
信
編
集
『
重
刊
貞
和
類
聚
祖
苑
聯
芳
集
』
巻
五
「
知
事
」
に
も
「
謝
二
監
収
一。
高
原
泉
」（
卍
続
蔵

八
八
・
一
四
二
ａ
）
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

嘯
巌
文
蔚
の
法
諱
と
道
号

　

高
原
祖
泉
に
関
し
て
一
通
り
考
察
を
試
み
た
こ
と
か
ら
、
つ
ぎ
に
嘯
巌
文
蔚
に
つ
い
て
も
事
跡
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
人
は
郷
関
や
俗
姓
に
つ

い
て
は
一
切
知
ら
れ
て
い
な
い
。
法
諱
を
文
蔚
と
い
い
、
道
号
を
嘯
巌
と
称
し
て
い
る
。
嘯
巌
と
は
獅
子
や
虎
あ
る
い
は
狼
な
ど
が
遠
吠
え
し
て
い
る
巌

石
の
こ
と
で
あ
り
、
巌
盤
上
で
獅
子
吼
す
る
さ
ま
を
踏
ま
え
て
い
る
。
ま
た
文
蔚
の
「
蔚
」
と
は
草
木
が
盛
ん
に
茂
る
さ
ま
を
い
う
か
ら
、
嘯
巌
と
蔚
で

草
木
に
覆
わ
れ
た
巌
盤
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

蔚
の
語
を
法
諱
の
下
字
に
用
い
た
禅
者
と
し
て
は
、
文
蔚
の
ほ
か
に
元
末
明
初
に
活
躍
し
た
破
庵
派
（
幻
住
派
祖
）
の
中
峰
明
本
（
幻
住
老
人
、
普
応
国
師
、

一
二
六
三
―
一
三
二
三
）
の
法
孫
に
当
た
る
萬
峰
時
蔚
（
一
三
〇
三
―
一
三
八
一
）
が
存
し
て
い
る
。
一
方
、
文
蔚
と
同
じ
南
宋
中
期
に
嘯
巌
の
道
号
を
用
い
た

天
台
宗
の
教
僧
に
嘯
巌
文
虎
が
お
り
、
こ
の
人
の
道
号
と
法
諱
は
ま
さ
に
虎
が
吼
え
る
「
虎
嘯
」
の
語
に
由
来
し
て
い
る
。
文
虎
は
台
州
（
浙
江
省
）
天
台

県
の
県
城
中
の
東
掖
山
白
蓮
寺
（
白
蓮
道
場
）
に
化
導
を
敷
き
、
門
下
に
頑
空
智
覚
（
真
悟
大
師
）
を
輩
出
し
て
い
る
。
物
初
大
観
の
『
物
初
賸
語
』
卷
二
三

「
頑
空
法
師
塔
銘
」
に
頑
空
智
覚
の
伝
記
が
存
し
、
智
覚
が
東
掖
山
の
文
虎
の
も
と
で
な
し
た
事
跡
が
記
さ
れ
て
い
る）
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。
文
虎
に
関
し
て
も
文
蔚
と
同
じ
よ

う
に
事
跡
が
定
か
で
な
い
が
、
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
「
嘯
巌
」
の
道
号
を
持
つ
禅
僧
文
蔚
と
教
僧
文
虎
が
並
立
し
て
い
た
こ
と
に
は
興
味
深
い
も
の

が
あ
ろ
う）
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。嘯
巌
文
蔚
の
参
学
と
嗣
法

　

す
で
に
触
れ
た
ご
と
く
嘯
巌
文
蔚
が
法
を
嗣
い
だ
本
師
は
楊
岐
派
の
退
庵
道
奇
で
あ
る
が
、
そ
の
前
後
に
文
蔚
が
虎
丘
派
（
松
源
派
祖
）
の
松
源
崇
嶽
に

参
学
し
て
い
た
消
息
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。『
松
源
和
尚
語
録
』
巻
下
「
賛
仏
祖
」
に
、

文
蔚
侍
者
請
レ
賛
。

心
麁
胆
大
、
少
レ
実
多
レ
虚
。
瞎
二
衲
僧
眼
一、
断
二
肘
後
符
一。
臨
済
東
山
之
道
、
命
若
二
懸
絲
一。
念
念
刀
耕
二
火
種
一、
老
二
此
残
躯
一、
寥
落
林
泉
意
自
殊
。（
卍
続
蔵
一
二
一
・

三
一
二
ｃ
）



一
六
三

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

と
い
う
頂
相
自
賛
の
こ
と
ば
が
残
さ
れ
て
い
る
。
文
蔚
は
松
源
崇
嶽
の
法
嗣
た
ち
と
同
世
代
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
い
う
文
蔚
侍
者
と
い
う
の
が

文
蔚
の
こ
と
と
見
ら
れ
、
文
蔚
は
晩
年
に
近
い
頃
の
崇
嶽
の
も
と
で
侍
者
を
務
め
た
経
験
が
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
文
蔚
は
崇
嶽
に
参
学

し
て
頂
相
に
賛
を
得
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
崇
嶽
か
ら
深
く
信
認
を
得
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
一
方
、
如
浄
も
こ
の
頃
に
崇
嶽
に
参
学
し
て
お
り
、『
松

源
和
尚
語
録
』
巻
下
「
偈
頌
」
に
は
「
示
二
如
浄
禅
人
一
」（
卍
続
蔵
一
二
一
・
三
一
四
ｃ
）
と
題
し
た
偈
頌
が
載
せ
ら
れ
て
い
る）
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。
こ
の
間
、
如
浄
と
文
蔚
の

両
者
が
同
じ
崇
嶽
の
会
下
で
道
交
を
深
め
る
機
会
は
充
分
に
存
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

文
蔚
が
ど
の
よ
う
な
参
学
過
程
を
過
ご
し
た
か
順
序
な
ど
は
定
か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
崇
嶽
に
参
学
し
た
後
に
達
観
の
も
と
に
投
じ
た
も
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。「
天
童
山
息
菴
禅
師
塔
銘
」
に
は
文
蔚
の
こ
と
が
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
塔
銘
が
著
さ
れ
た
当
時
に
お
い
て
は
、
独
山
従
礼
ら
に

比
べ
て
達
観
の
門
人
の
中
で
文
蔚
は
い
ま
だ
注
目
さ
れ
る
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

天
衣
寺
と
文
蔚
の
活
動

　

す
で
に
触
れ
た
ご
と
く
『
増
集
続
伝
燈
録
』
を
は
じ
め
と
す
る
禅
宗
燈
史
や
日
本
で
編
纂
さ
れ
た
宗
派
図
な
ど
で
は
、
い
ず
れ
も
文
蔚
の
肩
書
き
を
天

衣
寺
の
住
持
と
し
て
伝
え
て
お
り
、
天
衣
寺
の
ほ
か
に
文
蔚
が
住
持
し
た
禅
刹
の
名
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
『
如
浄
和
尚
語
録
』
に
載
る
文
蔚

の
跋
文
も
天
衣
寺
住
持
と
し
て
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
日
本
の
道
元
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
宋
版
『
如
浄
和
尚
語
録
』
に
は
実
際
に
文
蔚
が

揮
毫
し
た
筆
跡
を
そ
の
ま
ま
版
木
に
起
こ
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
落
款
な
ど
も
押
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
中
「
慶
元
府
小
霊
隠
栢
巌
凝
禅
師
」
の
項
に
、

慶
元
府
小
霊
隠
栢
巌
凝
禅
師
、
性
簡
亢
無
レ
所
二
交
接
一。
乃
息
庵
法
嗣
。
住
二
金
文
一
日
、
提
綱
云
、
尽
大
地
是
箇
住
処
、
不
レ
用
二
強
安
排
一。
尽
大
地
是
箇
当
人
、
何
須
レ

求
二
影
迹
一。
東
辺
住
喚
作
二
東
辺
長
老
一、
西
辺
住
喚
作
二
西
辺
長
老
一。
翻
来
覆
去
、
横
倒
竪
直
。
一
月
之
間
、
做
二
出
許
多
不
唧
𠺕
一。
雖
レ
然
、
你
要
レ
見
二
凝
上
座
一、
又
却

在
二
那
辺
一
更
那
辺
。
你
不
レ
要
レ
見
、
又
却
在
二
你
諸
人
眉
毛
眼
睫
上
一、
如
レ
是
而
住
、
如
レ
是
而
説
。
一
箇
舌
頭
、
分
作
二
両
橛
一。
且
道
、
那
箇
舌
頭
。
顧
二
左
右
一
云
、
了
。

大
抵
歩
驟
熟
、
如
二
籋
レ
雲
汗
血
一、
無
二
蹇
態
一
也
。（
卍
続
蔵
一
四
八
・
八
一
ａ
）

と
あ
り
、
文
蔚
と
同
門
に
当
た
る
栢
巌
□
凝
が
息
庵
達
観
の
法
を
嗣
い
だ
後
、
明
州
（
慶
元
府
）
鄞
県
の
金
文
山
慧
照
寺
（
小
霊
隠
）
に
住
持
し
て
行
な
っ

た
「
提
綱
」
の
こ
と
ば
を
載
せ
て
い
る
。
栢
巌
□
凝
は
「
性
は
簡
亢
に
し
て
交
接
す
る
所
無
し
」
と
あ
る
か
ら
、
自
尊
心
に
満
ち
他
者
と
む
や
み
に
和
合

す
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
同
じ
く
達
観
に
学
ん
だ
同
学
の
文
蔚
に
も
他
と
む
や
み
に
妥
協
し
な
い
気
品
に
満
ち
た
一
面
が
存
し
た
の
か
も
知



一
六
四

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

れ
な
い
。嘯

巌
文
蔚
の
こ
と
ば

　

い
ま
一
つ
特
筆
す
べ
き
は
無
準
師
範
が
『
仏
鑑
禅
師
語
録
』
巻
五
「
序
跋
」
に
、

跋
二
嘯
巌
語
録
一。

嘯
巌
一
嘯
、
豈
止
聞
二
四
十
里
一。
直
得
、
三
千
刹
土
、
悉
皆
震
驚
、
猛
獣
竄
伏
、
飛
禽
墜
落
。
非
二
雷
霆
之
所
一レ
擬
。
今
既
滅
矣
、
餘
音
尚
存
、
殷
殷
谹
谹
、
殆
不
レ
可
レ
掩
。

眼
裏
聞
レ
声
者
、
当
二
自
甄
別
一。（
卍
続
蔵
一
二
一
・
四
七
九
ｄ
〜
四
八
〇
ａ
）

と
い
う
跋
文
を
残
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う）
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。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
文
蔚
に
は
生
前
の
こ
と
ば
を
ま
と
め
た
『
嘯
巌
和
尚
語
録
』
と
い
う
語
録
が
編
纂
さ
れ

た
こ
と
が
知
ら
れ
、
文
蔚
が
示
寂
し
て
後
に
そ
の
門
人
か
ら
依
頼
を
受
け
て
か
師
範
は
跋
文
を
寄
せ
て
い
る
。「
嘯
巌
語
録
に
跋
す
」
の
内
容
を
書
き
下
す

な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

嘯
巌
の
一
嘯
、
豈
に
止
だ
四
十
里
に
聞
こ
ゆ
る
の
み
な
ら
ん
や
。
直
に
得
た
り
、
三
千
刹
土
、
悉
く
皆
な
震
驚
し
、
猛
獣
は
竄
伏
し
、
飛
禽
は
墜
落
す
る
こ
と
を
。
雷

霆
の
擬
す
る
所
に
非
ず
。
今
既
に
滅
せ
る
も
、
餘
音
は
尚
お
存
し
、
殷
殷
谹
谹
と
し
て
、
殆
ん
ど
掩
う
べ
か
ら
ず
。
眼
裏
に
声
を
聞
く
者
、
当
に
自
ら
甄
別
す
べ
し
。

　

師
範
は
文
蔚
の
こ
と
ば
を
獅
子
吼
の
一
嘯
に
準
え
て
お
り
、
文
蔚
が
示
寂
し
た
後
も
そ
の
余
韻
が
広
く
諸
方
に
鳴
り
響
い
て
い
る
こ
と
を
百
獣
の
王
の

遠
吠
え
や
轟
く
雷
鳴
に
比
し
て
い
る
。『
嘯
巌
和
尚
語
録
』
が
現
今
に
残
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
師
範
が
跋
文
を
寄
せ
た
年
月
日
の
ほ
か
、
文
蔚
と
如
浄
の

関
わ
り
合
い
、
文
蔚
の
詳
細
な
こ
と
ば
や
事
蹟
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
蔚
の
交
友
関
係
な
ど
も
克
明
に
判
明
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
『
嘯
巌

和
尚
語
録
』
末
尾
に
「
嘯
巌
和
尚
行
状
」
か
「
嘯
巌
和
尚
塔
銘
」
と
い
っ
た
伝
記
史
料
が
付
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
存
し
よ
う
。

　
『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
下
「
嘯
巌
蔚
禅
師
示
衆
」
の
項
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
蔚
の
説
示
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

嘯
巌
蔚
禅
師
示
レ
衆
云
、
一
年
三
百
六
十
日
、
今
朝
恰
是
結
交
時
。
且
道
、
天
衣
将
レ
甚
与
レ
人
分
歳
。
拈
二
拄
杖
一
云
、
一
不
レ
做
、
二
不
レ
休
、
爛
二
烹
石
虎
一、
活
二
剥
泥

牛
一。
已
是
満
盤
釘
出
了
也
。
卓
二
拄
杖
一
云
、
三
徳
六
味
、
施
二
仏
及
僧
一、
法
界
有
情
、
普
同
二
供
養
一。
若
是
粘
レ
牙
帯
レ
歯
漢
、
応
レ
笑
二
家
風
冷
淡
一。
一
咬
見
レ
骨
底
、
自

然
楽
以
忘
レ
憂
。
雖
二
然
如
一レ
是
、
明
年
更
有
二
新
條
一
在
、
悩
二
乱
春
風
一
卒
未
レ
休
。
嘯
巌
語
言
、
如
下
嵆
康
長
七
尺
八
寸
、
美
二
音
気
一
好
中
容
色
上
、
土
二
木
形
骸
一
不
二

自
藻
飾
一。
人
以
為
二
龍
章
鳳
姿
天
質
自
然
一
也
。
烏
虖
可
レ
不
レ
敬
哉
。（
卍
続
蔵
一
四
八
・
八
八
ｂ
）

　

こ
れ
は
文
蔚
が
越
州
天
衣
寺
で
な
し
た
示
衆
の
こ
と
ば
と
そ
の
評
価
で
あ
っ
て
、
書
き
下
し
て
み
る
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
な
ろ
う
。



一
六
五

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

嘯
巌
蔚
禅
師
、
衆
に
示
し
て
云
く
、「
一
年
三
百
六
十
日
、
今
朝
は
恰
も
是
れ
結
交
の
時
な
り
。
且
ら
く
道
え
、
天
衣
は
甚
を
将
て
か
人
と
分
歳
せ
ん
」
と
。
拄
杖
を
拈

じ
て
云
く
、「
一
も
做
さ
ず
ば
、
二
も
休
せ
ず
、
石
虎
を
爛
烹
し
、
泥
牛
を
活
剥
す
。
已
是
に
盤
に
満
ち
て
釘
出
し
了
わ
れ
り
」
と
。
拄
杖
を
卓
し
て
云
く
、「
三
徳
六

味
を
ば
、
仏
及
び
僧
に
施
し
、
法
界
の
有
情
、
普
く
供
養
を
同
じ
く
す
。
若
し
是
れ
牙
に
粘
し
歯
に
帯
る
漢
な
ら
ば
、
応
に
家
風
の
冷
淡
な
る
を
笑
う
べ
し
。
一
咬
に

て
骨
を
見
る
底
、
自
然
に
楽
し
み
て
以
て
憂
い
を
忘
れ
ん
。
是
の
如
し
と
雖
然
も
、
明
年
更
に
新
條
有
ら
ん
、
春
風
を
悩
乱
し
て
卒
に
未
だ
休
せ
ず
」
と
。

嘯
巌
の
語
言
は
、
嵆
康
が
長
は
七
尺
八
寸
に
し
て
、
音
気
を
美
め
容
色
を
好
む
が
如
し
。
形
骸
を
土
木
し
、
自
ら
藻
飾
せ
ず
、
人
以
て
龍
章
鳳
姿
、
天
質
自
然
な
り
と

為
す
。
烏
虖
、
敬
わ
ざ
る
べ
け
ん
や
。

　

文
蔚
が
「
天
衣
」
と
自
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
衣
寺
で
行
な
っ
た
示
衆
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
三
徳
六
味
、
施
仏
及
僧
、
法
界
有
情
、
普
同

供
養
」
と
は
禅
宗
の
清
規
に
載
る
「
施
食
偈
文
」
の
引
用
で
あ
る）
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。
枯
崖
円
悟
は
文
蔚
の
こ
と
ば
を
敬
っ
て
竹
林
の
七
賢
の
ひ
と
り
嵆
康
（
字
は
叔
夜
、
二

二
三
│
二
六
二
）
に
準
え
て
い
る
が
、
嵆
康
に
は
文
集
に
『
嵆
中
散
集
』
が
存
し
て
い
る
。
枯
崖
円
悟
は
文
蔚
が
清
貧
な
禅
風
を
振
る
っ
て
飾
ら
な
い
性
格

で
あ
っ
た
こ
と
を
称
え
て
い
る
。

　

一
方
、『
増
集
続
伝
燈
録
』
に
載
る
文
蔚
の
上
堂
を
書
き
下
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

上
堂
に
、
雲
門
和
尚
、
衆
に
示
し
て
云
く
、「
人
人
尽
く
光
明
有
り
、
看
る
時
は
見
え
ず
、
暗
昏
昏
た
り
、
作
麼
生
か
是
れ
諸
人
が
自
己
の
光
明
」
と
。
自
ら
代
わ
り
て

云
く
、「
厨
庫
山
門
」
と
。
又
た
云
く
、「
好
事
は
無
き
に
如
か
ず
」
と
。
師
頌
し
て
曰
く
、「
人
人
尽
く
光
明
有
り
、
看
る
時
は
見
え
ず
暗
昏
昏
た
り
。
山
門
と
廚
庫
と

を
踢
倒
せ
ば
、
此
の
時
、
明
暗
は
自
然
に
分
か
た
ん
」
と
。

　

こ
れ
は
雲
門
宗
祖
の
雲
門
文
偃
（
匡
真
大
師
、
八
六
四
―
九
四
九
）
の
「
雲
門
厨
庫
山
門
」
の
古
則
を
取
り
上
げ
て
頌
古
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
に

は
上
堂
で
は
な
く
頌
古
と
し
て
載
せ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
に
は
文
蔚
が
詠
じ
た
貴
重
な
頌
古
二
作
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻
一
六
「
宣
州
刺
史
陸
亘
大
夫
」

の
項
の
「
続
収
」
部
分
に
は
、

陸
大
夫
問
二
南
泉
一
曰
、
肇
法
師
也
甚
奇
怪
、
解
道
二
天
地
同
根
万
物
一
体
一。
泉
指
二
庭
前
牡
丹
一
曰
、
大
夫
、
時
人
見
二
此
一
株
花
一、
如
レ
夢
相
似
。

　

天
地
同
根
元
一
体
、
画
師
難
レ
画
亦
難
レ
描
。
南
泉
転
レ
歩
移
レ
身
処
、
引
三
得
黄
鸎
下
二
柳
條
一。　

嘯
巌
蔚
。（
卍
続
蔵
一
一
五
・
九
九
ｄ
）

と
い
う
南
泉
普
願
（
王
老
師
、七
四
八
―
八
三
四
）
と
宣
州
刺
史
陸
亘
に
因
む
「
南
泉
牡
丹
」
に
対
す
る
頌
古
が
存
し
て
い
る
。
同
じ
く
『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』

巻
三
二
「
韶
州
雲
門
文
偃
禅
師
」
の
項
の
「
続
収
」
部
分
に
も
、



一
六
六

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

韶
州
雲
門
文
偃
禅
師
〈
嗣
二
雪
峯
一
〉
示
レ
衆
曰
、
人
人
自
有
二
光
明
一
在
、
看
時
不
レ
見
暗
昏
昏
。
作
麽
生
是
諸
人
自
己
光
明
。
自
代
云
、
厨
庫
三
門
。
又
云
、
好
事
不
レ

如
レ
無
。

　

人
人
尽
有
二
光
明
一
在
、
看
時
不
レ
見
暗
昏
昏
、
踢
三
倒
山
門
与
二
厨
庫
一、
此
時
明
暗
自
然
分
。　

蔚
嘯
巌
。（
卍
続
蔵
一
一
五
・
二
〇
四
ａ
）

と
い
う
雲
門
文
偃
に
因
む
「
雲
門
厨
庫
三
門
」
に
対
す
る
頌
古
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、こ
れ
は
先
の
ご
と
く
『
増
集
続
伝
燈
録
』
に
載
る
「
雲
門
厨
庫
山
門
」

に
因
む
示
衆
と
同
じ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
に
載
る
「
嘯
巌
蔚
禅
師
示
衆
」
や
『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
に
載
る
嘯
巌
蔚
（
ま
た
は
蔚
嘯
巌
）
が
詠
じ
た
頌
古
は
『
嘯

巌
和
尚
語
録
』
か
ら
抜
粋
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
枯
崖
円
悟
も
実
際
に
『
嘯
巌
和
尚
語
録
』
を
閲
覧
し
、
そ
こ
か
ら
文
蔚
の
代
表
的
な
こ
と
ば
を
採
録

し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

嘯
巌
文
蔚
が
『
如
浄
和
尚
語
録
』
に
跋
文
を
寄
せ
る

　

つ
ぎ
に
高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚
が
『
如
浄
和
尚
語
録
』
に
跋
文
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
別
個
に
考
察
を
な
し
て
お
き
た
い
。
は
じ
め
に
跋
文
を

寄
せ
た
の
は
文
蔚
で
あ
り
、『
如
浄
和
尚
語
録
』
巻
頭
（
一
に
末
尾
）
に
は
、

獅
子
吼
無
畏
説
、
百
獣
聞
レ
之
皆
脳
裂
。
天
衣
挙
似
箇
中
人
、
邁
レ
古
超
レ
今
離
二
途
轍
一。

紹
定
戊
子
中
秋
、
天
衣
住
山
比
丘
文
蔚
謹
跋
。（
大
正
蔵
四
八
・
一
三
三
ａ
）

獅
子
吼
無
畏
の
説
、
百
獣
、
之
れ
を
聞
い
て
皆
な
脳
裂
す
。
天
衣
、
挙
似
す
、
箇
中
の
人
。
古
を
邁
ぎ
今
を
超
え
て
途
轍
を
離
る
。

紹
定
戊
子
の
中
秋
、
天
衣
住
山
比
丘
の
文
蔚
、
謹
ん
で
跋
す
。

と
い
う
天
衣
寺
の
文
蔚
が
紹
定
元
年
（
一
二
二
八
）
八
月
一
五
日
（
中
秋
）
に
撰
し
た
跋
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る）
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。
と
き
あ
た
か
も
如
浄
が
宝
慶
三
年
（
一
二

二
七
）
七
月
一
七
日
に
六
六
歳
で
示
寂
し
て
一
年
あ
ま
り
が
過
ぎ
て
お
り
、
跋
文
の
依
頼
者
は
最
初
に
天
衣
寺
の
文
蔚
の
も
と
を
訪
ね
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
文
蔚
自
身
が
「
謹
ん
で
跋
す
」
と
書
き
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
蔚
が
寄
せ
た
の
は
明
確
に
跋
文
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
如

浄
の
門
人
た
ち
は
こ
の
間
に
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
刊
行
に
向
け
て
編
集
作
業
を
進
め
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
、
如
浄
の
小
祥
忌
（
一
周
忌
）
の
法
要
を
務

め
た
後
、
如
浄
門
下
の
禅
者
の
ひ
と
り
が
語
録
の
写
本
を
携
え
て
越
州
天
衣
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
文
蔚
の
も
と
を
訪
れ
て
語
録
に
跋
文
を
依
頼
し
て
い
る

こ
と
に
な
ろ
う
。



一
六
七

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

　

こ
の
と
き
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
素
本
を
手
に
天
衣
寺
に
赴
い
た
如
浄
門
下
の
禅
者
が
誰
で
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
そ
の
人
物
は
亡
き
如
浄

の
意
向
を
受
け
て
か
、
あ
る
い
は
如
浄
ゆ
か
り
の
禅
刹
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
天
衣
寺
の
文
蔚
に
跋
文
を
求
め
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
な
ぜ
五
山
十

刹
で
も
な
い
越
州
天
衣
寺
の
住
持
文
蔚
を
そ
の
対
象
と
し
た
の
か
は
こ
れ
ま
で
定
か
で
な
か
っ
た
が
、
す
で
に
触
れ
た
ご
と
く
天
衣
寺
が
如
浄
の
出
生
に

ま
つ
わ
る
有
縁
の
寺
院
で
あ
っ
た
と
い
う
背
景
を
踏
ま
え
て
、
如
浄
会
下
の
門
人
た
ち
が
天
衣
寺
の
文
蔚
こ
そ
適
任
で
あ
る
と
解
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
も
っ

と
も
納
得
が
い
く
説
と
な
ろ
う
。

　

文
蔚
の
跋
文
は
わ
ず
か
四
句
の
偈
頌
の
か
た
ち
を
取
っ
て
お
り
、
最
初
に
六
祖
下
の
永
嘉
玄
覚
（
真
覚
大
師
、
無
相
大
師
、
？
―
七
一
三
）
の
『
証
道
歌
』

に
「
師
子
吼
無
畏
説
、
百
獣
聞
レ
之
皆
脳
裂
」（
大
正
蔵
五
一
・
四
六
〇
ｂ
）
と
あ
る
語
句
を
挙
げ
、
さ
ら
に
「
天
衣
、
挙
似
す
、
箇
中
の
人
。
古
を
邁
ぎ
今
を

超
え
て
途
轍
を
離
る
」
と
述
べ
て
箇
中
の
人
で
あ
る
如
浄
が
示
す
こ
と
ば
の
奥
深
さ
を
称
え
て
い
る
。
文
蔚
と
し
て
は
如
浄
が
真
に
仏
法
を
体
現
し
、
古

今
を
超
越
し
規
格
を
絶
し
た
す
ぐ
れ
た
禅
匠
で
あ
る
と
称
え
、
そ
の
語
録
を
推
奨
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る）
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ち
な
み
に
『
如
浄
和
尚
語
録
』「
臨
安
府
浄
慈
禅
寺
語
」
に
は
「
清
禅
師
帰
二
水
庵
塔
一
上
堂
」（
大
正
蔵
四
八
・
一
二
四
ｂ
）
が
存
す
る
が
、
清
禅
師
と
は

楊
岐
派
の
水
庵
師
一
（
一
一
〇
七
―
一
一
七
六
）
の
法
を
嗣
い
だ
簡
庵
嗣
清
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
嗣
清
は
息
庵
達
観
と
同
門
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、文
蔚
に
と
っ

て
法
叔
と
い
う
こ
と
に
な
る）
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高
原
祖
泉
が
『
如
浄
和
尚
語
録
』
に
跋
文
を
寄
せ
る

　

高
原
祖
泉
が
杭
州
霊
隠
寺
に
住
持
し
て
い
た
時
期
に
な
し
た
事
跡
と
し
て
最
も
特
筆
す
べ
き
は
、
如
浄
の
語
録
で
あ
る
『
如
浄
和
尚
語
録
』
に
跋
文
を

寄
せ
、
し
か
も
そ
の
『
如
浄
和
尚
語
録
』
全
体
の
校
勘
を
な
し
て
い
る
事
実
で
あ
ろ
う
。『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
末
尾
（
一
に
冒
頭
）
に
は
、

浄
禅
師
得
二
無
師
句
一、
用
二
逸
格
機
一。
婁
至
徳
已
前
、
青
葉
髻
之
後
、
突
二
出
無
面
目
底
一。
慥
暴
生
獰
、
通
身
是
眼
、
要
レ
看
二
是
録
一、
予
保
、
渠
未
三
夢
見
二
此
老
脚
跟
下

汗
臭
気
一
在
。

紹
定
改
元
開
爐
日
、
霊
隠
高
原
祖
泉
敬
跋
。（
大
正
蔵
四
八
・
一
三
三
ａ
）

浄
禅
師
、
無
師
の
句
を
得
て
、
逸
格
の
機
を
用
ゆ
。
婁
至
徳
已
前
、
青
葉
髻
の
後
、
無
面
目
底
を
突
出
す
。
慥
暴
生
獰
に
し
て
、
通
身
是
れ
眼
と
な
り
て
、
是
の
録
を

看
ん
と
要
す
る
も
、
予
保
せ
ん
、
渠
は
未
だ
夢
に
も
此
の
老
の
脚
跟
下
の
汗
臭
気
を
見
ざ
る
こ
と
を
。

紹
定
改
元
の
開
爐
日
、
霊
隠
の
高
原
祖
泉
、
敬
ん
で
跋
す
。



一
六
八

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

と
あ
り
、
紹
定
元
年
（
一
二
二
八
）
一
〇
月
一
日
の
開
爐
日
に
祖
泉
は
霊
隠
寺
の
住
持
と
し
て
跋
文
を
寄
せ
て
い
る）

46
（

。
先
の
ご
と
く
越
州
紹
興
府
山
陰
県
の

法
華
山
天
衣
寺
に
て
嘯
巌
文
蔚
が
『
如
浄
和
尚
語
録
』
に
跋
文
を
寄
せ
て
よ
り
一
ヶ
月
半
後
の
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
同
一
人
物
が
越
州
天
衣
寺
を
訪

れ
て
文
蔚
か
ら
跋
文
を
得
た
後
、
時
を
経
ず
杭
州
霊
隠
寺
へ
と
赴
い
て
祖
泉
に
も
同
じ
く
跋
文
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

如
浄
が
示
寂
し
て
ま
も
な
い
紹
定
元
年
の
頃
、
禅
宗
五
山
に
住
持
を
務
め
て
い
た
禅
者
と
し
て
は
、
霊
隠
寺
の
祖
泉
の
ほ
か
に
、
杭
州
餘
杭
県
の
径
山

興
聖
万
寿
寺
（
五
山
第
一
位
）
で
は
大
慧
派
の
浙
翁
如
琰
（
仏
心
禅
師
、一
一
五
一
―
一
二
二
五
）
の
後
を
受
け
て
同
門
の
少
林
妙
崧
（
仏
行
禅
師
、？
―
一
二
三
二
）

が
住
持
し
て
い
る）

47
（

。
明
州
鄞
県
の
天
童
山
景
徳
寺
（
五
山
第
三
位
）
で
は
如
浄
の
後
席
を
継
い
だ
虎
丘
派
の
枯
禅
自
鏡
（
？
―
一
二
二
八
）
が
示
寂
し
、
虎
丘

派
の
晦
巌
大
光
が
新
た
に
住
持
と
し
て
入
院
し
た
直
後
に
当
た
っ
て
い
る）

48
（

。
ま
た
杭
州
銭
塘
県
の
南
屏
山
浄
慈
報
恩
光
孝
寺
（
五
山
第
四
位
）
で
は
如
浄
の

後
席
を
継
い
だ
破
庵
派
の
石
田
法
薫
（
一
一
七
一
―
一
二
四
五
）
が
な
お
住
持
を
継
続
し
て
い
る
。
明
州
鄞
県
の
阿
育
王
山
広
利
寺
（
五
山
第
五
位
）
で
は
「
前

住
天
童
浄
和
尚
遺
書
至
上
堂
」
を
行
な
っ
た
破
庵
派
の
無
準
師
範
（
仏
鑑
禅
師
、
一
一
七
七
―
一
二
四
九
）
が
い
ま
だ
住
持
を
務
め
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
で
霊
隠
寺
の
祖
泉
が
『
如
浄
和
尚
語
録
』
に
跋
文
を
寄
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
祖
泉
が
当
代
を
代
表
す
る
禅
匠
で
あ
っ
た
点

が
第
一
で
あ
ろ
う
。
石
田
法
薫
や
無
準
師
範
は
同
じ
蜀
僧
と
し
て
祖
泉
に
敬
意
を
払
っ
て
い
る
。
加
え
て
霊
隠
寺
の
あ
る
杭
州
銭
塘
県
の
地
が
宋
版
を
開

版
す
る
の
に
最
も
適
し
た
地
で
あ
っ
た
点
も
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
如
浄
が
生
前
に
祖
泉
と
ど
の
く
ら
い
親
し
い
道
交
を
な
し
て
い
た
の
か
は
定
か
で
な
い

が
、
す
で
に
触
れ
た
ご
と
く
祖
泉
も
ま
た
越
州
天
衣
寺
に
住
持
し
た
経
緯
が
存
し
て
い
る
。
天
衣
寺
と
如
浄
の
因
縁
を
踏
ま
え
て
如
浄
門
下
の
人
々
は
祖

泉
こ
そ
如
浄
の
語
録
に
跋
文
を
寄
せ
る
に
相
応
し
い
禅
匠
と
し
て
白
羽
の
矢
を
当
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
祖
泉
は
如
浄
の
門
人
か
ら
跋
文
の
依

頼
を
受
け
た
際
に
、
お
そ
ら
く
快
く
こ
れ
を
受
諾
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
と
き
祖
泉
は
如
浄
が
生
前
に
自
ら
嗣
承
香
を
焚
か
ず
、
逸
群
の
は
た
ら
き
を
な
し
た
事
跡
を
踏
ま
え
て
か
「
無
師
の
句
を
得
、
逸
格
の
機
を
用
ゆ
」

と
評
し
て
い
る
。「
無
師
の
句
」
と
は
如
浄
が
生
前
に
嗣
承
香
を
焚
か
ず
、
独
特
の
禅
機
を
振
る
っ
た
こ
と
を
言
い
、
涅
槃
堂
で
初
め
て
本
師
足
庵
智
鑑
に

対
し
て
拈
香
し
て
師
恩
に
酬
い
た
因
縁
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
ろ
う）

49
（

。「
婁
至
徳
已
前
」
と
は
婁
至
徳
如
来
の
出
世
す
る
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、
婁
至
徳
如

来
と
は
現
在
賢
劫
中
の
千
仏
の
中
で
最
後
の
仏
を
い
う
。
ま
た
「
青
葉
髻
之
後
」
と
は
青
葉
髻
王
如
来
が
出
世
し
て
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
青
葉
髻
王
如

来
と
は
未
来
仏
の
名
で
あ
り
、『
大
乗
悲
分
陀
利
経
』
巻
四
「
千
童
子
受
記
品
」（
大
正
蔵
三
・
二
六
一
ａ
〜
二
六
四
ａ
）
に
婁
至
徳
如
来
と
と
も
に
そ
の
名
が

見
え
る
。
か
つ
て
祖
泉
に
参
学
し
た
破
庵
派
の
西
巌
了
慧
は
『
西
巌
和
尚
語
録
』
巻
上
「
瑞
巌
山
開
善
禅
寺
語
録
」
の
「
元
宵
上
堂
」
に
て
、

元
宵
上
堂
、
謝
二
都
寺
一
斎
。
人
間
共
賞
二
元
宵
一、
瑞
巌
本
光
現
瑞
。
屋
上
山
橋
下
水
、
三
門
八
字
打
開
。
左
右
青
葉
婁
至
、
頭
頂
レ
天
脚
踏
レ
地
。
陳
如
覰
二
破
香
積
厨
一、



一
六
九

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

釈
迦
不
レ
受
二
然
燈
記
一。（
卍
続
蔵
一
二
二
・
一
七
七
ｂ
〜
ｃ
）

と
述
べ
て
お
り
、
三
門
（
山
門
）
の
左
右
に
ど
っ
か
り
と
佇
む
金
剛
力
士
像
を
青
葉
髻
王
如
来
と
婁
至
徳
如
来
の
化
身
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る）

50
（

。
ま
た
祖

泉
は
「
慥
暴
生
獰
」
の
語
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
勇
猛
果
敢
な
意
で
あ
り
、
後
に
如
浄
門
下
の
無
外
義
遠
（
？
―
一
二
六
六
）
も
『
永
平
元
禅
師
語
録
』

の
序
文
に
こ
の
語
を
寄
せ
て
い
る）

51
（

。

祖
泉
が
『
如
浄
和
尚
語
録
』
を
校
勘
す
る

　

跋
文
を
揮
毫
し
た
後
、
祖
泉
は
さ
ら
に
『
如
浄
和
尚
語
録
』
を
全
体
に
わ
た
っ
て
校
勘
し
て
い
る
。
校
勘
と
は
校
訂
と
も
い
い
、
刊
行
出
版
す
る
典
籍

を
全
体
的
に
閲
覧
し
、
文
字
の
移
動
や
体
裁
な
ど
を
調
え
る
こ
と
で
あ
り
、
禅
籍
の
出
版
に
際
し
て
は
著
名
な
禅
僧
か
ら
閲
覧
校
合
を
行
な
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
通
例
と
な
っ
て
い
た）

52
（

。
如
浄
門
下
の
人
々
は
霊
隠
寺
の
祖
泉
に
跋
文
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
祖
泉
に
語
録
全
体
の
校
訂
を
も
依
頼
し
た

わ
け
で
あ
る
。『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
巻
末
に
、

歳
次
己
丑
六
月
初
伏
日
、
小
師
広
宗
募
刻
レ
板
。
臨
安
府
霊
隠
景
徳
禅
寺
祖
泉
校
勘
焉
。（
大
正
蔵
四
八
・
一
三
三
ａ
）

と
い
う
刊
記
の
こ
と
ば
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
紹
定
二
年
（
一
二
二
九
）
初
伏
日
す
な
わ
ち
六
月
、
夏
至
の
後
の
第
三
庚
の
日
に
、
如
浄
の
小
師
で
あ
っ
た

広
宗
が
勧
募
し
て
版
を
刻
ん
だ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
小
師
と
は
剃
度
の
弟
子
の
こ
と
で
あ
り
、
広
宗
は
如
浄
の
も
と
で
剃
髪
得
度
し
た
子
飼
い
の
門
人

で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
そ
の
事
跡
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
募
刻
と
は
広
く
人
々
か
ら
浄
財
を
募
っ
て
出
版
刊
行
に
漕
ぎ
着
け
る
こ
と
で
あ
り
、
募
刊
あ
る

い
は
捐
刊
と
も
い
う）

53
（

。

　

そ
れ
よ
り
先
、祖
泉
が
霊
隠
寺
の
住
持
と
し
て
『
如
浄
和
尚
語
録
』
を
校
勘
し
て
い
る
事
実
が
知
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
状
況
的
に
祖
泉
が
『
如

浄
和
尚
語
録
』
を
校
勘
し
た
の
は
紹
定
元
年
一
〇
月
に
跋
文
を
寄
せ
て
か
ら
紹
定
二
年
の
年
頭
頃
ま
で
の
間
に
限
ら
れ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
し
か
も
祖

泉
は
『
如
浄
和
尚
語
録
』
が
刊
行
さ
れ
る
の
を
目
前
に
、
そ
の
完
成
を
見
る
こ
と
な
く
残
念
な
が
ら
遷
化
の
と
き
を
迎
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
祖
泉
が
生

涯
で
最
後
に
記
し
た
文
章
が
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
で
あ
り
、
最
後
に
な
し
た
業
績
が
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
校
勘
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
『
如
浄
和
尚
語
録
』
に
跋
文
を
寄
せ
、
字
句
の
校
勘
ま
で
な
し
た
こ
と
で
、
高
原
祖
泉
と
い
う
禅
僧
の
名
は
中
国
・
日
本
の
禅
宗
史
上
に
し
っ
か
り
と
名

を
留
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
。
残
念
な
が
ら
、
祖
泉
が
如
浄
そ
の
人
と
ど
の
よ
う
な
接
点
が
存
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
明
確
で
な
い
が
、
修
行
時

代
や
住
持
期
に
何
ら
か
の
接
点
が
存
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
如
浄
出
生
に
ま
つ
わ
る
越
州
天
衣
寺
の
存
在
が
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
編
集
・
刊
行



一
七
〇

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

に
も
大
き
く
関
与
し
て
い
た
も
の
と
解
し
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
考
察
し
て
き
た
ご
と
く
楊
岐
派
の
高
原
祖
泉
は
如
浄
が
示
寂
し
た
南
宋
中
期
の
頃
、
第
一
等
の
宗
師
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
同
世
代
の
癡
絶

道
冲
や
無
準
師
範
は
祖
泉
と
同
じ
く
四
川
出
身
の
蜀
僧
で
あ
っ
た
が
、
祖
泉
よ
り
長
命
を
保
っ
て
活
躍
し
て
い
る
。
祖
泉
は
五
山
第
二
位
の
杭
州
霊
隠
寺

の
住
持
と
し
て
『
如
浄
和
尚
語
録
』
に
跋
文
を
寄
せ
る
と
と
も
に
、
語
録
の
校
勘
を
な
し
た
も
の
の
、
そ
の
直
後
に
遷
化
し
て
い
る
。
世
寿
は
定
か
で
な

い
が
、
六
〇
歳
前
後
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
い
ま
暫
く
存
命
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
化
導
の
場
を
広
げ
て
活
躍
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
の
嘯
巌
文
蔚
は
詳
し
い
足
跡
が
定
か
で
な
い
が
、
如
浄
が
示
寂
し
た
頃
に
越
州
天
衣
寺
の
住
持
を
務
め
て
い
た
が
た
め
に
、『
如
浄
和
尚
語
録
』
に

跋
文
を
寄
せ
る
好
因
縁
に
恵
ま
れ
た
。
文
蔚
に
は
『
嘯
巌
和
尚
語
録
』
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、こ
の
語
録
が
後
世
に
残
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、

文
蔚
の
足
跡
は
も
ち
ろ
ん
、
天
衣
寺
の
こ
と
や
如
浄
と
の
関
わ
り
な
ど
も
詳
し
く
辿
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　

平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）
六
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
永
平
寺
史
料
全
書
・
禅
籍
編
』
第
一
巻
に
「
如
浄
和
尚
語
録
断
簡
」（
九
〇
一
頁
〜
九
二
六
頁
）
が
収
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
渡
来
僧
寂
円
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
断
簡
の
末
尾
に
は
高
原
祖
泉
の
跋
文
も
書
き
写
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

筆
写
体
の
ま
ま
返
り
点
な
ど
を
付
せ
ず
に
示
す
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

浄
禪
師
得
無
師
句
、
用
逸
格
機
。
婁
至
德
已
前
、
青
葉
髻
之
後
、
突
出
無
面
目
底
。
慥
暴
生
獰
、
通
身
是
眼
、
要
看
是
録
、
予
保
、
渠
未
夢
見
此
老
脚
跟
下
汗
臭
氣
在
。

紹
定
改
元
開
炉
日
、
靈
隱
髙
原
祖
泉
敬
跋
。

印
文
﹇
高
原
﹈　

印
文
﹇
祖
泉
﹈

　
　
　
　

朱
印
文
﹇
寂
圓
﹈

　

毛
筆
体
で
丁
寧
に
浄
書
さ
れ
て
お
り
、し
か
も
印
文
「
高
原
」「
祖
泉
」
の
落
款
を
形
に
沿
っ
て
書
写
し
た
後
に
、さ
ら
に
行
を
改
め
て
尾
丁
に
朱
印
文
「
寂

円
」（
正
確
に
は
「
寂
圓
」
と
あ
る
）
と
刻
ま
れ
た
落
款
が
押
さ
れ
て
い
る）

54
（

。
大
本
山
永
平
寺
様
の
御
許
可
を
得
て
、
そ
の
影
印
を
本
論
文
の
末
尾
に
載
せ
て

お
い
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

　

日
本
に
渡
来
す
る
直
前
、
寂
円
は
南
宋
禅
林
の
趨
勢
を
直
に
知
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
あ
え
て
振
り
切
っ
て
紹
定
元
年
（
日
本
の
安
貞
二
年
、
一
二
二
八
）

に
二
二
歳
の
若
さ
で
日
本
へ
と
向
か
い
、
道
元
の
も
と
で
修
行
す
る
道
を
選
ん
で
い
る）

55
（

。
当
時
の
南
宋
五
山
に
如
何
な
る
禅
者
が
化
導
を
敷
い
て
い
た
の
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か
を
寂
円
は
よ
く
認
識
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
当
然
、
紹
定
元
年
の
当
時
、
霊
隠
寺
の
現
住
持
を
務
め
て
評
価
の
高
か
っ
た
祖
泉
の
こ
と
は
遠
く

伝
え
聞
い
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
如
浄
門
下
の
人
々
が
祖
泉
に
跋
文
を
依
頼
す
る
意
向
で
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

　

仁
治
三
年
（
南
宋
の
淳
祐
二
年
、
一
二
四
二
）
八
月
に
宋
版
『
如
浄
和
尚
語
録
』
が
南
宋
か
ら
遠
く
日
本
の
道
元
の
も
と
に
齎
さ
れ
た
と
き
、
寂
円
は
道
元

に
懇
願
し
て
こ
れ
を
率
先
し
て
浄
書
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
寂
円
は
洛
南
（
京
都
市
）
深
草
の
観
音
導
利
院
興
聖
宝
林
寺
や
越
前
（
福
井
県
）
志
比
荘
の
吉

祥
山
永
平
寺
に
お
い
て
如
浄
を
祀
る
承
陽
庵
の
塔
主
（
守
塔
比
丘
）
の
要
職
を
務
め
て
い
た
と
さ
れ
る
。
寂
円
は
宋
版
『
如
浄
和
尚
語
録
』
を
永
平
寺
で
浄

書
し
た
の
で
あ
り
、
宋
版
刊
本
と
は
別
に
浄
書
写
本
と
し
て
一
冊
を
残
し
た
わ
け
で
あ
る
。
浄
書
写
本
の
全
体
は
残
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
断
簡
が
辛

う
じ
て
現
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
宋
版
『
如
浄
和
尚
語
録
』
自
体
も
現
今
に
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
寂
円
が
真
摯
に
書
写
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
永
平

寺
所
蔵
『
如
浄
和
尚
語
録
』
断
簡
写
本
は
宋
版
の
雰
囲
気
を
い
ま
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る
。
し
か
も
高
原
祖
泉
の
跋
文
の
部
分
が
幸
い
に
も
そ
の
中
に
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
祖
泉
の
思
い
が
八
世
紀
も
の
歳
月
を
越
え
て
直
に
迫
っ
て
く
る
感
を
禁
じ
得
な
い
。

【
註
】

（
1
）
瑞
長
本
『
建
撕
記
』
の
「
仁
治
三
年
」
の
項
に
、

同
年
八
月
初
五
日
、
天
童
浄
和
尚
語
録
初
テ
到
ル
。
同
六
日
、
上
堂
ア
リ
テ

大
衆
ト
倶
ニ
三
拝
。
遂
ニ
立
起
シ
テ
捧
二
語
録
一
薫
香
而
頂
戴
ス
ト
云
々
。
下

座
、
与
二
大
衆
一
三
拝
ス
。（
吉
田
道
興
・
道
元
伝
記
史
料
集
成
、
一
〇
五
頁
）

 

と
あ
り
、『
天
童
浄
和
尚
語
録
』
が
到
来
し
た
際
の
状
況
を
『
道
元
和
尚
広
録
』

巻
一
の
「
天
童
和
尚
語
録
到
上
堂
」
を
踏
ま
え
て
ま
と
め
て
い
る
。

（
２
）
同
じ
面
山
瑞
方
に
よ
る
『
天
童
如
浄
禅
師
行
録
聞
解
』
で
は
、
出
生
年
時
に

関
す
る
由
来
す
る
史
料
な
ど
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
山
神
の
こ
と
に

関
し
て
「
其
ノ
母
ノ
夢
ノ
事
ハ
伝
弘マ
マ
録
ニ
出
ズ
」（
続
曹
全
・
注
解
三
・
一
九
一
ｂ
）

と
記
し
て
い
る
が
、
瑩
山
紹
瑾
の
『
伝
光
録
』「
第
五
十
祖
天
童
浄
和
尚
」
の
章

に
母
の
夢
の
こ
と
は
何
も
記
載
が
存
し
な
い
。

（
３
）
洪
咨
夔
（
字
は
舜
兪
、号
は
平
斎
、一
一
七
六
―
一
二
三
六
）
の
『
平
斎
文
集
』

巻
三
一
「
墓
誌
」
に
載
る
「
仏
心
禅
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
「
師
寧
海
国
氏
子
。

母
夢
三
神
人
遺
二
大
珠
一
而
娠
、
生
有
二
光
瑞
一
」
と
あ
り
、
如
浄
と
親
し
い
大
慧

派
の
浙
翁
如
琰
（
仏
心
禅
師
、
一
一
五
一
―
一
二
二
五
）
の
場
合
も
、
神
人
が

大
株
を
残
す
夢
を
見
て
母
親
が
如
琰
を
身
籠
も
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

（
４
）『
歴
朝
法
華
持
験
紀
』
巻
上
「
晋
釈
曇
翼
」
の
項
に
、

晋
釈
曇
翼
、
餘
杭
人
。
初
沙
門
法
志
、
常
誦
二
法
華
一、
有
二
雉
翔
一
集
二
座
隅
一、

如
二
聴
レ
経
状
一。
七
年
雉
殞
、
志
瘞
レ
之
。
夜
夢
一
童
子
拝
曰
、
因
レ
聴
レ
経

得
レ
脱
二
羽
類
一、
今
生
二
山
前
王
氏
家
一
矣
。
王
氏
一
日
設
レ
斎
、
志
乃
踵
レ
門
。

児
曰
、
我
和
上
来
也
。
志
撫
レ
之
曰
、
此
我
雉
児
也
。
解
レ
衣
視
二
腋
下
一、
果

有
二
雉
毛
三
茎
一、
因
名
以
レ
翼
。
七
歲
出
家
、
十
六
薙
髪
、
初
入
二
廬
山
一
依
二
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遠
公
一。
継
往
二
関
中
一、
師
二
羅
什
一。
義
熙
十
三
年
、
東
還
二
会
稽
一、
入
二
秦
望
山
一、

結
二
茆
菴
一、
称
二
法
華
精
舎
一、
専
誦
二
法
華
一。
越
二
十
二
年
一、
有
二
女
子
一
披
二
彩

服
一、
携
レ
籠
盛
二
一
白
豕
大
蒜
両
茎
一、
至
二
師
前
一
曰
、
妾
入
レ
山
采
レ
薇
、
日
夕

矣
。
豺
狼
縦
横
、帰
二
無
生
理
一、敢
託
二
一
宿
一。
師
却
レ
之
甚
力
、女
哀
鳴
不
レ
已
。

遂
令
レ
居
二
草
床
上
一、
夜
半
号
二
呼
腹
疼
一、
求
二
師
按
摩
一。
師
以
レ
布
裹
二
錫
杖
一、

遙
為
按
レ
之
。
翌
日
、
女
以
二
彩
服
一
化
二
祥
雲
一、
豕
変
二
白
象
一、
蒜
化
二
双
蓮
一、

凌
レ
空
而
上
。
謂
レ
師
曰
、
我
普
賢
菩
薩
也
、
以
レ
汝
不
レ
久
当
レ
帰
二
我
衆
一、
特

来
相
試
。
観
二
汝
心
一、
真
如
二
水
中
月
一、
不
レ
可
二
染
汚
一
也
。
既
而
天
為
二
雨
華
一、

地
皆
震
動
。
太
守
孟
覬
方
晨
起
視
レ
事
、
忽
見
二
南
方
祥
雲
一、
光
射
二
庭
際
一、

知
二
普
賢
示
化
一。
遂
以
聞
二
於
朝
一、敕
建
二
法
華
寺
一。
即
今
天
衣
寺
也
。
師
既
化
、

漆
二
其
身
一
留
二
山
中
一。（
卍
続
蔵
一
三
四
・
四
五
二
ｃ
〜
ｄ
）

 

と
あ
り
、
曇
翼
の
出
生
因
縁
と
出
家
修
道
、
法
華
精
舎
の
結
庵
、
曇
翼
と
普
賢

菩
薩
（
化
身
女
子
）
と
の
や
り
取
り
、
法
華
寺
（
後
に
法
華
山
天
衣
寺
と
改
称
）

の
建
立
な
ど
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）『
増
集
続
伝
燈
録
』
の
ほ
か
に
高
原
祖
泉
の
章
を
立
伝
し
て
い
る
禅
宗
燈
史
と

し
て
は
、『
五
燈
全
書
』
巻
五
三
「
杭
州
霊
隠
高
原
祖
泉
禅
師
」
の
章
（
卍
続
蔵

一
四
一
・
八
一
ｂ
）
と
、『
続
指
月
録
』
巻
三
「
臨
安
霊
隠
高
原
祖
泉
禅
師
」
の

章
（
卍
続
蔵
一
四
三
・
四
一
五
ｃ
〜
ｄ
）
と
、『
続
燈
正
統
』
巻
七
「
杭
州
府
霊

隠
高
原
祖
泉
禅
師
」
の
章
（
卍
続
蔵
一
四
四
・
二
八
八
ｄ
〜
二
八
九
ａ
）
と
、『
続

燈
存
稿
』
巻
二
「
杭
州
霊
隠
高
原
祖
泉
禅
師
」
の
章
（
卍
続
蔵
一
四
五
・
二
九

ｄ
〜
三
〇
ａ
）
が
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
拈
古
・
頌
古
・
偈
頌
の

類
い
を
載
せ
る
の
み
で
、
伝
記
的
な
記
事
は
見
ら
れ
な
い
。

（
６
）『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
一
「
四
明
天
童
息
庵
達
観
禅
師
」
の
章
（
卍
続
蔵
一
四

二
・
三
八
二
ａ
）
で
は
、
簡
略
な
伝
記
と
一
上
堂
（
頌
古
か
）
を
載
せ
る
の
み

で
あ
る
。
ま
た
「
天
童
山
息
菴
禅
師
塔
銘
」
の
ほ
か
に
息
庵
達
観
の
名
を
載
せ

る
史
料
と
し
て
、『
虚
堂
和
尚
語
録
』
巻
四
「
霊
隠
立
僧
普
説
」
に
「
木
庵
永
和

尚
住
二
鼓
山
一、
道
行
二
江
浙
一、
衲
子
奔
趨
。
以
致
二
松
源
・
秀
嵓
・
息
庵
・
無
用

諸
大
老
一、
皆
入
レ
閩
観
二
其
作
略
一
」（
大
正
蔵
四
七
・
一
〇
一
六
ｃ
）
と
い
う
記

事
が
存
し
、『
禅
林
備
用
清
規
』
巻
四
「
西
堂
頭
首
受
レ
請
陞
座
」
に
「
簡
堂
受
レ

請
、
石
橋
引
座
、
淳
庵
受
レ
請
、
息
庵
引
座
、
皆
挙
レ
話
」（
卍
続
蔵
一
一
二
・
四

四
ｃ
）
と
し
て
名
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
『
淮
海
外
集
』
巻
下
「
祭
二
西
江
禅
師
一
文
」

に
名
が
存
し
、『
物
初
賸
語
』
で
は
巻
二
一
「
西
江
」
と
巻
二
四
の
「
北
磵
禅
師

行
状
」「
大
川
禅
師
行
状
」「
笑
翁
禅
師
行
状
」
に
そ
れ
ぞ
れ
名
が
存
し
、『
無
文
印
』

で
は
巻
四
の
「
育
王
笑
翁
禅
師
行
状
」
と
「
径
山
無
準
禅
師
行
状
」
に
名
が
存
し
、

『
月
磵
別
藳
』
巻
六
「
詩
」
に
も
「
□
古
山
先
世
存
斎
・
息
菴
・
東
澗
三
老
帖
」

が
存
す
る
。

（
７
）『
増
集
続
伝
燈
録
』
の
ほ
か
に
嘯
巌
文
蔚
の
章
を
立
伝
し
て
い
る
禅
宗
燈
史
と

し
て
、『
五
燈
全
書
』
巻
五
三
「
越
州
天
衣
嘯
巌
文
蔚
禅
師
」
の
章
（
卍
続
蔵
一

四
一
・
八
〇
ｄ
）
と
、『
続
指
月
録
』
巻
三
「
越
州
天
衣
嘯
嵒
文
蔚
禅
師
」
の
章
（
卍

続
蔵
一
四
三
・
四
一
五
ｂ
）
と
、『
続
燈
正
統
』
巻
七
「
紹
興
府
天
衣
嘯
巌
文
蔚

禅
師
」
の
章
（
卍
続
蔵
一
四
四
・
二
八
八
ｃ
）
と
、『
続
燈
存
稿
』
巻
二
「
越
州

天
衣
嘯
嵒
文
蔚
禅
師
」
の
章
（
卍
続
蔵
一
四
五
・
二
九
ｃ
）
な
ど
が
存
し
て
い
る
。

し
か
し
、
い
ず
れ
も
上
堂
（
頌
古
）
の
類
い
を
載
せ
る
の
み
で
、
伝
記
的
な
記

事
は
見
ら
れ
な
い
。
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（
８
）
蜀
地
（
四
川
省
）
の
禅
者
に
関
し
て
ま
と
め
た
禅
宗
燈
史
と
し
て
臨
済
正
宗

の
丈
雪
通
酔
（
一
六
一
〇
│
一
六
九
三
）
が
編
輯
し
た
『
錦
江
禅
燈
』
二
〇
巻
（
卍

続
蔵
一
四
五
冊
に
所
収
）
が
存
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
祖
泉
の
伝
記
は
収
め
ら

れ
て
い
な
い
。
近
く
は
一
九
九
二
年
六
月
に
出
版
さ
れ
た
四
川
省
仏
教
協
会
編

『
巴
蜀
禅
燈
録
』（
成
都
出
版
社
、
一
九
九
二
年
六
月
）
が
存
し
、
そ
こ
に
は
『
枯

崖
和
尚
漫
録
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
高
原
祖
泉
（
南
宋
人
）」（
二
七
七
頁
〜

二
七
八
頁
）
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
９
）
道
者
と
は
道
人
と
同
じ
く
仏
道
修
行
を
行
な
う
者
の
こ
と
で
あ
り
、
修
行
者

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
進
ん
で
自
由
闊
達
な
達
道
者
と
い
っ
た
意

味
合
い
を
含
ん
で
い
る
。
北
宋
代
に
は
雲
門
宗
の
開
先
善
暹
の
こ
と
を
海
上
横

行
道
者
と
称
し
、
同
じ
く
雲
門
宗
の
投
子
法
宗
の
こ
と
を
宗
道
者
と
称
し
て
い

る
。
ま
た
楊
岐
派
の
開
福
道
寧
（
？
│
一
一
一
三
）
を
寧
道
者
と
称
し
て
お
り
、

南
宋
代
に
は
道
寧
の
遠
孫
に
当
た
る
無
門
慧
開
（
仏
眼
禅
師
、
一
一
八
三
│
一

二
六
〇
）
を
開
道
者
と
称
し
て
い
る
。

（
10
）『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
五
「
吉
州
青
原
山
行
思
禅
師
」
の
章
に
、
青
原
行
思
が
法

嗣
の
石
頭
希
遷
を
認
め
た
こ
と
ば
と
し
て
「
衆
角
雖
レ
多
一
麟
足
矣
」（
大
正
蔵

五
一
・
二
四
〇
ｂ
）
と
あ
る
。

（
11
）『
破
菴
和
尚
語
録
』
巻
末
に
付
さ
れ
る
宗
性
が
編
し
た
「
行
状
」
に
、

留
三
年
出
レ
峡
、
至
二
常
州
華
蔵
一、
遯
菴
演
始
延
レ
師
分
座
立
僧
、
衆
皆
傾
服
。

至
二
於
金
山
退
菴
奇
・
霊
隠
笑
菴
悟
・
径
山
蒙
菴
聡
一、
師
至
必
延
居
二
第
一
座
一、

衆
輒
倍
レ
常
。（
卍
続
蔵
一
二
一
・
四
二
六
ｃ
）

 

と
あ
り
、
破
庵
祖
先
が
常
州
（
江
蘇
省
）
無
錫
県
の
褒
忠
顕
報
華
藏
禅
寺
（
華

蔵
寺
）
に
到
っ
て
大
慧
派
の
遯
庵
宗
演
の
も
と
で
首
座
と
し
て
分
座
立
僧
し
て

よ
り
、
鎮
江
府
金
山
の
退
庵
道
奇
と
杭
州
霊
隠
寺
の
笑
庵
了
悟
と
杭
州
径
山
の

蒙
庵
元
聡
の
も
と
で
も
そ
れ
ぞ
れ
首
座
に
拝
請
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）『
仏
鑑
禅
師
語
録
』
巻
末
の
無
文
道
璨
撰
「
径
山
無
準
禅
師
行
状
」
に
、

六
年
秋
、
次
二
荊
南
玉
泉
寺
一、
有
二
言
老
宿
者
一
甞
参
二
大
慧
一、
覚
老
宿
見
二
璉

窮
谷
一。
師
周
二
旋
二
老
間
一、
多
獲
二
其
言
論
風
旨
一。
明
年
辞
去
、
見
二
保
寧
全

無
用
・
金
山
奇
退
庵
一。
退
庵
問
曰
、
遠
来
何
為
。
師
曰
、
究
二
明
己
事
一。
退

庵
曰
、
生
死
到
来
時
如
何
。
師
曰
、
渠
無
二
生
死
一。
退
庵
曰
、
参
堂
去
。
久

之
遊
二
四
明
一、依
二
育
王
瑞
秀
巌
一。時
仏
照
禅
師
居
二
東
庵
一、印
空
叟
分
レ
座
。（
卍

続
蔵
一
二
一
・
四
八
四
ａ
）

 

と
あ
り
、
紹
煕
六
年
（
慶
元
元
年
、
一
一
九
五
）
秋
に
無
準
師
範
が
荊
南
（
湖

北
省
）
の
玉
泉
寺
に
到
り
、
そ
の
翌
年
の
慶
元
二
年
に
は
玉
泉
寺
を
辞
去
し
て

建
康
府
（
南
京
）
の
鳳
台
山
保
寧
寺
で
無
用
浄
全
に
参
じ
、
さ
ら
に
鎮
江
府
（
江

蘇
省
）
の
金
山
龍
游
寺
で
退
庵
道
奇
に
参
じ
て
い
る
。
と
り
わ
け
師
範
が
金
山

の
道
奇
と
「
己
事
究
明
」「
生
死
到
来
」
の
問
答
を
な
し
て
参
堂
を
許
さ
れ
た
こ

と
が
知
ら
れ
興
味
深
い
。

（
13
）
妙
峰
之
善
と
鄭
清
之
と
の
関
わ
り
は
『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
上
「
妙
峰
善
禅

師
住
二
杭
之
霊
隠
一
」
の
項
（
卍
続
蔵
一
四
八
・
七
七
ｄ
）
や
巻
下
「
丞
相
鄭
公

清
之
」
の
項
（
同
・
九
三
ａ
）
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
続
伝
燈
録
』

巻
三
五
「
杭
州
霊
隠
妙
峰
善
禅
師
」
の
章
に
、

分
二
座
於
雁
山
能
仁
一。
出
二
世
於
慧
因
・
洪
福
・
万
年
諸
刹
一。
退
二
居
皐
亭
劉

寺
一
者
又
十
餘
年
、
大
略
如
下
在
二
妙
峰
一
時
上。
其
徒
推
迫
不
レ
已
、
後
領
二
明



一
七
四

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

之
瑞
岩
・
蘇
之
万
寿
・
常
之
華
蔵
一。
晩
至
二
霊
隠
一、
亦
非
レ
所
レ
楽
。
霊
隠
密
二

邇
行
闕
一、
輪
蹄
湊
集
。
師
掩
レ
戸
若
レ
不
レ
聞
、
一
無
レ
所
二
将
迎
一。
公
卿
貴
人

或
見
レ
之
寒
温
而
已
。
会
天
童
虚
レ
席
。
時
鄭
清
之
秉
二
鈞
軸
一、
独
念
、
非
レ
師

莫
レ
宜
レ
居
。
因
勉
レ
師
行
。
師
答
曰
、
老
僧
年
踰
耄
矣
、
尚
夜
行
不
レ
休
乎
。

辞
弗
レ
就
。
鄭
公
益
高
レ
之
。（
中
略
）
将
二
示
寂
一、
澡
レ
身
趺
坐
。
書
レ
偈
云
、

来
也
如
レ
是
、
去
也
如
レ
是
、
来
去
一
如
、
清
風
万
里
。
遂
逝
。
実
端
平
二
年

九
月
二
十
八
日
。
寿
八
十
四
、
臘
七
十
一
。
火
浴
獲
二
舎
利
一、
不
レ
可
二
数
計
一。

塔
二
于
霊
隠
之
西
岡
一、
鄭
公
銘
二
其
塔
一。（
大
正
蔵
五
一
・
七
〇
六
ｃ
）

 

と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
霊
隠
寺
の
西
岡
に
立
て
ら
れ
た
之
善
の
墓
塔
に
は
鄭

清
之
が
撰
述
し
た
塔
銘
（
表
題
は
「
霊
隠
妙
峰
禅
師
塔
銘
」
か
）
が
立
石
さ
れ

た
も
の
ら
し
い
。

（
14
）『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
一
「
杭
州
霊
隠
妙
峰
之
善
禅
師
」
の
章
に
も
、

会
天
童
虚
レ
席
。
時
鄭
清
之
秉
二
鈞
軸
一
謂
、
非
レ
師
莫
レ
宜
レ
居
。
因
勉
レ
師
行
。

師
答
曰
、
老
僧
年
踰
耄
矣
。
尚
夜
行
不
レ
休
乎
。
鄭
公
高
レ
之
。（
卍
続
蔵
一

四
二
・
三
七
四
ｂ
）

 

と
い
う
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
宰
相
の
鄭
清
之
が
霊
隠
寺
の
妙
峰
之
善
に

対
し
て
虚
席
と
な
っ
て
い
た
天
童
山
景
徳
寺
に
入
寺
を
打
診
し
た
が
、
之
善
は

高
齢
を
理
由
に
辞
退
し
、
霊
隠
寺
に
留
ま
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
状
況
か
ら
し

て
こ
れ
は
之
善
が
か
な
り
晩
年
に
至
っ
た
頃
の
で
き
ご
と
で
あ
ろ
う
。

（
15
）
無
門
慧
開
と
鄭
清
之
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
秀
孝
「
無
門
慧
開
の
生

涯
と
『
無
門
関
』（
二
）
│
黄
龍
山
崇
恩
禅
寺
か
ら
霊
洞
山
護
国
仁
王
禅
寺
へ
│
」

（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
四
九
号
、
平
成
三
〇
年
一
〇
月
）
の
「
西
湖

北
山
に
閑
居
し
て
『
無
門
関
』
を
重
刊
す
る
」
の
項
に
詳
し
い
。

（
16
）
明
州
の
梨
洲
寺
に
住
持
し
た
禅
者
と
し
て
は
『
物
初
和
尚
語
録
』「
自
賛
」
に

「
梨
洲
戒
長
老
請
レ
賛
」（
卍
続
蔵
一
二
一
・
九
八
ｃ
）
が
存
し
、
大
慧
派
の
物
初

大
観
（
一
二
〇
一
│
一
二
六
八
）
の
法
嗣
に
梨
洲
寺
に
住
持
し
た
□
戒
と
い
う

禅
者
が
知
ら
れ
る
。
元
代
に
も
『
了
菴
和
尚
語
録
』
巻
五
「
自
賛
」
に
「
梨
洲

興
長
老
請
レ
賛
」（
卍
続
蔵
一
二
三
・
三
五
三
ｂ
）
が
存
し
て
お
り
、『
了
堂
和
尚

語
録
』
巻
二
「
了
堂
和
尚
讃
語
」
に
も
「
霊
巌
了
庵
和
尚
、
其
嗣
法
弟
子
梨
洲

興
長
老
、
参
二
侍
山
行
一
像
」（
卍
続
蔵
一
二
三
・
四
六
五
ａ
）
が
存
す
る
か
ら
、

松
源
派
（
金
剛
幢
下
）
の
了
庵
清
欲
（
南
堂
、
慈
雲
普
済
禅
師
、
一
二
八
八
│

一
三
六
三
）
の
法
嗣
で
あ
る
可
興
が
梨
洲
寺
に
住
持
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

梨
洲
街
道
は
現
今
も
余
姚
市
か
ら
南
は
四
明
山
麓
に
接
す
る
街
道
と
し
て
知
ら

れ
る
。

（
17
）
荊
叟
如
珏
に
つ
い
て
は
『
続
伝
燈
録
』
巻
三
五
「
臨
安
府
径
山
荊
叟
禅
師
」

の
章
、『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
二
「
杭
州
径
山
荊
叟
如
珏
禅
師
」
の
章
、『
補
続

高
僧
伝
』
巻
一
一
「
如
珏
伝
」
な
ど
に
伝
が
存
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
き
わ

め
て
簡
略
な
も
の
で
あ
る
。『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
下
「
隆
首
座
号
二
南
山
叟
一
」

の
項
に
「
南
山
与
二
無
隠
・
雙
杉
・
荊
叟
一、
同
侍
二
癡
鈍
一
為
二
最
久
一
」（
卍
続
蔵

一
四
八
・
八
七
ｄ
）
と
あ
り
、
同
じ
く
巻
下
「
荊
叟
珏
禅
師
」
の
項
に
も
、

荊
叟
珏
禅
師
、
作
二
夏
霊
巌
一。
時
癡
鈍
俾
三
其
看
二
狗
子
無
仏
性
話
一、
言
下
領
レ

旨
。
因
与
二
潜
無
隠
一
通
吐
。
無
隠
曰
、
是
則
是
、
只
是
命
根
未
レ
断
、
更
須
二

出
去
見
一レ
人
始
得
。
且
嘱
レ
其
謁
二
淳
庵
一。
叟
至
二
華
蔵
一、
半
年
無
二
所
得
一。
一

日
忽
聞
二
火
板
響
一、
凝
滞
釈
然
。
告
二
於
淳
庵
一。
庵
即
鳴
レ
皷
開
室
。
叟
趍
入
。



一
七
五

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

庵
問
、
如
何
是
仏
。
叟
曰
、
埜
花
開
満
レ
路
。
問
、
如
何
是
法
。
叟
曰
、
私
酒

酔
レ
人
多
。
問
、
如
何
是
僧
。
叟
曰
、
鉢
盂
口
向
レ
天
。
庵
曰
、
未
在
出
去
。

後
叟
在
二
癡
鈍
室
中
一、
聞
レ
挙
二
如
何
是
仏
一、
震
レ
声
答
曰
、
爛
冬
瓜
。
且
述
レ

偈
曰
、
如
何
是
仏
爛
冬
瓜
、
咬
著
氷
霜
透
二
歯
牙
一、
根
蔕
雖
三
然
無
二
窖
子
一、

一
年
一
度
一
開
花
。
荊
叟
処
レ
衆
時
、
得
二
無
隠
・
雙
杉
力
一
尤
多
。（
卍
続
蔵

一
四
八
・
九
〇
ｃ
〜
ｄ
）

 

と
あ
る
か
ら
、
如
珏
が
癡
鈍
智
穎
や
淳
庵
善
浄
ら
に
参
学
し
た
こ
と
、
修
行
時

代
に
無
隠
□
潜
や
雙
杉
中
元
か
ら
多
く
の
助
力
を
得
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
18
）
雙
杉
中
元
に
つ
い
て
は
『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
三
「
蘇
州
虎
丘
雙
杉
元
禅
師
」

の
章
が
存
す
る
が
、伝
記
的
な
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。
幸
い
に
『
枯
崖
和
尚
漫
録
』

巻
中
「
雙
杉
元
禅
師
」
の
項
に
、

雙
杉
元
禅
師
、
戒
行
厳
潔
、
住
二
秀
之
天
寧
一。
小
参
挙
（
中
略
）
薫
石
田
特

称
レ
之
。
雙
杉
生
二
於
福
州
福
清
鄭
氏
一。
先
有
二
温
蘿
庵
一、
後
有
二
密
庵
一、
継

而
邃
僻
・
雙
杉
也
。
邃
僻
即
其
俗
門
叔
父
、
法
門
落
髪
師
、
清
如
源
者
、
見

趣
操
行
尤
卓
然
。
鄭
氏
所
レ
出
尊
宿
、
可
レ
謂
盛
哉
。（
卍
続
蔵
一
四
八
・
八

二
ａ
〜
ｂ
）

 

と
あ
り
、
雙
杉
中
元
の
簡
略
な
事
跡
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
邃
僻
と
は
中
元
の
師

匠
で
あ
る
萬
庵
致
柔
と
同
門
に
当
た
る
禅
者
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
法
諱
が
定

か
で
な
い
。
中
元
は
福
州
（
福
建
省
）
福
清
県
の
鄭
氏
の
出
身
で
あ
り
、
邃
僻

は
中
元
に
と
っ
て
俗
門
（
血
縁
）
の
叔
父
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
蘿
庵
慧
温
や
密

庵
咸
傑
ら
も
鄭
氏
の
一
族
と
さ
れ
る
。
同
じ
く
巻
下「
雙
杉
元
禅
師
」の
項
に
も
、

雙
杉
元
禅
師
、嘉
熙
間
乃
石
田
堂
中
第
一
座
。
上
二
丞
相
一
書
言
、朝
廷
新
指
揮
、

買
二
師
号
金
環
象
簡
一
不
便
。
書
云
、正
月
十
三
日
、景
徳
霊
隠
禅
寺
前
堂
首
座
、

前
住
二
嘉
興
天
寧
寺
一
僧
中
元
、
謹
熏
沐
、
献
二
書
枢
使
大
丞
相
国
公
一、
竊
以

為
仏
老
之
教
救
レ
世
計
也
。（
中
略
）
時
江
西
粲
無
文
、
亦
有
レ
書
。
先
レ
是
朝

省
因
二
総
領
岳
珂
奏
一、
乞
二
降
紫
衣
師
号
二
等
一、
賜
二
金
環
象
簡
并
四
字
禅
師

法
号
一、
以
住
二
大
寺
観
一、
毎
レ
賜
二
服
師
号
一、
綾
紙
出
売
二
三
百
緡
一、
仍
附
二
品

官
条
制
一、非
レ
有
レ
官
不
レ
得
二
差
注
一、非
レ
有
二
賜
服
一
不
レ
得
二
住
持
一。
此
書
上
、

事
果
寝
、
豈
非
下
秘
二
護
大
法
一
者
之
用
情
上
乎
。
雙
杉
住
山
、
能
極
枯
淡
、
専

一
行
レ
道
、
如
二
機
簡
堂
一、
私
居
雖
レ
処
二
暗
室
一、
如
レ
臨
二
大
賓
一、
似
二
証
老
衲
一。

此
亦
哲
人
律
己
、
又
見
二
於
微
細
一
者
也
、
賢
矣
哉
。（
卍
続
蔵
一
四
八
・
九

一
ｂ
〜
九
二
ａ
）

 

と
い
う
長
文
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
簡
堂
行
機
や
老
衲
祖
証
を
例
に
中
元
の
清

廉
潔
白
な
身
の
処
し
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
『
枯
崖
和
尚
漫
録
』

に
は
随
所
に
雙
杉
中
元
に
関
す
る
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
19
）『
新
撰
貞
和
分
類
古
今
尊
宿
偈
頌
集
』
巻
上
「
住
院
」
に
「
即
庵
」
の
作
と
し

て
「
高
原
瑞
二
世
黎
州
一
」（
日
仏
全
八
八
・
二
五
ｂ
）
の
偈
頌
が
あ
り
、『
重
刊

貞
和
類
聚
祖
苑
聯
芳
集
』
巻
四
「
住
院
」
に
も
「
即
菴
」
の
作
と
し
て
「
高
原

瑞
二
世
梨
洲
一
」（
日
仏
全
八
八
・
一
三
四
ｃ
）
の
偈
頌
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
20
）『
仏
海
瞎
堂
禅
師
広
録
』
巻
二
「
特
賜
仏
海
禅
師
住
霊
隠
奏
対
語
録
」
に
、

上
問
曰
、
頻
呼
二
小
玉
一
元
無
事
、
只
要
三
檀
郎
認
二
得
声
一。
此
是
圜
悟
所
得
処
、

只
是
要
三
人
認
二
得
声
一。
奏
云
、
頻
呼
二
小
玉
一
元
無
事
、
不
レ
令
二
小
玉
掃
レ
地

煎
一レ
茶
。
只
要
三
檀
郎
認
二
得
声
一、
圜
悟
以
レ
此
問
二
五
祖
演
和
尚
一。
五
祖
云
、

便
是
説
レ
禅
。
圜
悟
云
、
如
何
是
禅
。
五
祖
再
挙
云
、
頻
呼
二
小
玉
一
元
無
事
、
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（
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只
要
三
檀
郎
認
二
得
声
一。
如
何
是
仏
、
麻
三
斤
。
圜
悟
忽
有
レ
省
。（
卍
続
蔵
一

二
〇
・
四
六
七
ａ
〜
ｂ
）

 

と
あ
り
、
楊
岐
派
の
瞎
堂
慧
遠
と
皇
帝
の
孝
宗
が
「
頻
呼
小
玉
」
に
因
ん
で
、

五
祖
法
演
と
圜
悟
克
勤
の
問
答
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

（
21
）『
北
磵
文
集
』
巻
五
「
序
」
の
「
送
二
一
上
人
持
一レ
盂
序
」
に
も
、

平
地
登
雲
、
南
北
一
舎
強
半
、
梨
洲
瞰
二
杖
錫
一、
為
二
平
野
一。
遠
如
之
峻
、
陟

則
倍
蓰
。
在
昔
単
丁
、
今
有
レ
衆
。
一
踵
レ
門
而
言
曰
、
育
王
太
白
衲
子
、
古

洙
泗
。
比
以
万
銭
汰
二
旧
学
一、
万
銭
何
従
得
哉
。
梨
洲
門
不
レ
暇
レ

、
有
レ
来

轍
容
。
我
則
持
レ
盋
出
レ
山
。
高
原
使
二
来
相
労
苦
一。
余
聞
而
笑
曰
、
梨
洲
失
レ

之
矣
。
歳
一
荐
饑
、
妄
一
夫
拠
二
把
茆
一、
足
以
傲
二
睨
高
蹈
一、
以
振
二
其
賈
一。

鼎
望
且
学
二
其
為
一、
梨
洲
胡
不
二
為
与
一。
雖
レ
然
我
知
レ
之
矣
。
智
海
云
、
僧
者

仏
祖
所
二
自
出
一、
拒
レ
僧
拒
二
仏
祖
一
也
。
芙
蓉
則
曰
、
可
レ
粥
則
粥
、
可
レ
飯

則
飯
。
若
去
与
留
、
在
レ
彼
而
不
レ
在
レ
此
。
高
原
之
心
、
有
是
夫
。
一
曰
、
然
。

然
則
不
レ
可
二
以
不
一レ
書
、
以
振
二
梨
洲
学
古
之
志
一
云
。

 

と
あ
り
、
一
上
人
が
誰
な
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
梨
洲
寺
に
お
け
る
祖
泉
の

活
動
の
一
端
を
伝
え
て
い
る
。

（
22
）『
石
田
和
尚
語
録
』
の
冒
頭
に
淳
祐
七
年
（
一
二
四
七
）
結
制
日
に
石
渓
心
月

が
書
し
た
序
文
が
存
す
る
が
、
そ
の
中
で
心
月
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

高
峯
小
寺
、
石
田
最
初
説
法
所
也
。
有
二
単
丁
一
昼
乞
二
村
落
之
風
一。
開
爐
曰
、

欲
下
聚
二
泥
人
一
聴
上
レ
法
、
泥
人
亦
不
レ
可
レ
得
。
時
高
源
・
無
准
・
即
菴
・
中

嵒
照
与
レ
余
偕
至
。（
中
略
）
未
レ
久
遷
二
楓
林
一、
拈
古
有
下
黄
龍
易
レ
看
二
頭
面
一、

難
レ
見
二
心
肝
一
等
語
上。
雲
巣
称
レ
之
、
痴
絶
笔
レ
之
。
淛
翁
亦
曰
、
老
僧
只

得
レ
避
レ
路
。（
卍
続
蔵
一
二
二
・
一
ａ
）

 

　

こ
の
と
き
心
月
も
高
原
祖
泉
・
無
準
師
範
・
即
庵
慈
覚
・
中
巌
□
照
な
ど
他

の
蜀
僧
ら
と
と
も
に
高
峯
禅
院
に
到
っ
て
法
薫
を
助
化
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
高
峯
禅
院
に
関
し
て
は
南
宋
後
期
に
朱
長
文
が
纂
修
し
た
『
呉
郡
図
経

続
記
』
巻
中
「
寺
院
」
に
、

髙
峯
禅
院
、
在
二
胥
山
一、
故
在
二
洞
庭
一。
近
歳
郡
人
張
諮
葬
二
親
于
胥
山
下
一、

旁
建
二
精
舎
一、
乃
請
移
賜
二
額
于
此
一。
諮
弟
曰
レ
詢
、
今
為
二
戸
部
員
外
郎
一。

 

と
あ
り
、簡
略
な
建
立
の
状
況
が
知
ら
れ
る
。
開
基
檀
越
は
郡
人
の
張
諮
で
あ
り
、

親
を
胥
山
の
下
に
葬
っ
て
旁
に
伽
藍
を
建
て
て
額
を
髙
峯
禅
院
と
賜
っ
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
23
）『
石
田
和
尚
語
録
』
巻
一
「
石
田
和
尚
初
住
平
江
府
高
峯
禅
院
語
録
」（
卍
続

蔵
一
二
二
・
一
ｃ
〜
一
ｄ
）
に
は
嘉
定
七
年
閏
九
月
二
二
日
の
入
院
法
語
と
し

て
「
指
二
三
門
一
」「
仏
殿
」「
踞
二
方
丈
一
」「
拈
レ
帖
」「
入
院
上
堂
」
を
載
せ
た
後
、

わ
ず
か
に
「
上
堂
」「
散
二
聖
節
一
上
堂
」「
冬
節
上
堂
」
を
記
す
の
み
で
あ
り
、

一
〇
月
一
日
に
な
さ
れ
た
「
開
爐
上
堂
」
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

（
24
）
中
巌
に
つ
い
て
は
参
学
や
嗣
承
な
ど
が
定
か
で
な
い
が
、『
枯
崖
和
尚
漫
録
』

巻
中
に
「
中
巌
寂
禅
師
」（
卍
続
蔵
一
四
八
・
八
三
ｃ
）
と
し
て
載
る
禅
者
が
こ

れ
に
当
た
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
中
嵒
□
照
と
解
し
て
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
別

の
禅
者
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

（
25
）『
重
修
紹
興
府
志
』
巻
三
「
地
理
志
三
〈
山
〉」
の
「
山
陰
県
」
に
は
、

法
華
山
。〔
一
統
志
〕
在
二
山
陰
県
西
南
二
十
五
里
一。
十
峯
聳
峙
、
下
有
二
双

澗
一。〔
嘉
泰
志
〕
去
レ
県
西
南
二
十
五
里
。
旧
経
云
、晋
義
煕
十
三
年
、僧
曇
翼
、
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誦
二
法
華
経
一、
感
二
普
賢
応
現
一、
因
置
レ
寺
。
今
為
二
天
衣
禅
院
一。
山
有
二
十
峯
一、

咸
平
中
、
裴
使
君
荘
、
各
命
以
名
、
一
法
華
、
二
衣
鉢
、
三
積
翠
、
四
朝
陽
、

五
雲
門
、
六
倚
秦
、
七
天
女
、
八
嘯
猿
、
九
起
雲
、
十
月
嶺
。
其
下
二
渓
、

東
北
流
、
冬
夏
不
レ
竭
。
唐
李
邕
天
衣
寺
碑
云
、
其
峯
五
連
、
其
渓
双
帯
。
葢

謂
レ
此
也
。（
後
略
）

 

と
あ
り
、
同
じ
く
『
重
修
紹
興
府
志
』
巻
三
八
「
祠
祀
志
三
〈
寺
上
〉」
の
「
山

陰
県
」
に
は
、『
嘉
泰
会
稽
志
』
の
天
衣
寺
の
記
事
を
載
せ
た
後
、

天
衣
寺
。〔
嘉
泰
志
〕（
中
略
）〔
万
歴
志
〕
寺
有
二
化
身
普
賢
及
飛
来
銅
像
一。

化
身
普
賢
、
即
曇
翼
所
レ
立
。
飛
来
銅
像
、
乃
海
南
維
衛
無
量
寿
仏
像
云
、
是

西
域
阿
育
王
第
四
女
、
以
二
姿
貌
寝
陋
一、
冀
二
其
端
厳
一、
捨
二
金
銅
一
冶
二
鋳
斯

像
四
十
九
躯
一、
首
飾
二
火
焔
一、
足
飾
二
蓮
花
一、
布
二
散
天
下
一、
為
二
衆
生
植
レ
福

之
本
一。
浮
レ
海
而
至
、
梁
武
以
施
二
山
中
一、
奉
二
于
西
序
一。
寺
多
二
杜
鵑
花
一、

毎
歳
盛
開
、
観
者
競
集
。
寺
後
有
二
十
峰
堂
一、
堂
之
前
有
二
唐
李
邕
撰
碑
一、
断

石
尚
存
。
元
末
寺
燬
二
于
火
一、
仏
像
碑
悉
煨
燼
。
明
洪
武
中
、
再
建
レ
寺
。
嘉

靖
初
、
僧
亦
稍
修
レ
之
、
田
産
尚
盛
。
三
十
五
年
、
召
佃
為
二
民
業
、
寺
遂
廃
。

 

と
伝
え
て
い
る
。
天
衣
寺
は
元
末
に
火
災
で
焼
失
し
、
明
の
洪
武
年
間
（
一
三

六
八
―
一
三
九
八
）
に
一
旦
は
再
建
さ
れ
て
い
る
が
、嘉
靖
三
五
年
（
一
五
五
六
）

に
廃
寺
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

（
26
）
雲
門
宗
の
天
衣
義
懐
が
天
衣
寺
に
住
持
し
た
こ
と
は
著
名
で
あ
る
が
、
そ
の

ほ
か
に
天
衣
寺
に
住
持
し
た
禅
者
と
し
て
は
北
宋
末
期
に
天
衣
恵
通
・
天
衣
昭

愛
ら
が
お
り
、
南
宋
初
期
に
天
衣
如
哲
・
天
衣
智
暹
・
天
衣
□
性
・
天
衣
法
聡

ら
が
い
る
。
南
宋
中
期
に
高
原
祖
泉
・
嘯
巌
文
蔚
ら
が
住
持
し
、
元
代
に
も
断

江
覚
恩
・
業
海
了
清
・
天
鏡
原
瀞
ら
が
住
持
し
て
い
る
。
ま
た
元
代
に
『
禅
宗

頌
古
聯
珠
通
集
』
を
続
集
し
た
魯
庵
普
会
も
天
衣
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
。

（
27
）『
続
伝
燈
録
』
卷
三
四
「
目
録
」
や
『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
一
「
目
録
」
で
は

単
に
「
盤
山
思
卓
和
尚
」
と
し
て
し
か
名
が
存
し
な
い
が
、
円
爾
が
将
来
し
た

東
福
寺
所
蔵
『
宗
派
図
』
に
「
無
用
全
禅
師
」
の
法
嗣
の
一
人
と
し
て
「
瑞
岩

卓
禅
師
」
と
あ
る
。
ま
た
瑞
長
本
『
建
撕
記
』
に
よ
れ
ば
、

台
州
小
翠
岩
ニ
シ
テ
卓
老
和
尚
ニ
参
見
ス
。
道
元
乃
問
、如
何
是
仏
。
老
答
云
、

殿
裏
底
。
元
云
、既
是
殿
裏
底
、為
レ
甚
周
二
遍
恒
沙
界
一。
卓
云
、遍
沙
界
。（
吉

田
本
・
九
四
頁
）

 

と
あ
り
、
道
元
は
台
州
小
翠
巌
で
思
卓
（
卓
老
）
と
相
見
し
、
仏
の
法
身
に
つ

い
て
問
答
を
交
し
て
い
る
。

（
28
）
殺
六
巌
と
は
、
五
祖
法
演
―
南
堂
元
静
―
石
頭
自
回
―
蓬
庵
徳
会
―
壊
衲
大

璉
―
六
巖
□
殺
と
嗣
承
す
る
楊
岐
派
の
禅
者
で
あ
り
、
日
本
の
南
北
朝
後
期
に

刊
行
さ
れ
た
『
仏
祖
正
伝
宗
派
図
』
に
は
「
萬
杉
壊
衲
大
璉
」
の
法
嗣
に
「
天

王
六
嵓
□
殺
」
と
し
て
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』

に
こ
の
人
の
頌
古
が
数
則
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
「
殺
六
巌
□
輝
」

の
作
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
あ
る
い
は
殺
六
巌
と
は
こ
の
人
の
雅
号
の
一
種
で
、

実
際
に
は
□
輝
と
い
う
法
諱
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
人
は
蘇
州
呉

県
の
穹
窿
山
福
臻
禅
院
の
ほ
か
に
蘇
州
呉
県
の
洞
庭
山
の
天
王
寺
や
衢
州
（
浙

江
省
）
の
祥
符
寺
に
住
持
し
て
い
る
。

（
29
）『
癡
絶
和
尚
語
録
』
巻
末
「
径
山
癡
絶
禅
師
行
状
」
に
「
宝
慶
乙
酉
、
被
二
堂

帖
一
移
二
蒋
山
一。（
中
略
）
十
四
年
、
始
終
如
二
一
日
一
」（
卍
続
蔵
一
二
一
・
二
八
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二
ｃ
〜
ｄ
）
と
あ
る
か
ら
、
癡
絶
道
冲
が
蒋
山
に
住
持
し
た
の
は
宝
慶
元
年
（
一

二
二
五
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
き
あ
た
か
も
祖
泉
が
台
州
瑞
巌
寺

に
住
持
し
た
翌
年
の
こ
と
で
あ
り
、
両
者
の
記
事
が
符
合
し
て
い
る
こ
と
が
確

か
め
ら
れ
る
。

（
30
）
台
州
瑞
巌
寺
の
無
量
宗
寿
の
も
と
で
首
座
を
務
め
た
無
門
慧
開
に
関
し
て
は
、

佐
藤
秀
孝
「
無
門
慧
開
の
生
涯
と
『
無
門
関
』（
一
）
│
杭
州
天
龍
寺
か
ら
月
林

師
観
の
も
と
へ
│
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
四
八
号
、平
成
二
九
年
〈
二

〇
一
七
〉
一
〇
月
）
の
「
台
州
瑞
巌
寺
の
無
量
宗
寿
の
も
と
で
『
無
門
関
』
を

提
唱
す
る
」
の
項
を
参
照
。

（
31
）
伊
藤
秀
憲
氏
は
「『
仏
鑑
禅
師
語
録
』
の
上
堂
年
時
考
―
宝
慶
三
年
如
浄
示
寂

説
を
確
か
め
る
―
」（
駒
沢
大
学
中
国
仏
教
史
蹟
参
観
団
編
『
中
国
仏
蹟
見
聞
記
』

第
七
集
、
昭
和
六
一
年
〈
一
九
八
六
〉
八
月
）
に
お
い
て
、

第
一
五
九
に
霊
隠
高
原
和
尚
訃
音
至
上
堂
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
霊
隠
寺
の
住

持
で
あ
っ
た
高
原
祖
泉
が
紹
定
二
年
に
示
寂
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
彼

は
前
年
の
紹
定
元
年
一
〇
月
一
日
に『
如
浄
語
録
』に
跋
文
を
著
わ
し
て
い
る
。

 

と
論
じ
て
お
り
、
祖
泉
が
示
寂
し
た
の
を
紹
定
二
年
（
一
二
二
九
）
で
あ
る
と

確
定
し
て
い
る
。

（
32
）
四
明
（
明
州
）
の
曇
秀
が
編
集
し
た
『
人
天
宝
鑑
』
巻
末
に
は
、

秀
書
記
、
集
レ
古
成
レ
書
、
曰
二
人
天
宝
鑑
一、
請
二
著
語
一。
遂
下
二
一
転
一
云
、

先
徳
情
知
已
厚
顔
、
那
堪
二
落
レ
井
更
攀
一レ
欄
、
本
来
一
点
明
如
レ
日
、
胡
漢

何
曾
自
照
看
。　

紹
定
庚
寅
中
秋
、
住
二
霊
隠
一
妙
堪
書
。

（
卍
続
蔵
一
四
八
・
七
一
ｄ
）

 

と
あ
り
、
紹
定
三
年
（
一
二
三
〇
）
八
月
一
五
日
（
中
秋
）
に
笑
翁
妙
堪
は
霊

隠
寺
の
住
持
と
し
て
『
人
天
宝
鑑
』
に
跋
文
を
寄
せ
て
い
る
。
八
月
の
時
点
で

す
で
に
妙
堪
が
霊
隠
寺
の
住
持
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

（
33
）
瑞
長
本
『
建
撕
記
』
の
み
に
明
州
大
慈
寺
と
如
浄
を
め
ぐ
る
伝
承
と
し
て
、

太
宋
宝
慶
三
年
七
月
十
七
日
示
寂
。
丞
相
魯
公
ト
申
ス
人
、
以
二
書
札
一
奉
レ

招
リ
、
大
慈
寺
ヲ
開
キ
、
此
寺
之
開
山
祖
師
ト
奉
レ
仰
ヘ
キ
由
シ
申
サ
セ
給
イ

ケ
レ
ハ
、
其
ノ
返
事
ニ
云
、
老
僧
不
二
数
日
一、
行
脚
ス
へ
シ
ト
云
テ
、
其
儘

俄
ニ
違
例
サ
セ
給
テ
円
寂
シ
給
。（
吉
田
本
・
一
四
二
頁
）

 

と
い
う
興
味
深
い
逸
話
を
伝
え
て
い
る
。
如
浄
が
示
寂
す
る
直
前
に
丞
相
魯
公

す
な
わ
ち
宰
相
の
史
彌
遠
か
ら
明
州
鄞
県
に
新
設
す
る
大
慈
山
教
忠
報
国
禅
寺

（
明
州
大
慈
寺
）
に
開
山
始
祖
と
し
て
拝
請
し
た
い
旨
の
書
札
が
届
い
た
が
、
如

浄
は
数
日
な
ら
ず
遷
化
す
る
の
で
そ
の
申
し
出
は
辞
退
す
る
と
返
書
し
、
そ
の

ま
ま
宝
慶
三
年
（
一
二
二
七
）
七
月
一
七
日
に
遷
化
し
た
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

実
際
に
明
州
大
慈
寺
（
史
家
の
家
刹
で
甲
刹
位
）
の
開
山
と
な
っ
た
の
は
大
慧

派
の
笑
翁
妙
堪
で
あ
り
、
妙
堪
は
杭
州
霊
隠
寺
の
住
持
を
務
め
た
後
に
明
州
大

慈
寺
に
赴
き
、
正
式
に
開
山
と
し
て
入
院
開
堂
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
如
浄
と
史
彌
遠
と
の
関
わ
り
も
十
分
あ
り
得
た
も
の
と

見
ら
れ
、
後
に
入
宋
渡
航
し
た
道
元
門
下
の
寒
巌
義
尹
（
法
王
長
老
、
一
二
一

七
―
一
三
〇
〇
）
は
明
州
大
慈
寺
を
訪
れ
て
そ
の
景
観
を
愛
し
、
帰
国
し
て
肥

後
（
熊
本
県
）
に
大
梁
山
大
慈
寺
を
創
建
し
て
い
る
。

（
34
）『
明
州
阿
育
王
山
志
』
巻
三
「
塔
廟
規
製
」
に
載
る
嘉
定
七
年
（
一
二
一
四
）

八
月
望
に
秘
書
省
校
書
郎
の
薛
叶
（
凌
雲
）
が
撰
し
た
「
育
王
上
塔
碑
記
」
に
、



一
七
九

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

嘉
定
二
年
春
、
温
陵
沙
門
大
明
、
一
再
登
臨
、
環
二
視
塔
院
一、
方
患
二
其
局
一、

促
不
レ
足
以
表
二
先
仏
遺
跡
一。
忽
覩
二
壁
間
文
一
嘆
曰
、
此
記
似
二
為
レ
我
設
一、

当
三
与
振
二
起
之
一。
是
年
夏
五
月
、
塔
崩
二
二
角
一。
明
年
八
月
、
大
風
撃
レ
屋
、

木
抜
者
万
計
、
塔
頂
鈴
索
擺
掣
倶
断
。
又
明
年
八
月
二
日
、
風
雨
益
号
怒
、

塔
益
狼
狽
、
堂
宇
殿
軒
周
廻
悉
以
頹
、
枕
藉
無
レ
有
二
遺
餘
一。
遂
募
二
衆
縁
一、

革
去
二
心
柱
一、
更
鑄
二
相
輪
一、
重
飾
二
珠
層
級
一、
斁
敗
悉
従
整
治
。
開
二
拓
基

趾
一、
増
二
築
垣
墻
一、
為
二
屋
几
一
百
五
十
楹
一、
皆
更
造
焉
。
塔
殿
前
後
塑
為
二

十
八
応
真
・
補
陀
大
士
宝
相
門
檻
莊
厳
之
具
一、
靡
レ
不
レ
畢
二
備
崇
奉
之
礼
一。

於
レ
是
為
レ
称
、
費
二
緡
銭
一
万
一。
落
成
之
日
、
山
中
耆
旧
雲
衲
、
遊
覩
瞻
仰

賛
歎
、
不
三
復
有
二
前
人
之
遺
恨
一
矣
。
明
持
二
住
山
如
庵
恵
崇
書
一
来
求
レ
記
。

 

と
あ
り
、
こ
の
と
き
阿
育
王
山
の
現
住
で
あ
っ
た
如
庵
恵
崇
の
名
が
存
し
て
い

る
か
ら
、
そ
の
後
に
恵
崇
は
示
寂
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
35
）
佐
藤
秀
孝
「
笑
庵
了
悟
と
晦
巌
大
光
│
道
元
が
在
宋
中
に
参
学
し
た
阿
育
王

山
の
大
光
長
老
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』第
七
三
号
、

平
成
二
七
年
〈
二
〇
一
五
〉
三
月
）
を
参
照

（
36
）
恵
因
講
寺
（
俗
称
は
高
麗
寺
）
に
関
し
て
は
、
大
慧
派
の
笑
隠
大
訢
（
蒲
室
、

広
智
全
悟
大
禅
師
、一
二
八
四
│
一
三
四
四
）
の
『
蒲
室
集
』
巻
一
「
疏
」
に
「
高

麗
恵
因
寺
化
脩
造
疏
」
が
存
し
、『
蒲
室
集
』
巻
九
「
記
」
に
も
「
開
府
儀
同
三

司
栄
禄
大
夫
平
章
政
事
集
賢
院
使
領
会
同
舘
事
呉
国
公
、
杭
州
高
麗
恵
因
教
寺

歳
閲
蔵
経
記
」
が
存
し
て
い
る
。

（
37
）『
続
燈
存
稾
』
巻
二
「
杭
州
霊
隠
高
原
祖
泉
禅
師
」
の
章
で
は
、

挙
、
鏡
清
在
二
雪
峯
一
一
日
普
請
次
、
峯
曰
、
潙
山
道
、
見
レ
色
便
見
レ
心
、
還

有
レ
過
也
無
。
清
曰
、
古
人
為
二
什
麼
事
一。
峯
曰
、
雖
二
然
如
一レ
是
、
我
要
二

共
レ
你
商
量
一。
清
曰
、
若
与
麼
、
不
レ
如
二
某
甲
钁
レ
地
去
一。
師
拈
曰
、
雪
峯

探
レ
竿
在
レ
手
、
影
艸
随
レ
身
。
若
不
二
是
鏡
清
普
請
一、
幾
乎
狼
藉
。（
卍
続
蔵

一
四
五
・
二
九
ｄ
〜
三
〇
ａ
）

 

と
あ
り
、
こ
の
偈
頌
を
詠
じ
た
霊
隠
泉
禅
師
を
明
確
に
霊
隠
寺
の
祖
泉
の
こ
と

と
解
し
て
掲
載
し
て
い
る
。

（
38
）『
攻
媿
集
』
巻
一
一
〇
「
塔
銘
」
の
「
頑
空
法
師
塔
銘
」
に
、

師
名
智
覚
、
号
二
頑
空
一。
東
嘉
頃
氏
、
簪
纓
之
族
。
蚤
慧
就
二
家
塾
一、
進
倍
二

群
稚
一。
十
三
捨
レ
家
、
礼
二
郡
之
越
興
寺
従
定
一
得
度
。
甫
具
戒
、
即
白
レ
定
曰
、

誓
学
二
台
乗
一。
徧
依
二
諸
老
一。
隙
地
静
几
、
金
玉
寸
陰
、
決
志
大
猷
、
不
レ
弄
二

筆
墨
一。
涼
霄
雨
夕
、
燈
影
明
滅
、
同
儕
或
冥
捜
。
師
方
朗
誦
二
祖
誥
一
曰
、
吾

以
レ
此
代
二
声
律
一。
忽
感
而
曰
、郷
先
哲
広
智
・
法
智
適
也
。
在
則
人
、亡
則
書
、

敢
不
レ
勉
レ
諸
。
帰
取
二
二
智
遺
書
一、
沈
潜
反
覆
、
砉
然
解
会
。
回
二
視
群
言
一、

如
レ
破
レ
竹
矣
。
往
見
二
嘯
巌
於
東
掖
山
一。
巌
已
黙
識
レ
之
、
従
容
詶
詰
。
尺
囲

鑰
合
、
即
俾
二
冠
冕
多
士
一。
久
之
徜
二
徉
二
竺
間
一、
栢
庭
・
古
雲
二
主
翁
、
礼

敬
優
異
、
先
後
命
分
二
其
席
一。
庭
羅
致
尤
勤
、
形
二
諸
偈
語
一。
紹
定
己
丑
春
、

有
レ
旨
以
禳
二
禬
事
一、
宣
二
上
竺
主
僧
一、
赴
二
南
水
門
一
引
見
。
庭
方
在
レ
假
、

師
居
二
座
元
一。
得
レ
旨
代
入
、
峻
事
王
音
褒
嘉
、
賜
賚
甚
渥
。
庭
目
疾
久
、
擬

告
老
表
師
自
代
、
牢
讓
乃
已
。
俄
出
二
世
明
之
超
果
一。

 

と
あ
り
、
智
覚
が
台
州
（
浙
江
省
）
の
東
掖
山
で
嘯
巌
文
虎
の
も
と
に
投
じ
た

こ
と
、
さ
ら
に
同
じ
天
台
宗
の
檞
庭
善
月
や
古
雲
元
粋
ら
に
参
学
し
た
こ
と
を

伝
え
て
い
る
。



一
八
〇

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

（
39
）
大
川
普
済
の
『
大
川
和
尚
語
録
』「
賛
仏
祖
」
に
「
円
覚
頑
空
覚
講
主
真
賛
」

が
存
し
、そ
の
中
に
「
是
為
二
広
智
九
世
之
孫
一、嘯
巌
一
枝
、不
レ
致
二
寥
寞
一
者
矣
」

（
卍
続
蔵
一
二
一
・
一
七
〇
ｂ
）
と
あ
る
。

（
40
）
松
源
崇
嶽
の
『
松
源
和
尚
語
録
』
巻
下
「
偈
頌
」
に
、

示
二
如
浄
禅
人
一。

劈
面
三
拳
、連
顋
両
堂
。
撒
二
手
懸
崖
一、喪
二
尽
伎
倆
一。
徳
雲
不
レ
在
二
別
峰
上
一。

（
卍
続
蔵
一
二
一
・
三
一
四
ｃ
）

 

と
あ
り
、
門
下
に
到
っ
た
如
浄
に
対
し
て
示
し
た
偈
頌
を
残
し
て
い
る
。
ま
た

逆
に
如
浄
も
『
如
浄
和
尚
語
録
』「
偈
頌
」
に
、

拄
杖
頌
寄
二
松
源
和
尚
一。

七
尺
烏
藤
掛
二
東
壁
一、
春
風
忽
来
生
二
両
翼
一。
鞭
二
起
飛
龍
一
趁
不
レ
得
、
洞
庭

攪
砕
琉
璃
碧
。
去
兮
去
兮
明
歴
歴
、
梅
花
影
裡
休
二
相
覓
一。
為
レ
雨
為
レ
雲
自

古
今
、
古
今
寥
寥
有
二
何
極
一。（
大
正
蔵
四
八
・
一
三
二
ｂ
）

 

と
い
う
偈
頌
を
残
し
、「
拄
杖
頌
」
を
詠
じ
て
崇
嶽
に
呈
し
て
い
る
。

（
41
）『
仏
鑑
禅
師
語
録
』
巻
五
「
序
跋
」（
卍
続
蔵
一
二
一
・
四
七
九
ｄ
〜
四
八
〇
ａ
）

に
は
「
跋
二
嘯
巌
語
録
一
」
の
ほ
か
に
も
「
跋
二
雲
窠
語
録
一
」「
跋
二
念
鉄
觜
語
録
一
」

「
跋
二
少
林
語
録
一
」「
跋
二
石
巌
語
録
一
」「
跋
二
石
田
語
録
一
」「
跋
二
大
歇
語
録
一
」

が
存
し
て
お
り
、
無
準
師
範
が
松
源
下
の
雲
巣
道
巌
・
石
巌
希
璉
・
大
歇
仲
謙

の
語
録
、
大
慧
派
の
少
林
妙
崧
の
語
録
、
同
門
の
石
田
法
薫
の
語
録
、
そ
れ
に

嗣
承
未
詳
の
鉄
觜
□
念
の
語
録
に
そ
れ
ぞ
れ
跋
文
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
こ
の
中
で
語
録
が
現
存
す
る
『
石
田
和
尚
語
録
』
巻
四
の
末
尾
に
は
、

吾
父
翁
活
業
、
為
二
石
田
兄
一、
破
蕩
無
レ
遺
。
今
観
二
前
項
所
一レ
供
、
並
是
詣
実
、

至
二
切
要
処
一、
不
レ
覚
咬
二
断
拇
指
一。

　

径
山
弟
師
範
、
拝
首
。（
卍
続
蔵
一
二
二
・
四
〇
ｂ
）

 

と
い
う
跋
文
が
実
際
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
師
範
は
径
山
の
住
持
と
し
て
法
兄

法
薫
の
『
石
田
和
尚
語
録
』
に
跋
文
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
蔚
の
語
録

や
各
禅
者
の
語
録
の
末
尾
に
も
同
様
に
跋
文
を
寄
せ
て
い
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。

（
42
）「
施
食
偈
文
」
は
訓
ず
る
と
「
三
徳
六
味
も
て
仏
及
び
僧
に
施
す
。
法
界
の
有

情
、
普
く
供
養
を
同
じ
く
す
」
と
な
ろ
う
。『
禅
苑
清
規
』
巻
一
「
赴
粥
飯
」
に
、

粥
云
、
粥
有
二
十
利
一、
饒
二
益
行
人
一、
果
報
生
レ
天
、
究
竟
常
楽
。
又
云
、
粥

是
大
良
薬
、
能
除
二
消
飢
渇
一、
施
受
獲
二
清
凉
一、
共
成
二
無
上
道
一。
斎
云
、
三

徳
六
味
、
施
二
仏
及
僧
一、
法
界
人
天
〈
有
情
〉、
普
同
二
供
養
一。（
卍
続
蔵
一
一

一
・
四
四
一
ｂ
）

 

と
あ
り
、
斎
時
（
中
食
）
の
と
き
に
唱
え
る
「
施
食
偈
文
」
と
さ
れ
て
い
る
。

三
徳
と
は
軽
軟
・
浄
潔
・
如
法
の
こ
と
、
六
味
と
は
甘
・
辛
・
苦
・
鹹
・
酸
・

淡
と
い
う
六
つ
の
味
覚
を
い
う
。『
白
雲
端
和
尚
広
録
』
巻
二
「
舒
州
白
雲
山
海

会
禅
院
語
録
」
に
、

上
堂
。
挙
、
雲
門
道
、
終
日
喫
レ
飰
、
不
三
曾
咬
二
著
一
粒
米
一。
為
二
什
麼
一
終

日
喫
レ
飰
、
不
三
曾
咬
二
著
一
粒
米
一。
若
道
二
咬
著
一、
即
与
二
雲
門
一
相
違
。
不
下

唯
与
二
雲
門
一
相
違
上
、
自
己
向
二
甚
処
一
去
也
。
若
道
レ
不
二
曾
咬
著
一、
又
作
麼

生
得
二
肚
裏
飽
一。
要
レ
会
麼
。
三
徳
六
味
、
施
二
仏
及
僧
一、
法
界
有
情
、
普
仝
二

供
養
一。（
卍
続
蔵
一
二
〇
・
二
一
三
ａ
）

 

と
あ
り
、
楊
岐
派
の
白
雲
守
端
は
「
雲
門
不
三
曾
咬
二
著
一
粒
米
一
」
の
古
則
を
挙

し
て
上
堂
し
た
際
、
こ
の
「
施
食
偈
文
」
を
唱
え
て
い
る
。



一
八
一

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

（
43
）
鏡
島
元
隆
氏
は
『
天
童
如
浄
禅
師
の
研
究
』（
昭
和
五
八
年
〈
一
九
八
三
〉
八

月
、
春
秋
社
刊
）
の
「
訳
註
『
如
浄
語
録
』」
に
お
い
て
、

如
浄
禅
師
の
語
録
は
、『
証
道
歌
』
に
い
わ
ゆ
る
獅
子
ひ
と
た
び
吼
え
、
無
畏

の
法
を
説
け
ば
、
百
獣
は
こ
れ
を
聞
い
て
み
な
脳
天
が
破
裂
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
い
ま
、天
衣
は
こ
の
人
（
如
浄
禅
師
）
こ
そ
古
を
越
え
今
を
超
え
、

通
途
の
枠
を
超
え
た
人
で
あ
る
と
挙
揚
す
る
。（
同
著
・
一
四
六
頁
）

 

と
嘯
厳
文
蔚
の
序
文
を
現
代
語
訳
し
て
い
る
。
文
蔚
は
「
獅
子
吼
無
畏
の
説
」

を
踏
ま
え
て
如
浄
の
語
録
を
評
し
て
い
る
。

（
44
）『
宗
門
聯
燈
会
要
』
巻
一
五
「
潭
州
大
潙
慕
喆
禅
師
」
の
章
に
、

示
レ
衆
云
、
古
仏
道
、
昔
於
二
波
羅
奈
一
転
二
四
諦
法
輪
一、
堕
レ
坑
落
レ
塹
。
今

復
転
二
最
妙
無
上
大
法
輪
一、
土
上
更
加
レ
泥
。
如
今
還
有
下
不
レ
歴
二
堦
梯
一
独

超
二
方
外
一
者
上
麼
。
良
久
云
、
出
二
頭
天
外
一
看
、
誰
是
箇
中
人
。（
卍
続
蔵
一

三
六
・
三
三
七
ｄ
）

 

と
あ
り
、
臨
済
宗
の
大
潙
慕
喆
（
真
如
禅
師
）
は
「
堦
梯
を
歴
ず
独
り
方
外
に

超
ゆ
る
者
」
を
「
箇
中
の
人
」
と
な
し
て
い
る
。

（
45
）『
勅
建
浄
慈
寺
志
』
巻
一
二
「
塔
院
二
」
の
「
少
林
塔
」
に
よ
れ
ば
、
水
庵
塔

は
浄
慈
寺
の
蓮
華
洞
口
に
あ
っ
て
少
林
妙
崧
の
少
林
塔
に
付
属
し
、
大
慧
派
の

肯
堂
彦
充
、
嗣
承
未
詳
の
節
庵
と
水
原
、
破
庵
派
の
断
橋
妙
倫
、
大
慧
派
の
北

磵
居
簡
、
破
庵
派
の
古
田
徳
垕
と
方
山
文
宝
ら
と
合
祀
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

節
庵
は
天
台
宗
の
節
庵
元
敬
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

（
46
）
鏡
島
元
隆
氏
は
『
天
童
如
浄
禅
師
の
研
究
』（
昭
和
五
八
年
八
月
、春
秋
社
刊
）

の
「
訳
註
『
如
浄
語
録
』」
に
お
い
て
、

如
浄
禅
師
は
何
び
と
に
も
よ
ら
な
い
言
葉
を
も
っ
て
、
す
ば
ら
し
い
は
た
ら

き
を
示
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
無
限
の
過
去
に
遡
り
、
無
限
の
未
来
に
及
ん
で
、

本
来
無
な
る
面
目
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
粗
暴
勇
猛
な
も

の
が
、
全
身
を
眼
に
し
て
、
こ
の
語
録
を
見
よ
う
と
し
て
も
、
わ
た
し
は
保

証
す
る
。
そ
の
も
の
は
こ
の
如
浄
禅
師
の
脚
跟
下
の
真
面
目
を
み
る
こ
と
は

で
き
な
い
に
ち
が
い
な
い
。（
同
著
・
一
四
五
頁
）

 

と
祖
泉
の
跋
文
を
現
代
語
訳
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
卍
山
本
『
如
浄
禅
師
語
録
』

で
は
後
序
と
し
て
、
面
山
本
『
天
童
浄
禅
師
語
録
』
で
は
跋
文
と
し
て
祖
泉
の

こ
と
ば
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
47
）
佐
藤
秀
孝
「
少
林
妙
崧
と
杭
州
の
五
山
禅
林
│
拙
庵
徳
光
・
済
顚
道
済
・
長

翁
如
浄
・
浙
翁
如
琰
・
無
準
師
範
・
玉
澗
光
瑩
ら
と
の
関
わ
り
―
」（『
駒
澤
大

学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
七
四
号
、
平
成
二
八
年
〈
二
〇
一
六
〉
三
月
）
と

同
「
少
林
妙
崧
と
長
翁
如
浄
―
浄
慈
寺
と
径
山
の
住
持
職
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
曹

洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
『
学
術
大
会
紀
要
』
第
一
七
回
、
平
成
二
八
年
〈
二

〇
一
六
〉
一
〇
月
）
を
参
照
。

（
48
）
佐
藤
秀
孝
「
枯
禅
自
鏡
と
そ
の
門
流
│
如
浄
が
天
童
山
の
後
事
を
託
し
た
臨

済
禅
者
│
」（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
『
学
術
大
会
紀
要
』
第
一
六
回
、
平

成
二
七
年
〈
二
〇
一
五
〉
一
〇
月
）
を
参
照
。

（
49
）『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』
第
六
集
の
『
或
菴
体
禅
師
語
』
の
上
堂
に
、

少
室
無
師
句
、
曹
渓
絶
学
禅
、
渾
家
鬼
擘
レ
口
、
五
逆
不
レ
成
レ
冤
。
何
故
。

天
之
自
高
、
地
之
自
厚
、
人
之
自
在
、
道
之
自
然
。（
卍
続
蔵
一
一
九
・
九
三
ａ
）

 

と
あ
り
、『
介
石
和
尚
語
録
』「
婺
州
雲
黄
山
宝
林
禅
寺
語
録
」
に
も
、



一
八
二

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

上
堂
。
霊
亀
未
レ
兆
之
際
、
黒
荳
未
レ
芽
已
前
、
道
二
得
一
句
一。
盖
地
盖
天
、

猶
未
二
是
無
師
句
自
然
句
一。
秋
風
高
、
秋
空
闊
、
雪
峰
何
曾
桶
底
脱
。（
卍
続

蔵
一
二
一
・
一
九
一
ａ
）

 

と
あ
る
。
無
師
句
と
は
師
匠
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
で
な
く
、
自
身
で
究
め
尽

く
し
た
境
地
か
ら
発
せ
ら
れ
た
一
句
の
意
で
あ
る
。

（
50
）
妙
心
寺
派
の
無
著
道
忠
は
『
禅
林
象
器
箋
』
巻
五
「
第
五
類
霊
像
門
」
に
、

密
迹
金
剛
。
禅
刹
山
門
、
亦
有
下
安
二
金
剛
像
一
者
上
、
所
謂
二
王
也
。

聯
燈
会
要
、
浄
果
守
澄
禅
師
章
云
、
問
、
会
昌
沙
汰
時
、
護
法
善
神
向
二
甚
麼

処
一
去
。
師
云
、
三
門
外
両
箇
、
一
場
懡
㦬
。

西
巌
恵
和
尚
開
善
録
云
、
元
宵
上
堂
。
屋
上
山
橋
下
水
、
三
門
八
字
打
開
。

左
右
青
葉
・
婁
至
、
頭
頂
レ
天
脚
踏
レ
地
。

南
堂
欲
禅
師
開
福
録
云
、
山
門
頭
樓
至
徳
如
来
、
両
脚
踏
レ
地
。

明
極
俊
禅
師
再
住
建
長
録
、
山
門
語
云
、
山
門
八
字
開
、
金
剛
両
辺
立
。

忠
曰
、二
王
是
法
意
化
身
、名
二
密
迹
金
剛
一
〈
下
詳
説
〉。
然
禅
録
皆
称
二
青
葉
・

樓
至
一。
此
二
仏
現
二
力
士
形
一、
見
二
陸
游
所
一レ
記
。

陸
務
観
入
蜀
記
云
、
遊
二
二
聖
報
恩
光
孝
禅
寺
一、
二
聖
謂
二
青
葉
髻
如
来
・
婁

至
徳
如
来
一
也
。
皆
示
二
鬼
神
力
士
之
形
一、
高
二
丈
餘
、
陰
威
凜
然
可
レ
畏
。

正
殿
中
為
二
釈
迦
一、
右
為
二
青
葉
髻
一
号
二
大
聖
一、
左
為
二
婁
至
徳
一
号
二
二
聖
一、

三
像
皆
南
面
。
予
按
、
蔵
経
駒
字
函
、
娑
羅
浮
殊
童
子
成
道
、
為
二
青
葉
髻
如

来
一。
青
葉
髻
如
来
再
出
世
、
為
二
樓
至
如
来
一。
則
二
如
来
、
本
一
身
耳
。
有
レ

碑
言
。
邑
人
一
夕
同
夢
。
二
神
人
言
、
我
青
葉
髻
婁
至
徳
如
来
也
。
有
二
二
巨

木
在
レ
江
干
一、我
所
レ
運
者
、俟
二
鄯
行
者
来
一、令
三
刻
為
二
我
像
一。已
而
果
有
レ
人
、

自
称
二
鄯
行
一
者
、
又
善
二
肖
像
一。
邑
人
欣
然
請
レ
之
像
成
。
人
皆
謂
、
酷
類
レ

所
レ
夢
。
然
碑
無
二
年
月
一、
不
レ
知
二
何
代
一
也
。

と
ま
と
め
て
お
り
、
山
門
の
仁
王
像
（
金
剛
力
士
像
）
と
青
葉
髻
如
来
・
婁
至

徳
如
来
に
つ
い
て
考
証
し
て
い
る
。

（
51
）
如
浄
門
下
の
無
外
義
遠
（
？
―
一
二
六
六
）
は
景
定
五
年
（
一
二
六
四
）
一

一
月
に
「
永
平
元
禅
師
語
録
序
」
を
寄
せ
て
、

非
二
超
宗
異
目
・
慥
暴
生
獰
・
峭
壁
乖
崖
・
孤
危
嶮
絶
一、
何
足
下
以
起
二
衲
僧

瞑
眩
之
疾
一
抜
中
邪
見
枝
蔓
之
根
上。
在
レ
古
不
レ
乏
、
居
レ
今
為
レ
誰
。
太
白
老

人
浄
禅
師
、
奮
然
一
出
、
独
振
二
此
風
一。（
曹
全
宗
源
下
・
四
二
ａ
）

 

と
記
し
て
お
り
、『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
に
あ
る
祖
泉
の
「
慥
暴
生
獰
」
の

語
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
52
）『
臨
済
慧
照
禅
師
語
録
』
の
末
尾
に
は
「
住
二
大
名
府
興
化
一
嗣
法
小
師
存
獎

校
勘
」（
大
正
蔵
四
七
・
五
〇
六
ｃ
）
と
あ
り
、『
雲
門
匡
真
禅
師
広
録
』
巻
下

の
末
尾
に
は
「
住
二
福
州
鼓
山
一
円
覚
宗
演
校
勘
、
在
二
福
州
鼓
山
一
王
溢
刊
」（
大

正
蔵
四
七
・
五
七
六
ｃ
）
と
あ
る
。
ま
た
『
汾
陽
無
徳
禅
師
語
録
』
巻
下
「
汾

陽
無
徳
禅
師
歌
頌
」
の
末
尾
に
も
、

禅
師
語
録
旧
版
在
二
汾
州
一、
歲
久
多
二
脱
落
一、
南
方
亦
少
二
見
者
一。
今
勧
二
衆

縁
一
重
鏤
レ
版
、
以
広
流
通
。

建
中
靖
国
元
年
正
月
初
五
日
、
比
丘
守
中
題
。

洪
州
開
禅
宗
文
字
陳
政
、
印
行
。

廬
山
円
通
崇
勝
禅
院
住
持
伝
法
比
丘
円
璣
、
校
勘
。

（
大
正
蔵
四
七
・
六
二
九
ｂ
〜
ｃ
）



一
八
三

高
原
祖
泉
と
嘯
巌
文
蔚 

─
『
如
浄
和
尚
語
録
』
の
跋
文
・
校
訂
と
越
州
天
衣
寺
─
（
佐
藤
）

 

と
あ
る
か
ら
、
唐
末
五
代
か
ら
北
宋
代
に
す
で
に
禅
籍
の
出
版
刊
行
に
際
し
て

有
縁
の
禅
者
に
よ
る
校
勘
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
53
）『
松
源
和
尚
語
録
』
末
尾
に
松
源
派
の
古
林
清
茂
の
跋
文
と
し
て
、

由
レ
是
募
レ
縁
重
刊
、
以
寿
二
後
世
一、
開
二
学
者
之
正
見
一、
掃
二
邪
説
之
肆
行
一、

豈
少
補
哉
。
旹
泰
定
三
年
二
月
初
五
日
、
金
陵
鳳
臺
法
孫
比
丘
清
茂
、
謹
書
。

（
卍
続
蔵
一
二
一
・
三
一
六
ｂ
）

 

と
記
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
募
刻
は
募
縁
刊
行
す
る
、
広
く
浄
財
を
募
っ
て
印
刷

出
版
す
る
意
で
あ
る
。

（
54
）
高
橋
秀
栄
氏
は
『
永
平
寺
史
料
全
書
・
禅
籍
編
』
第
一
巻
の
「
如
浄
和
尚
語

録
断
簡
」
の
「
解
説
」
で
、

本
書
は
、
そ
の
時
期
に
届
い
た
宋
版
の
『
如
浄
和
尚
語
録
』
を
底
本
に
し
て
、

本
文
が
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
は
、
高
原
祖
泉
の
跋
文
が
毛
筆
体

の
筆
跡
そ
の
ま
ま
の
字
体
で
忠
実
に
臨
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
定
さ

れ
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
尾
丁
の
下
部
に
「
寂
円
」
と
判
読
で

き
る
朱
印
（
た
て
三
・
二
㎝
×
よ
こ
三
・
一
㎝
）
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
印
影
が
不
鮮
明
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
、
そ
の
解
読
の
試
み
が
な
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
印
鑑
の
刻
み
文
字
で
あ
る
篆
書
を
集
大
成

し
た
辞
典
で
、
ウ
冠
、
あ
る
い
は
穴
部
、
さ
ら
に
は
囗
部
に
該
当
す
る
文
字

を
一
文
字
ず
つ
照
合
検
索
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
尾
丁
の
印
影
に
も
っ
と
も
近

似
し
た
文
字
は
「
寂
」
で
あ
り
、「
円
」
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。（
九

二
四
ｂ
〜
九
二
五
ａ
）

 

と
記
し
て
お
り
、
尾
丁
の
朱
印
文
の
落
款
が
「
寂
円
」
で
あ
る
こ
と
、
渡
来
僧

寂
円
が
浄
書
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
解
明
さ
れ
て
い
る
。

（
55
）
寂
円
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、佐
藤
秀
孝
「
宝
慶
寺
寂
円
禅
師
に
つ
い
て
」（『
曹

洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
』
第
一
八
号
、
昭
和
六
一
年
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